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社会学伝来琴
ねず讃ざしの『原！↑考古学的剛究」（昭和鋤ｉ〉は、噸姉時代の人縦がのこした巡物や迦跡をもとにして、かれらの牝会を附し
ようとしたものである。すなわち、原始社会を考古学的方法を川いて研究しようとしたものである。
梼
識
は
昭
和
十
二
↑
（
一
九
三
七
｝
以
後
の
耐
鵬
＃
に
ｌ
こ
の
作
に
Ⅲ
蕊i鐸i篝篝讓iiiii雲霧蕊藝111ＩＨ 第六
章
編
年
史
的
に
み
た
ｎ
本
社
会
学
昭和後期（昭和二十年代～同五十年代初頭まで）の社会科学文献（社会学の箸訳書もふくむ）
社
会
学
伝
来
考Ｉ ｌ昭和の社会学〔７］露
ねず．まさし箸『原始社会一考古学的研究』。
〔Iil稲川大学中央図書館蔵〕
由来、〃原始社会〃を研究する力法は二つあったという。第一の方法は、
古
代
人
の
の
こ
し
た
神
話
・
伝
説
・
古
文
献
な
ど
を
Ⅲ
い
て
、
原
始
社
会
を
再
現
す
る
や
り
方
。
第
二
は
、
い
ま
地
球
上
で
原
始
的
経
済
生
活
（
狩
り
、
漁
業
、
栽
培
）
を
い
と
な
ん
で
い
る
未
柵
人
の
社
会
を
研
究
し
、
入
滅
の
原
始
社
会
を
両
現
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
俗
学
方
法
に
他
な
ら
な
い
。
小
戦
訓
が
お
こ
り
；
日
独
Ⅲ
防
共
協
定
が
成
立
し
た
ｌ
研
究
や
執
麺
の
、
川
を
う
ば
わ
れ
て
い
た
。
が
、
秘
か
に
本
書
の
下
が
き
を
完
成
し
、
原
稿
を
所
蔵
し
て
お
いたという。
宮
永
孝
134（１）
要
す
る
に
、
喜
川
と
鳥
井
は
、
日
本
人
の
机
先
は
ア
イ
ヌ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
石
器
時
代
、
日
本
列
胤
に
は
ア
イ
ヌ
人
が
す
み
、
古
城
時
代
に
な
っ
て
，
〃
天
孫
民
族
“
が
朝
鮮
方
面
か
ら
九
州
に
や
っ
て
来
て
、
ア
イ
ヌ
人
を
東
北
へ
追
い
や
り
、
天
皇
国
家
を
た
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
イ
ヌ
説
に
反
対
の
た
ち
ば
を
と
っ
た
の
は坪井であった。一方、著者であるねず。まさしの説は、現代日本人の祖先というのは、古墳時代に朝鮮人と混血した者という。以上にのべたこ
と
を
表
に
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
篇
日
本
の
原
鮒
祉
会
と
天
皇
鬮
籔
の
成
立
ｌ
で
あ
る
．
薪者がこれら二つの力法に依拠せず、考古学的方法によったのは、考古学の巡物のなかにも、古代文字をしるした資料が多く発見されているか
ら
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
承
原
始
社
会
の
研
究
は
考
古
学
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
節
一
筋
エ
ジ
プ
ト
の
原
始
社
会
と
王
朝
国
家
の
成
立
節
二
第
二
繍
の
第
三
節
は
「
日
本
人
の
起
灘
」
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
．
日
本
人
の
柧
先
ｌ
石
器
時
代
の
人
繍
ｌ
に
倒
し
て
関
心
が
お
こ
り
濡
発
な
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
明
治
時
代
で
あ
っ
た
。
い
っ
た
い
日
本
人
の
先
祖
と
は
だ
れ
な
の
か
。
各
学
者
は
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
の
意
見
を
の
べ
て
い
る
が
、
日
本
人
の
先
祖
は
〃アイヌ〃だと考える人が多いという。
厩
蒋
日
本
人
１
古
職
人
ｌ
現
代
日
本
人
し
喜川貞吉（一八七一～一九三九、明治から昭和期の歴史学巻、京大教授）：………………：………………：
川
脇
伽
蔵
（
一
八
七
○
～
一
九
而
三
、
川
胎
か
ら
昭
和
川
の
考
古
学
者
、
東
大
助
教
授
、
耐
学
院
大
、
上
将
大
教
授
）
…
・
・
・
坪仲正五郎（一八六一一一～一九一三、川治から大正川の人傾学者・考古学洲）…………………………………
帆
鮮
人
アイス説。
アイヌ説。
日
木
原
住
民
と
し
て
小
人
ラ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
説
）
を
捉咄。
(2)133
社会学伝釆考
安西文夫の『社会学史概説』（昭和別・３）は、害き下ろしの一書である。著者は先に『社会学史概要』（平野書房、昭和十二年六月）を著わし
た
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
簡
潔
な
叙
述
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
あ
ら
た
に
著
述
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
。
本
書
に
お
い
て
は
、
個
々
の
社
会
学
者
の
学
論
を
中
心
と
し
て
叙
述
を
す
す
め
、
著
者
の
批
判
を
押
さ
え
て
、
学
者
み
ず
か
ら
に
そ
の
体
系
を
の
べ
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
な
る
べ
く
対
象
を
包
括
的
に
と
り
入
れ
、
競
新
の
情
報
を
も
入
れ
る
こ
と
に
努
め
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
社
会
学
史
全
般
の
知
識
を
得
る
に
は
好
書
と
お
も
わ
れ
る
し
、
比
較
的
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
印
象
を
う
け
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
第
一
章
社
会
学
前
史
第
二
章
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
第
三
章
ハ
ー
バ
ー
ピ
ト
・
ス
ペ
ン
サ
１
第
四
章
ロ
ー
レ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ィ
ン
第
五
章
レ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
第
一
ハ
章
社
会
学
の
発
展
第
七
章
社
会
学
の
極
化
節
八
章
社
会
学
の
現
況
（
各
国
の
社
会
単
）
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
という（二八四～二八五頁）。
細
野
武
男
の
『
社
会
学
の
反
省
ｌ
講
三
の
社
へ
霧
・
祉
菫
（
昭
裂
・
３
）
峰
大
衆
の
ひ
と
り
が
醤
わ
し
た
社
会
学
に
た
い
す
る
感
想
”
な
い
し
は
皮
樋
、
勝
彦
の
『
ロ
ー
マ
蝋
俗
考
』
（
峨
蟄
・
３
）
は
、
古
代
ロ
ー
マ
人
の
風
僻
瀞
憤
の
う
ち
で
も
Ｉ
食
事
の
仕
方
、
食
物
馴
読
に
つ
い
て
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
．
本
書
は
、
あ
る
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
究
し
た
と
い
う
よ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
啓
蒙
書
に
ち
か
い
。
古
代
ロ
ー
マ
人
の
風
習
に
よ
る
と
、
か
れ
ら
は
ふ
つ
う
日
に
ケ
ー
ナ
朝
食
と
昼
食
を
か
ね
た
〃
プ
ラ
ン
ヂ
ウ
ム
〃
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
夕
食
（
一
日
の
王
食
事
）
で
あ
る
。
が
、
貴
族
や
皇
帝
と
も
な
れ
ば
、
常
糾
的
に
い
っ
た
ん
ｕ
に
入
れ
た
食
物
を
吐
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
事
は
日
に
二
度
、
四
度
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
わ
れ
わ
れ
は
あ
る
こ
と
を
発
表
す
る
と
き
、
印
刷
物
と
し
て
公
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
古
代
ロ
ー
マ
人
は
〃
朗
読
“
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
。
人
々
を
あ
つ
め
た
り
、
人
の
あ
つ
ま
る
場
所
に
出
向
い
て
、
じ
ぶ
ん
の
作
仙
を
朗
読
し
て
Ⅲ
か
せ
た
。
レ
キ
タ
ー
チ
ォ
ー
レ
キ
タ
ー
レ
レ
ゲ
レ
これを名詞では「ミミ（Ｐ助詞では『ミミ、または』へ唖：というという。
ナ
チ
ス
沿
下
の
ド
イ
ツ
社
会
学
に
つ
い
て
略
述
す
る
と
、
Ⅱ
ぼ
し
い
業
絨
を
の
こ
さ
ず
、
ド
イ
ツ
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
を
迎
え
た
と
い
う
。
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
穣
極
的
に
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
あ
る
腺
度
ま
で
ナ
チ
ス
に
協
力
し
た
。
ヴ
ィ
ー
ゼ
は
一
時
脚
外
に
追
放
さ
れ
、
ま
た
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
ィ
ム
は
ロ
ン
ド
ン
に
逃
れ
、
フ
ィ
ー
ャ
カ
ン
ト
は
学
界
か
ら
退
き
、
ド
イ
ツ
社
会
学
の
長
老
テ
ン
ニ
ー
ス
は
、
生
誕
八
十
年
記
念
論
文
集
を
献
ぜ
ら
れ
た
の
ち
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
Ⅱ
）
こ
の
世
を
去
っ
た
八
章
社
会
学
の
現
況
（
各
国
の
社
会
学
）
フ
ラ
ソ
マ
ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
Ⅲ
本
の
社
会
学
１
１
で
あ
る
。
二度食事をとった。
、
132（３）
肥後和男の『民衆の生活史』（昭和別・Ｉ）は、すぎしⅡの日本の民衆の歴史をふりかえって見た書物である。人川の生活をささえるすべての
も
の
は
、
そ
の
は
た
ら
き
か
ら
生
れ
た
も
の
と
い
う
。
山
来
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
を
支
え
て
き
た
人
々
の
地
位
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
民
衆
が
他
施
し
た
も
の
を
支
配
し
、
そ
の
作
っ
た
も
の
を
あ
つ
め
て
桁
補
に
孫
ら
し
て
い
た
淵
は
、
樅
刀
者
で
あ
っ
た
。
し
い
た
かれらは組織や篇や武力などを背眺凧として、社△窓の弱いたちばの人間（被支配稀）を虐げてきた。世界は支配するものと被支配との対極的関係
に
あ
る
の
だ
が
、
ど
の
民
族
の
歴
史
も
、
ほ
と
ん
ど
こ
う
し
た
大
き
な
む
じ
ゆ
ん
を
共
通
に
も
っ
て
い
た
。
人
が
人
を
支
配
す
る
こ
と
の
な
い
社
会
を
創
ろ
う
と
い
っ
た
考
えから、〃民衆主義〃が生まれたのである。
階
級
の
た
ち
ば
に
移
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
勤
労
階
級
の
社
会
理
論
と
し
て
は
、
唯
物
史
観
が
あるといい、二つの社会理論・社会学と唯物史観との対照が、本書の中心的課題であるという。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
蕊
１
－
つ
の
包
鵬
的
社
会
理
論
ｌ
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
唯
物
史
観
２
鋪
三
の
社
会
剛
論
ｌ
社
会
学
３
政
愉
学
と
綴
済
学
４
社
会
学
１
１
コ
ン
ト
、
ジ
ム
メ
ル
、
マ
ン
ハ
イ
ム
Ⅱ
コ
ン
ト
の
綜
合
社
会
学
Ⅲ
ジ
ム
メ
ル
の
形
式
社
会
学
Ⅵ
マ
ン
ハ
イ
ム
の
知
識
社
会
学
Ｖ
結
語
－
－
である。
敗戦以前の日本社会は、身分の区別（華族、士族、平民）のある社会であった。何かというと身分という差別的な思想が、国民の生活につねに
①
つきまとい、上下関係が社会の主軸であった。支配階級に敢然と対抗したのが、マルキストの平民階級であった。民主主義の時代は、上も下もな
11[輔
I室！
肥後１１１ﾘj粋『民衆の生活史』。
省〃の書であるという。著者は、昭和九年（一九三四）から同十二年（一九三
七）まで、東京大学で社会学を学んだのであるが、社会学の”社会理論〃とし
て
の
無
味
乾
燥
さ
、
不
生
産
性
に
あ
き
れ
、
失
望
し
、
戦
後
の
数
年
ま
で
専
攻
し
た
社
会
学
に
関
心
を
も
ち
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
戦
後
ほ
ど
な
く
、
立
命
鮒
大
学
法
学
部
に
お
い
て
、
社
会
学
の
識
義
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
十
年
前
の
卒
業
論
文
『
ジ
ン
メ
ル
の
貨
幣
祈
学
』
を
想
い
川
し
、
文
献
不足と本務の多忙に悩まされつつ書きあげたのが本書であ一る。
著
滑
に
と
っ
て
社
会
学
は
、
人
間
の
た
ち
ば
か
ら
階
級
の
た
ち
ば
１
１
す
な
わ
ち
、
勤
労
(4)１３１
社会学伝来考
著
者
に
よ
る
と
、
日
本
社
会
学
の
建
設
に
大
き
な
暗
示
や
方
向
を
あ
た
え
る
も
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
発
展
し
つ
つ
あ
る
〃
実
用
主
義
的
な
社
会
学
〃
で
あ
る
と
い
う
。
形
式
主
義
的
な
形
而
上
学
的
な
ド
イ
ツ
主
義
の
社
会
学
を
捨
て
て
、
〃
新
し
い
社
会
学
〃
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
社
会
学
徒
の
仕
務
だ
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
序
論
第
二
承
社
会
制
度
の
本
質
第
三
意
社
会
制
度
の
形
式
過
程
第
四
瀬
社
会
制
度
の
祉
会
統
制
的
機
能
霊
驍
社
会
制
俊
の
聯
究
鏑
ｌ
で
あ
る
．
真
し
な
社
会
学
者
と
し
て
思
索
し
、
人
間
生
庁
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
生
涯
〃
社
会
評
論
家
〃
矼
涯
と
著
書
第
三
章
「
物
理
学
と
政
治
学
」
作
爪
第
七
蕊
祉
会
の
進
歩
ｌ
で
あ
る
．
同
じ
著
者
に
よ
る
小
著
『
米
英
社
会
学
の
先
駆
者
バ
ジ
ョ
ッ
ト
評
伝
』
（
昭
和
別
・
４
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
・
経
済
・
社
会
学
者
で
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト
（
一
八
二
六
～
七
七
）
の
小
伝
で
あ
る
。
著
者
は
大
学
二
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
異
常
な
関
心
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
学
生
時
代
、
形
式
社
会
学
の
洗
礼
を
う
け
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
社
会
学
の
実
証
的
、
具
体
的
な
研
究
は
け
っ
し
て
多
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
ひ
と
か
ど
の
社
会
学
者
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
の
こ
と
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
ひ
と
つ
の
華
麗
な
建
築
物
に
も
比
較
さ
れ
る
理
路
整
然
と
し
た
社
会
学
体
系
を
つ
く
る
も
の
だ
け
が
〃
偉
大
な
社
会
学
者
〃
と
呼
び
う
る
者
と
い
う
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
ギ
デ
ィ
ン
グ
ズ
に
よ
っ
て
〃
社
会
学
の
建
設
者
〃
と
折
紙
を
つ
け
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
真
し
な
社
会
学
者
と
し
て
思
索
し
、
人
間
生
活
の
各
分
野
に
新
し
い
開
拓
の
道
を
ひ
ら
い
た
学
者
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
生
囎
社
会
評
論
家
と
し
て
活
賑
し
、
ま
た
街
の
社
会
学
篇
と
し
て
終
始
し
た
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
薦
序
論
第
二
蕊
生
涯
と
著
書
第
三
章
「
物
理
学
と
政
治
学
」
に
現
は
れ
た
る
社
会
理
論
第
四
章
社
会
の
概
念
第
五
章
社
会
を
動
か
す
力
第
六
章
民
族
形
成
に
於
け
る
模
倣
立
に
参
画
し
た
と
い
う
。
熊
本
語
学
専
門
学
校
激
授
・
潜
崎
繼
縦
の
小
薯
『
社
会
学
入
門
ｌ
祉
会
Ⅷ
嘆
論
』
（
昭
蟄
・
’
一
は
京
城
帝
国
大
学
で
研
究
し
た
業
績
の
一
部
分
で
あ
り
阯
会
学
研
究
の
出
発
を
祝
う
記
念
碑
だ
と
い
う
。
著
者
が
社
会
学
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
、
高
等
学
校
の
二
年
生
ご
ろ
と
い
う
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
に
東
京
帝
大
を
卒
業
後
、
三
ヵ
年
ほ
ど
大
陸
の
民
族
文
化
に
た
い
し
て
絶
え
ず
研
究
を
つ
づ
け
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
の
秋
、
大
陸
を
は
な
れ
帰
国
す
る
と
、
熊
本
語
学
専
門
学
校
の
剣
い
社
会
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
現
実
の
日
本
社
会
は
、
支
配
す
る
者
と
そ
れ
に
盲
従
す
る
者
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
本
書
は
、
ｕ
本
に
お
け
る
民
衆
の
腫
史
を
ｌ
人
間
の
非
平
等
の
む
じ
蟻
ん
を
、
や
さ
し
く
一
般
む
け
に
柵
い
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
前
が
き
ｌ
な
ぜ
民
衆
の
歴
史
を
学
ぶ
か
２
研
究
の
し
か
た
一
古
代
の
民
衆
二
律
令
時
代
の
民
衆
三
中
世
の
民
衆
四
近
世
の
民
衆
五
近
世
の
民
衆
六
章
総
論
ｌ
で
あ
る
．
同
じ
著
者
に
よ
る
小
著
130（５）
専
修
大
学
教
授
・
横
山
定
雄
の
『
社
会
学
入
門
」
（
昭
和
型
・
４
）
は
、
｜
般
む
け
に
や
さ
し
く
書
か
れ
た
文
字
ど
お
り
の
社
会
学
入
門
書
で
あ
る
。
は
じ
め
て
社
会
学
を理解しようとする人のために、あるいは〃社会学“を社会科や社会研究のじっさいに用いようとするまじめな研究者のために、執筆した書物で
ある。著者によると、これまで社会学の専門書は数多く出版されたが、初学者やしろうとにも勧められるような書物は、ほとんどみられないとい
》つ。
致
点
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
あ
い
ま
い
さ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
尾
高
邦
雄
の
『
社
会
学
の
本
質
と
課
題
上
巻
』
（
昭
和
別
・
４
）
は
、
こ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
〃
社
会
学
〃
に
関
す
る
多
く
の
見
解
を
統
一
す
る
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
社
会
学
は
、
多
く
の
ひ
と
び
と
の
間
で
見
解
の
不
一
致
が
存
在
し
た
と
い
う
。
本
書
は
上
下
二
巻
に
わ
か
れ
、
上
巻
で
は
全
体
の
構
想
を
の
べ
た
序
説
（
第
一章）、この構想の展開に必要な学史（第二章）、社会学の総合性の問題（第三章）とを取りあつかっている。下巻では、社会学の現実性の問題、
社会学の主題および社会学方法論の問題を論じ、さいごに全体の結論をのべる予定だという。
内
容
の
概
略
は
ｌ
議
一
章
序
説
ｌ
社
会
学
の
再
建
第
二
章
社
会
学
史
の
三
隣
階
第
三
章
社
会
学
の
綜
合
性
ｌ
で
あ
る
．
社会学は〃若い科学〃であるばかりか、いまなおそれは〃あいまいな科学〃でもある。社会学とは何かに関して、さまざまな見解が存在し、一
十
津
川
は
日
本
の
代
表
的
な
山
村
の
一
コ
地
村
や
漁
村
の
論
文
も
必
要
に
な
る
と
い
う
。
である。
著者が本書を執筆したのは、〃民主主義〃の解釈に、この本が何らかの寄与をすることを願ってのことであった。今後の日本がなさねばならぬ
（１）
こ
と
は
、
軍
国
主
義
や
封
建
制
度
の
残
存
勢
力
を
一
掃
し
、
民
族
主
義
の
線
に
沿
っ
た
新
し
い
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
泉鯆一の『社会学講義賀料‐或る山村のモノグラフ」（昭和卿・４〉は、瞥者が学生数名とともに鵬利二十四年（一九四九）七月’約一
ヵ月にわたって奈良県十津川村に滞在し、そこでおこなった現地の実態調査の報告である。著者によると、戦後の日本の社会学は、アメリカ社会
学
と
お
な
じ
歩
み
を
示
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
実
証
社
会
学
が
輸
入
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
社
会
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
社
会
の
実
証
的
研
究
へ
と
進
展
したのである。
お
お
あ
ざ
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
材
の
自
然
と
騰
史
節
二
議
村
の
＃
と
柵
鐘
第
三
蕊
幽
川
然
材
（
大
字
）
の
構
造
と
機
能
鍬
舸
議
家
族
の
構
造
と
機
臘
Ｉ
つであっても、そのすべてを代表する標本ではないという。わが国の代表的な村落を考えるならば、ほかに平
(6)１２９
社会学伝来考
早
稲
田
大
学
教
授
・
井
伊
玄
太
郎
の
『
社
会
学
』
（
昭
和
型
・
４
）
は
、
ふ
つ
う
の
〃
社
会
学
〃
と
い
う
名
称
を
も
っ
て
い
る
書
物
の
形
式
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
も
の
と
い
う
。
著
者
が
本
書
に
お
い
て
意
図
し
た
も
の
は
、
読
者
に
た
だ
社
会
学
的
知
識
を
あ
一
た
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
人
々
の
精
神
を
啓
蒙
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
．
本
書
は
；
わ
る
い
祉
含
と
１
さ
社
会
と
の
聯
究
で
あ
る
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
序
文
序
論
第
一
編
集
団
主
義
的
社
会
四
］
ち
繊
う
の
’
六
篇
附
街
る哲学的考察１１である。
最
近
ま
で
の
日
本
の
社
会
学
は
、
学
者
の
独
占
物
だ
っ
た
と
い
う
。
社
会
学
の
学
術
的
業
績
は
多
数
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
〃
現
実
社
会
か
ら
離
れ
た
理
論
書
〃
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
砂
を
か
む
よ
う
な
〃
抽
象
的
概
説
書
〃
で
あ
る
た
め
、
｜
般
人
は
社
会
学
に
た
い
す
る
興
味
や
期
待
を
大
い
に
そ
が
れ
る
の
で
あ
る
。
戦
後
の
こ
の
時
期
、
社
会
学
に
た
い
す
る
世
間
の
認
識
も
変
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
社
会
学
は
、
現
代
社
会
の
研
究
に
つ
い
て
、
〃
時
代
の
寵
児
“
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
祷
脅
は
い
う
．
社
会
学
の
知
識
は
ｌ
ア
メ
リ
カ
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
ｌ
文
化
人
一
般
の
科
学
的
教
養
で
あ
ｑ
常
識
と
み
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
論
一
章
社
会
学
の
課
題
と
方
法
第
二
章
祉
会
と
脳
人
第
三
章
社
会
と
環
境
第
Ⅲ
章
社
会
の
形
態
第
巡
議
祉
会
の
鑿
と
機
能
鏑
六
蕊
現
代
文
化
と
識
鑛
団
第
七
童
社
会
の
変
動
第
八
童
祉
会
綱
査
法
ｌ
で
あ
る
。
土
屋
文
吾
訳
『
社
会
の
再
組
織
に
つ
い
て
』
（
昭
和
型
・
４
）
は
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
初
期
の
論
文
（
『
実
証
政
治
学
体
系
』
全
四
巻
□
八
五
一
～
一
八
五
川
］
ち
噸
う
の
’
六
篇
附
録
一
二
篇
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
訳
脅
序
祉
会
再
組
織
に
必
要
な
る
科
学
的
工
作
業
科
学
及
び
緋
学
者
に
臘
す
永文NＹ
横山定雄署『社会学入門』。
〔専修大学附属図書館蔵〕
て
￣.oか強～ムォびうみづ」L｣釦、－－-．
コン’ト藩
士屋文否認
創元ｎｔ
コント箸「社会の再構成について』。
〔早稲田大学｢|可央図書館蔵〕
１２８（７）
Ill
文
館
店
ＤＳｄ
Ｓ
や▼ iｉｔ
倉
學
瀞
''１
専修大祭教授横山定雄箸
ｌ
で
あ
る
．
ある。 岩崎卯一の『社会学の科学的性格』（昭和別・５）は、昭和十年ごろに執筆し、しまいこんでいた論文三篇を中心に編んだものである。内容の
概
略
は
ｌ
第
一
部
自
然
科
学
と
し
て
の
祉
会
学
第
二
部
祉
会
科
学
と
し
て
の
社
会
学
祉
会
学
万
法
諭
に
於
け
る
二
傾
向
蝋
諭
社
会
学
の
体
系
的
倫
縫
１
１
で
国
学
院
大
学
教
授
・
武
藤
光
郎
（
一
九
一
三
～
？
）
の
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
人
間
像
』
（
昭
和
汎
・
５
）
は
、
一
昨
年
末
に
刊
行
し
た
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
「
（
そ
の
生
涯
と
思
想
）
』
（
夏
日
萱
腸
）
を
加
鑿
修
正
し
、
書
名
を
改
め
た
も
の
と
い
う
・
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
序
章
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
輸
神
の
黄
昏
第
一
厳
マ
ッ
ク
ス
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
生
涯
第
二
章
社
会
科
学
者
と
し
て
の
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
第
三
章
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
歴
史
観
結
語
現
代
へ
の
示
唆
細
野
武
男
の
「
社
会
学
』
（
昭
変
え
て
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
太
平
洋
問
題
調
査
会
編
「
日
本
社
会
の
基
本
問
題
』
せ
た
論
文
五
編
を
も
っ
て
編
ん
だ
書
物
で
あ
る
。
内
容
の
柳
のことである。
の
研
究
第
二
編
個
人
主
義
的
社
会
の
研
究
ｌ
で
あ
る
．
著者のいう〃集団主義的社会〃とは、〃社会〃が傭
今日の日本の文化問題・………：。……・……・宮本百合子
ｎ本人氏の歴史……………・………・・………羽に五郎
戦
後
に
お
け
る
日
本
財
政
金
融
の
民
主
化
…
…
…
大
内
兵
衛
近
代
Ⅲ
本
に
お
け
る
宗
教
と
民
主
主
義
…
…
…
…
矢
内
原
忠
雄
日
本
の
家
族
制
度
ｌ
日
本
の
女
性
か
ら
見
た
…
…
羽
仁
説
子
（
脇
和
馴
・
↓
〉
は
、
同
年
三
月
に
刊
行
し
た
川
警
『
社
会
学
の
反
省
ｌ
第
三
の
社
会
理
論
祉
臺
（
法
律
文
化
祉
刊
）
の
タ
イ
ト
ル
を
内
容
の
概
略
は
Ｉ
が
優
位
を
し
め
て
い
る
社
会
の
意
で
あ
り
、
ま
た
〃
個
人
主
義
的
社
会
〃
と
は
、
〃
個
人
〃
が
優
位
を
し
め
る
社
会
（
昭
和
別
・
４
）
は
、
戦
後
の
日
本
社
会
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
各
識
者
が
寄
(8)１２７
社会学伝来考
杙
会
蓑
現
実
社
会
の
正
確
蓋
論
獲
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
学
は
終
戦
と
と
も
に
脚
踵
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
．
内
需
の
概
略
は
ｌ
緒
論
現
代
社
会
学
の
動
向
第
一
章
社
会
学
に
於
け
る
主
要
問
題
第
二
章
人
間
社
会
の
諸
問
題
以
下
省
略
－
１
で
あ
る
。
福武直の小著『社会科学と価値判断』（昭和型・６）は、春秋社の「マックス・ウェーバー研究叢書』の第三巻として、ウェーバーの「価値判
断排除」論を解説したものという（「はしがき」）。〃価値判断排除〃ということばは、ドイツ語の弓⑲こぎ葛農を訳したものであるが、わが国では
－１没価値性」とか「価値自由性」「価値からの自由」「価値判断排撃」などの訳語によって知られていた。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
学
問
の
底
流
に
は
、
鋭
い
科
学
論
が
流
れ
て
お
り
、
と
く
に
〃
価
値
判
断
排
除
〃
の
要
求
が
そ
の
底
流
を
彩
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
こ
の
〃
価
値
判
断
排
除
は
、
僻
学
齋
の
工
体
的
態
度
に
閥
す
る
絶
対
的
要
請
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ね
ば
癒
ら
ぬ
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
１
－
序
説
、
「
Ⅷ
値
判
断
排
除
」
論
の
解
ｌ
で
あ
る
。
前
島
省
三
の
「
日
本
古
代
社
会
』
（
昭
和
別
。
５
）
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
閑
却
さ
れ
て
い
る
農
村
共
同
体
の
歴
史
的
構
成
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
古
代
社
会
の
奴
隷
制
的
社
会
構
成
の
特
質
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
日
本
の
古
代
社
会
の
研
究
に
お
い
て
、
近
来
の
中
心
的
課
題
は
、
古
典
的
奴
隷
制
の
ア
ジ
ア
的
変
態
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
律
令
国
家
の
専
制
政
治
や
班
田
制
下
の
〃
公
民
〃
の
階
級
的
地
位
・
性
格
と
関
連
し
て
い
る
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
序
説
第
一
輪
大
化
前
代
の
部
侭
型
奴
隷
社
会
第
二
篇
大
化
改
新
陵
の
律
令
的
奴
隷
礼
会
総
括
ｌ
で
あ
る
．
戦後の日本大学社会学科（のち社会学部に昇格）の発展に大いに尽した馬場明男教授二九○五～一九九六）の小著『社会学講義』（醜叩×瞬
皿
全
六
十
九
頁
、
昭
和
型
・
５
）
は
、
い
ま
や
珍
本
の
部
類
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
そ
れ
を
国
立
国
会
図
書
館
で
手
に
と
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
書
は
初
学
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
当
初
の
案
で
は
、
ま
ず
人
間
社
会
の
歴
史
的
発
達
を
概
観
し
、
つ
い
で
現
代
社
会
学
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
市
民
社
会
を
展
開
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
が
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
、
腹
案
と
は
ち
が
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
、
学
制
の
改
変
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
ゆ
え
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
い
に
破
れ
た
日
本
国
民
は
、
そ
れ
ま
で
の
軍
国
主
義
的
な
社
会
環
境
の
な
か
で
育
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
根
本
的
に
変
わ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
社
会
学
が
、
新
し
い
学
制
の
中
で
占
め
る
役
割
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
に
社
会
学
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
七
十
年
以
上
に
わ
た
る
長
い
時
代
が
経
っ
て
い
る
と
い
う
。
明
治
期
は
と
も
か
く
、
大
正
末
期
か
ら
終
戦
時
ま
で
は
、
主
と
し
て
”
ド
イ
ツ
社
会
学
〃
の
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
観
念
的
、
思
弁
的
な
点
が
月
に
つ
い
た
。
現
実
科
学
で
あ
っ
た
経
済
学
は
、
ひ
じ
よ
う
な
魅
力
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
一
方
で
へ
社
会
学
は
講
壇
的
学
問
に
偏
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
126（９）
く
ま
そ
古
代
九
州
に
お
け
る
〃
熊
襲
族
（
九
州
十
部
落
分
布
の
統
計
的
（
確
率
的
）
研
究
の
坐
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。
よ》っなものであった。
つ
い
で
熊
襲
族
を
科
学
的
に
追
跡
し
た
結
果
ｌ
ｌ
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
系
部
族
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
か
く
し
て
考
古
学
お
よ
び
古
部
落
分
布
の
研
究
な
ら
び
に
大
陸
史
学
く
ま
の
文
献
な
ど
の
援
用
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
系
球
磨
族
の
分
布
領
域
を
決
定
し
、
つ
い
で
南
方
系
隼
人
族
の
分
布
を
南
九
州
に
決
定
し
た
。
考
古
学
的
デ
ー
タ
と
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
判
っ
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
諸
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
説
は
、
ど
れ
も
確
実
な
科
学
的
根
拠
を
提
出
す
る
も
の
で
な
い
と
い
う
。
天
皇
族
の
起
原
問
題
に
関
し
て
著
者
が
採
っ
た
科
学
的
力
法
は
、
左
記
の
雷
讓
ニ
ィ
ン
ド
シ
ナ
カ
面
よ
り
の
渡
来
説
…
…
一
部
の
三
九
州
発
生
説
…
…
：
．
…
・
…
…
…
…
：
…
太
川
亮
四
Ⅲ
和
方
面
発
生
説
…
…
…
…
…
…
…
…
沖
川
左
右
吉
（
九
州
南
半
ｌ
日
向
・
大
隅
・
露
地
方
〔
寓
崎
児
鹿
児
島
県
〕
に
あ
た
る
ｌ
に
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
種
族
）
の
水
蔓
古
く
ま
そ
は
や
と
研
究
の
成
果
と
考
古
学
的
デ
ー
タ
と
の
比
較
対
照
に
よ
っ
て
分
析
し
た
結
果
１
１
熊
襲
族
と
い
う
の
は
、
球
麿
族
と
襲
の
隼
人
族
の
一
一
つ
◆
■
■
廿
一
Ｃ
『
■部
の
考
古
学
者 村山節著「天皇族の起源一日本民族の篇llUL記｣。
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説
Ⅲ
「
社
会
科
学
」
と
「
価
塙
断
」
Ｉ
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
論
述
Ⅳ
「
Ⅷ
値
判
断
排
除
」
の
諸
問
題
Ｖ
結
語
－
－
で
あ
る
。
村
山
節
の
『
天
皇
制
の
起
源
ｌ
日
本
民
族
の
創
生
川
』
（
峨
和
“
・
’
）
は
；
犬
皇
族
の
起
原
問
題
〃
を
科
学
的
に
研
究
し
た
も
の
と
い
う
。
著
者
は
、
天
皇
族
の
起
原
に
つ
い
て
基
礎
的
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
も
と
も
と
天
皇
族
は
、
日
本
ま
た
は
海
外
の
ど
こ
に
起
原
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
説
は
な
く
、
歴
史
上
の
難
問
で
も
あ
っ
た
が
、
著
者
は
い
く
か
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
大
陸
よ
り
朝
鮮
を
へ
て
の
渡
来
説
…
…
白
柳
秀
湖
(10）１２５
社会学伝釆考
瞥
蒋
に
よ
る
と
、
史
学
に
つ
い
て
物
を
か
く
ば
あ
い
書
き
手
自
身
が
認
識
し
、
反
櫛
駒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点
は
、
ｌ
い
か
な
る
立
場
か
ら
、
い
か
癒
る
方
法
を
も
っ
て
、
い
か
な
る
こ
と
を
、
い
か
に
表
現
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識
が
な
い
と
、
ど
ん
な
大
部
な
歴
史
書
も
、
後
世
の
具
眼
の
士
か
ら
、
む
だ
な
骨
折
と
み
ら
れ
る
ば
あ
い
が
少
く
な
い
と
い
う
。
か
ん
ぱ
樺
俊
雄
の
『
歴
史
社
△
湾
学
の
構
想
』
（
昭
和
型
・
６
）
は
、
歴
史
社
会
学
に
つ
い
て
著
者
が
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
諸
論
文
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
部
は
か
な
り
加
筆
訂
正
し
た
と
い
う
。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
が
本
来
研
究
の
対
象
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
歴
史
的
社
会
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
社
会
を
取
り
あ
つ
か
う
研
究
が
、
歴
史
社
会
学
な
の
で
あ
る
。
が
、
現
在
、
こ
の
歴
史
社
会
学
な
る
も
の
は
、
社
会
学
の
研
究
に
お
い
て
、
本
来
あ
る
べ
き
地
位
に
お
か
れ
て
い
な
い
天
皇
族
は
、
古
代
の
北
日
向
を
さ
ま
よ
っ
た
一
群
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
。
天
皇
族
は
混
血
で
あ
っ
て
、
日
本
の
国
土
に
お
い
て
生
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
混
成
の
中
心
を
な
し
た
も
の
は
、
北
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
分
子
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
族
は
、
〃
天
孫
民
族
〃
で
は
な
か
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
鏑
一
議
雁
史
腫
び
社
会
職
序
の
蛎
質
に
閥
す
る
分
析
節
二
竃
原
始
林
の
小
の
Ⅲ
水
枕
会
第
三
簾
博
多
を
中
心
と
す
る
九
州
Ａ
区
に
は
、
古
代
シ
ベ
リ
ア
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
系
の
ク
マ
族
が
佐
ん
で
い
た
第
四
章
天
皇
氏
族
の
属
す
る
日
向
族
は
、
新
石
器
時
代
に
九
州
Ｂ
区
に
存
在
し
て
い
た
第
五
章
九
という。
州
Ｃ
Ⅸ
に
は
南
方
系
の
ハ
ヤ
ト
族
が
存
在
し
て
い
た
ｌ
で
あ
る
．
け
つ
き
よ
く
篝
謝
が
得
た
結
論
と
は
Ｉ
う
す
き
一
天
皇
族
の
最
初
の
分
布
地
域
は
、
古
代
の
北
、
口
向
（
西
臼
杵
の
高
千
穂
よ
り
五
個
瀬
川
沿
岸
を
へ
て
川
口
向
の
平
野
に
い
た
る
地
域
）
に
ち
が
い
な
い
と
分
析
し
た
。
ま
た
長
崎
や
天
草
方
面
に
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
系
の
漁
人
部
族
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
北
日
向
の
発
掘
の
結
果
を
文
化
史
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
天
皇
族
の
“
祖
形
“
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
三
天
皇
族
は
神
武
以
前
に
お
い
て
、
す
で
に
〃
混
血
“
し
て
お
り
、
北
ア
ジ
ア
的
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
的
要
素
を
中
心
に
、
原
住
民
・
イ
ン
ド
シ
ナ
族
・
南
方
系
民
族
の
混
血
に
ち
二
北
日
向
の
発
掘
の
結
面
三
天
皇
族
は
神
武
以
前
』
が
い
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
。
三
天
皇
系
族
は
、
北
ア
ジ
ア
系
、
ていたに違いないことを知った。
北
ア
ジ
ア
系
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
償
側
す
る
繭
長
ｌ
シ
ャ
‐
マ
ン
階
級
で
あ
り
、
冊
に
よ
っ
て
、
神
武
以
伽
に
す
で
に
諭
烈
な
奴
隷
綴
満
を
お
こ
な
っ
124（11）
当」れは集団のなかにおける個人の生活、他人から影響をうけたり、みずからも他人に影響をあたえる個人の生活を説明するのに、心理学的概念
を採用するものだという。研究には二つの方法があるという。一つは指導概念を集団行動に求めようとする態度。もう一つは、研究の根拠を個人
社会心理学とはなにか。
者は本書の執筆にさいして、公上
内
容
の
概
略
は
１
１
序
例
言
綾
家
政
鱸
へ
の
反
対
通
勤
ｌ
で
あ
る
．
米林富男訳『社会心理学』（昭和型・７）は、キンポール・ヤング（一八九○～一九六○、アメリカの社会心理学者）の論文の。§肩ごｇ昌廻・
巳
思
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
さ
き
に
『
社
会
心
理
学
入
門
』
（
日
光
書
院
・
昭
和
Ⅳ
・
４
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
回
は
そ
の
再
刊
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
一
社
会
科
学
の
意
義
二
存
在
の
反
映
と
し
て
の
科
学
三
形
相
的
本
質
と
本
質
存
在
と
の
異
別
並
び
に
現
実
認
識
の
方
法
四
唯
物
史
観
の
理
想
型
的
構
造
五
現
実
科
学
的
力
法
と
論
理
科
学
的
方
法
六
実
践
の
学
と
し
て
の
社
会
科
学
以
下
省
略
１
１
で
あ
る
。
加
田
哲
二
の
「
日
本
近
代
社
会
成
立
史
』
（
昭
和
別
・
７
）
は
、
文
字
ど
お
り
、
近
代
の
日
本
社
会
の
成
立
の
様
相
の
変
遷
を
、
歴
史
的
に
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者は本書の執筆にさいして、公式論的な態度、偏向的態度をとらず、あくまで事実にもとずいて、客観的に近代日本社会の発展を描こうとした。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
例
一
一
一
一
口
第
一
篇
徳
川
封
建
的
基
本
社
会
と
そ
の
動
描
第
二
篇
維
新
革
命
第
三
篇
維
新
政
府
の
政
策
と
そ
の
本
質
第
四
篇
新
国
加田哲二箸『近代日本社会成立史』。
内
容
の
概
略
は
’
一
朧
史
社
会
学
の
構
想
二
社
会
法
則
三
伝
統
川
民
族
共
同
体
五
へ
１
ゲ
ル
と
市
民
社
会
六
輿
論
七
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
ｌ
で
あ
る
．
小
松
堅
太
郎
の
「
社
会
科
学
概
論
』
（
昭
和
別
・
６
）
は
、
社
会
科
学
（
社
会
を
研
究
す
る
科
学
の
総
称
）
の
意
義
や
目
的
や
理
論
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
科
学
の
意
義
を
決
定
す
る
標
準
は
、
一
つ
は
社
会
的
な
文
化
現
象
（
法
律
、
政
治
、
経
済
、
宗
教
、
教
育
な
ど
）
を
対
象
と
す
る
も
の
の
上
に
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
社
会
科
学
は
単
に
現
象
の
説
明
を
目
的
と
せ
ず
、
社
会
主
義
的
社
会
理
念
の
実
現
（
社
会
環
境
の
変
更
を
目
的
と
す
る
実
践
哲
学
）
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
た
ぷ
ん
に
マ
ル
ク
ス
学
的
で
あ
る
。
科
学
三
形
相
的
本
質
と
本
質
存
在
と
の
異
別
並
び
に
現
実
認
識
の
方
法
四
雌
(12）１２３
社会学伝来考
川
中
蕊
之
の
霞
・
暴
力
血
織
ｌ
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
レ
ー
ニ
ン
主
讓
治
理
論
の
研
究
」
（
鵬
筆
７
）
は
、
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
鬮
家
観
を
中
心
と
し
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
政
治
理
論
の
す
べ
て
を
批
判
的
に
考
察
し
た
も
の
と
い
う
。
著
者
は
共
産
主
義
の
本
質
を
究
明
す
る
と
と
も
に
、
現
代
世
界
が
不
可
避
的
に
選
択
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
講
剛
題
ｌ
階
級
か
国
民
（
雌
族
）
か
、
蕊
力
か
平
和
か
、
饗
か
デ
モ
ク
ラ
ン
ト
か
、
を
検
討
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
と
い
う
．
経
験
に
よ
っ
て
社
会
現
象
を
研
究
し
、
真
偽
の
標
準
を
経
験
の
証
明
に
お
か
ん
Ⅲ
非
論
理
的
行
動
第
三
章
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
経
験
的
理
性
第
四
章
人
間
一
デ
オ
ロ
ギ
ー
及
び
秋
会
講
災
間
の
悶
係
節
七
篇
社
会
均
衡
論
ｌ
で
あ
る
．
の
う
え
に
置
く
も
の
で
、
個
人
が
い
か
に
し
て
他
人
の
存
否
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
ま
た
他
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
蕊
は
ｌ
は
し
が
蕾
第
一
童
序
説
鋼
二
蕊
社
会
心
理
学
発
展
上
の
主
蕊
問
題
第
三
蕊
慧
攻
び
仮
説
ｌ
で
あ
る
．
井
森
陸
平
の
「
パ
レ
ー
ト
｜
般
社
会
学
論
考
』
（
昭
和
別
・
７
）
は
、
著
者
が
昭
和
七
年
（
’
九
三
二
）
の
夏
に
入
手
し
た
伊
仏
両
語
版
の
バ
レ
ー
ト
の
『
一
般
社
会
学
論考』のうち、フランス語版『冒蔑烏堕。§（（圏侭腎、ご｛⑮．ご」『を通読したとき、ノートに取った要点をまとめて一書としたものである。二千頁に
ち
か
い
大
著
の
概
要
を
こ
の
よ
う
な
小
著
に
ま
と
め
た
結
果
、
叙
述
が
簡
略
す
ぎ
て
意
味
不
明
の
箇
所
も
少
く
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
パ
レ
ー
ト
の
研
究
方
法
は
、
形
而
上
学
的
超
験
的
思
弁
を
排
し
て
、
経
験
と
観
察
を
重
視
す
る
経
験
主
義
を
採
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
経
験
に
よ
っ
て
社
会
現
象
を
研
究
し
、
真
偽
の
標
準
を
経
験
の
証
明
に
お
か
ん
と
し
た
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
緒
言
第
一
章
社
会
学
の
方
法
と
問
題
第
二
章
非
論
理
的
行
動
第
三
章
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
経
験
的
理
性
第
四
章
人
間
本
性
論
第
五
章
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
社
会
的
作
用
及
び
効
用
第
六
章
人
間
本
性
、
イ
、
井森陸平箸『パレートー般社会学論考｣。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
内
容
の
概
略
は
１
１
序
第
一
章
マ
ル
ク
ス
主
義
の
国
家
観
第
二
章
と
第
三
章
階級か幽殴（鴎族）か山、第川鴬繋力か平柳かｌである。
広
島
大
学
教
授
・
中
野
清
一
の
『
社
会
学
要
請
』
（
昭
和
泌
・
８
）
は
、
社
会
学
を
は
じ
め
て
学
ぶ
人
び
と
の
た
め
に
著
わ
し
た
入
門
書
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
ひ
と
し
く
入
門
書
と
い
っ
て
も
、
二
つ
の
型
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
一
つ
は
、
学
説
の
紹
介
に
重
点
を
お
い
た
も
の
。
社
会
学
の
発
展
の
跡
を
の
べ
、
現
在
に
お
け
る
諸
分
派
の
展
望
を
あ
た
え
る
こ
と
で
、
初
学
者
を
社
会
学
に
導
び
こ
う
と
す
る
も
の
。
ド
イ
ツ
系
の
社
会
学
者
の
手
に
な
っ
た
入
門
書
に
、
こ
う
い
っ
た
も
の
が
比
較
的
多
い
と
い
う
。
い
ま
一
つ
は
、
著
者
自
身
の
見
解
を
積
極
的
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
こ
の
二
つ
12203）
同
書
は
、
か
っ
て
発
表
し
た
論
文
に
手
を
く
わ
え
一
Ⅱ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
理
解
社
会
学
」
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
生
前
さ
い
ご
の
論
文
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
‐
理
解
と
蝋
恕
型
Ⅱ
祉
会
的
行
為
Ⅷ
礼
金
関
係
Ⅳ
擬
ｌ
で
あ
る
．
東京社会科学研究所編「文化の社会学」（昭和型・９）は、七名の研究者の論文を編んだものである。すなわち－ｌＬ
族
の
研
究
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
が
、
同
人
が
著
わ
し
た
『
皿
解
社
会
学
」
〈
昭
和別・９）は、マックス・ウェーバーの〃理解社会学〃について論じた小著である。〃理解社会学“は別名〃了解社会学〃〃会得社会学〃ともいう。
そ
れ
は
社
会
を
精
神
的
な
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
意
味
を
把
握
す
る
と
き
自
然
科
学
的
な
外
面
的
観
察
で
は
な
く
、
内
面
的
な
理
解
の
方
法
を
も
っ
て
す
る
社
会
学
の
ひ
と
（２）
つの傾向を意味する。
歴史社会学………………中央大学
教
授
早
稲
川
大
学
イデオロギー……・……・・助救授
来
京
工
大
技術…・・………・・……・・…撤授九州
大
学
宗教・・…・・…・………・……教授
樺
俊
雄
佐
藤
慶
二
加茂儀一
古
野
清
人
早
稲
田
大
学
社会人類学・……・・・・……・
孜
授
経済：…………・…………東京商大
教
授
早
稲
川
大
学
法律………・…・…・………
教
授
RIM:寶科學研究M編鱒鑑麹
東京社会科学研究所編『文化の社会学』。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
前
編
（
辨
繼
瓢
門
〉
序
説
雛
一
章
、
我
と
間
柄
第
二
章
間
柄
と
表
現
活
動
後
編
（
展
開
部
門
）
序
説
第
一
章
社
会
集
団
の
諸
類
型
第
二
章
全
体
社
会
の
様
相
第
三
章
社
会
慣
淵
刷
厚
組
織
と
桃
会
意
識
・
世
論
ｌ
で
あ
る
．
ゆ
す
る
東
京
文
理
科
大
学
教
授
・
岡
田
謙
は
ム
ロ
湾
帝
大
時
代
、
未
開
社
△
蚕
に
お
け
る
家
た
よ
う
で
あ
る
。
の
う
ち
ど
れ
が
好
ま
し
い
か
は
一
概
に
断
言
で
き
な
い
と
い
う
。
著
者
の
考
え
で
は
、
学
説
史
的
な
入
門
書
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
〃
社
会
学
的
な
も
の
の
考
え
方
“
を
初
学
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
筆
を
進
め
鈴
木
二
郎
高島善哉
戒
能
通
孝
(14）１２１
社会学伝来考
得
の
問
題
だ
、
と
。
立教大学教授・細入藤太郎の『近代米国の社会思想史』（昭和型。、）は、アメリカの社会思想がどのように生長し、いまのような形になった
か
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
重
点
的
に
取
り
扱
っ
た
時
代
は
、
近
代
機
械
産
業
が
興
っ
た
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
、
世
界
政
治
の
変
動
期
で
あ
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
直
前
ま
で
と
い
う
。
ま
た
本
書
に
お
け
る
主
題
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
に
関
す
る
叙
述
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
篇
序
説
朧
史
と
文
化
の
背
蕊
第
二
繍
危
機
に
於
け
る
曇
鋪
三
篇
富
の
福
脅
か
ら
斬
合
聖
溌
へ
第
四
蔚
腿
主
主
義
の
科
そ
う
こ
く
学
第
五
篇
進
歩
主
義
の
哲
学
第
六
繍
柑
趣
す
る
社
会
僑
念
と
ナ
シ
贄
ナ
リ
ズ
ム
ー
で
あ
る
．
す
な
お
徳
、
氷
直
（
一
八
九
九
～
一
九
五
八
、
昭
和
期
の
小
説
家
）
は
、
熊
本
の
ひ
と
で
あ
る
。
小
学
校
を
中
退
後
、
印
刷
工
と
し
て
働
く
か
た
わ
ら
小
説
を
学
ん
だ
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
熊
本
印
刷
労
働
組
合
の
創
設
に
尽
力
し
、
同
十
二
年
（
一
九
二
三
）
上
京
後
、
出
版
従
業
員
組
合
の
創
立
に
参
加
し
た
。
か
れ
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
も
のは『太陽のない街」（昭和４）であった。この年かれは日本プロレタリア作家同盟に加入した。
同
人
の
『
人
生
に
つ
い
て
』
（
昭
和
型
・
皿
）
は
、
人
生
論
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
著
者
の
そ
れ
ま
で
の
つ
ら
い
暮
ら
し
の
中
か
ら
に
じ
み
出
た
人
生
に
関
す
る
省
察
が
語
ら
れ
て
い
る
，
い
わ
ば
蒋
脅
の
人
生
論
ノ
ー
ト
が
本
書
で
あ
る
．
輪
溝
は
い
う
．
ｌ
人
生
は
学
校
で
ま
な
ぶ
わ
け
に
ゆ
か
な
い
よ
う
に
．
芸
術
修
業
と
お
な
じ
よ
う
に
会
内
襟
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
葱
人
生
に
は
専
門
家
が
な
い
‐
徳
永
直
iliil
灘
徳永直著『人生について』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵。
腿
の
人
生
行
路
Ⅱ
恋
愛
と
夫
婦
化
派
に
つ
い
て
Ⅲ
戦
争
と
縦
命
の
剛
麹
ｌ
で
あ
る
．
こ
の
春
、
著
者
は
丸
の
内
の
大
き
な
官
庁
の
職
員
組
合
で
文
学
に
つ
い
て
話
を
し
た
と
き
、
お
わ
っ
て
若
い
娘
さ
ん
か
ら
質
問
を
う
け
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
「
人
間
は
な
ん
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
が
、
こ
う
い
う
問
に
た
い
す
る
返
事
は
、
な
か
な
か
し
に
く
い
も
の
ら
し
い
．
そ
の
と
き
講
演
者
は
、
’
ひ
と
は
じ
ぷ
ん
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
と
き
は
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
な
い
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
質
問
を
な
さ
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
哀
し
い
こ
と
で
す、と答えた。
質
問
者
の
ば
あ
い
、
こ
の
世
の
中
が
ひ
じ
ょ
う
に
不
自
由
で
、
不
満
で
、
じ
ぷ
ん
の
希
望
や
要
求
が
す
べ
て
押
え
つ
け
ら
れ
、
み
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
回
答
者
に
お
も
え
た
。
著
者
に
よ
る
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内
辮
の
概
略
は
ｌ
‐
序
章
第
一
鑿
個
人
意
志
論
第
二
章
社
会
愈
志
論
ｌ
で
あ
る
．
柴
田
、
脇
、
安
藤
共
訳
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス
」
（
昭
和
灘
。
Ⅱ
）
は
、
カ
ル
ル
・
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
（
一
八
九
七
～
一
九
七
三
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
の
ご
冒
弓
８
９
慧員【ミニ冒員・野の戴く蔵「の。鳥一三一⑪⑪の。⑪目島巨且の。凶巨己・言家臣・の。巳圏を反訳したものである。レーヴィットはマールブルク大学講師であっ
たが、ユダヤ人の血一を引いている理由でナチスに追われて来日し、昭和十一年（一九三六）から同十六年（一九四一）まで東北帝大で教鞭をとり、
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
、
戦
後
故
国
に
も
ど
り
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
教
授
に
な
っ
た
。
訳者後記によると、本書を理解するにはウェ１バーとマルクスに関する予備知識が必要だという。したがって本書は入門書としては、いささか
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
説
社
会
科
学
の
方
法
」
京
大
人
文
科
学
研
究
所
教
授
・
重
松
俊
明
の
『
社
会
し
た
書
物
を
、
「
社
会
学
入
門
』
と
し
て
書
名
を
変
え
、
会
学
体
系
を
組
み
た
て
て
出
来
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
章
第
一
章
個
人
意
志
論
そ
の
も
の
の
中
か
ら
、
矛
盾
の
解
明
を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
か
つ
生
長
す
る
も
の
と
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
説
社
会
科
学
の
方
法
に
つ
い
て
前
篇
叫
論
と
実
践
後
編
唯
物
史
観
補
論
理
論
と
観
想
１
１
で
あ
る
。
京
大
人
文
科
；
究
所
教
授
・
顛
松
俊
肌
の
『
社
章
入
門
』
（
昭
型
・
皿
）
は
九
年
術
ｌ
昭
和
↑
葦
（
’
九
川
○
）
に
『
社
会
の
基
本
鑿
』
と
し
て
刊
行
た
書
物
を
、
「
社
会
学
入
門
』
と
し
て
書
名
を
変
え
、
内
容
に
も
手
を
加
え
て
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
テ
ン
ニ
ー
ス
に
傾
倒
す
る
著
者
は
、
そ
の
思
想
を
活
用
し
、
社
重松敏lﾘl署『社会学入liI1』。〔法政大学附属図書館蔵〕
と
、
人
生
は
ひ
じ
ょ
う
に
厳
し
ゅ
く
な
も
の
だ
と
い
う
。
人
生
に
は
方
法
と
か
手
腕
で
や
れ
る
部
分
が
な
い
と
い
う
。
人
は
そ
の
ひ
と
が
も
っ
て
い
る
先
天
的
な
も
の
、
ひ
じ
ょ
う
に
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
ば
あ
い
が
多
い
の
で
あ
る
。
ひ
と
は
偶
然
的
な
も
の
、
必
然
的
な
も
の
の
作
用
を
う
け
て
生
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
関
西
学
院
大
学
教
授
・
池
内
信
行
の
小
著
『
社
会
科
学
方
法
論
」
（
昭
和
別
。
、
）
は
、
数
年
に
わ
た
る
著
者
の
講
義
ノ
ー
ト
を
も
と
に
編
ん
だ
書
物
の
よ
う
だ
。
本
書
は
小
作
品
の
単
な
る
よ
せ
集
め
で
は
な
く
、
一
貫
し
た
思
考
に
支
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
科
学
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
見
解
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。
社
会
科
学
と
い
う
も
の
は
、
認
識
そ
の
も
の
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
生
活
実
践
(16）１１９
社会学伝来考
ｌ
で
あ
る
．
界い力
の内たにﾏ
解容・おル
釈のしいク
慨ヴてス
筋Ⅱ（イ説兆
二’よツく義
愉｜Ｍ１；
人緒こしエ
''１１論のて｜
の名ぃバ
ヨ｜Ｍ１甥る｜|÷ＩｌＩＩｊはと社己の、い会
Ｗ腿マう準一超ツタＩｊＬ
をウスエ対
二Fェと｜立
リ’１ウバＩＨＩ
とバエ｜係
す１１社にると（会あママＩ学り
ルノレのは、クク対、iilﾘスス決別者９２１１Ｍ：
３１リラガ；#＃＃ｼﾞﾄﾞ
ｨ血％墜脂
iii附騨学Jl
l雛鯏ｎｊｉｉ…とのスィヒＭすて主諸
Ｉ１ＩＩｉるあ義文
物ウるの化
史エ･ljlliの
iIM｜樹Ｉ'１
に（か１１：
対｜ら｜)&’
すのは連
るＴｌ『げに
ウｌＬした
エ、りいい
Ｉ資１１tす
（水判る
Ｉ主を把
の義うＩＡｌ
１ｌ上的けの
判｜Ⅱ：て仕
社
会
心
肌
学
（
社
会
現
象
に
つ
い
て
の
心
理
的
な
研
究
）
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
学
問
で
は
な
く
、
そ
れ
を
初
め
て
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
識
咄
か
ら
訓
毅
し
た
の
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ル
ス
ワ
ー
ス
・
ロ
ス
（
一
八
六
六
～
一
九
瓦
「
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
洲
）
で
あ
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
姉
一
歳
杜
会
心
筆
の
蛾
磯
概
念
第
二
薬
枇
会
〃
の
分
脈
蛎
三
厳
杜
会
科
学
の
術
惟
鞭
Ⅷ
承
蝋
倣
・
；
峨
示
と
聯
雄
心
迦
蝋
皿
議
洲
枇
に
純
い
て
鰯
六
噸
政
淵
へ
の
織
側
心
節
七
章
戴
朧
と
怖
怖
ｌ
で
あ
る
．
み
な
み
ひ
ろ
し
Ⅱ
水
女
子
大
学
敬
授
愉
榔
の
『
桃
会
心
班
学
ｌ
祉
会
行
動
の
雄
礎
叢
（
船
型
・
烟
）
は
、
蛎
学
の
成
立
の
峨
史
や
こ
の
鵬
い
学
側
が
取
り
あ
つ
か
う
さ
ま
ざ
ま
の
対
象
と
方
法
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
心
理
学
の
突
証
的
研
究
が
い
ち
ば
ん
進
ん
で
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
と
い
い
、
本
謝
も
ア
メ
リ
カ
的
早稲川人学教授・伊藤安二の『社会心理学』（昭和別・旧）は、学術緋誌に発表した論文やラジオによる識減の革摘などを躯にして成った習物
の
よ
う
で
あ
る
。
粁
洲
は
「
序
」
に
お
い
て
、
「
た
だ
私
の
社
会
心
皿
学
へ
の
見
解
を
多
少
ま
と
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
へ
り
く
だ
っ
て
の
べ
て
い
る
。
耕
背
の
斯
学
に
た
い
す
る
研
究
は
、
西
欧
の
専
門
書
を
よ
み
、
学
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
〃
社
会
心
皿
学
〃
の
淵
源
を
た
ど
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
思
想
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
う
。
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
（
前
八
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
背
）
は
、
〃
大
衆
の意見〃という心咄・社会的小災を肯定し、その意見が人間の考え刀を庇しく決定する刀をもったこと、その意見が学間や知識の刀によって発達
す
る
こ
と
、
ま
た
救
命
に
よ
っ
て
脂
導
せ
ら
れ
う
る
と
い
っ
た
考
え
方
を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
紀
元
前
江
世
紀
の
〃
ソ
フ
ィ
ス
ト
“
と
呼
ば
れ
た
哲
学
背
た
ち
は
、
す
高
級
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
の
社
会
科
学
界
を
一
で
あ
り
、
同
時
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
社
会
学
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
だ
と
い
う
。
でにある枕の心理や社会過侃を伽紫するところがあったという。
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
の
社
会
科
学
界
を
特
徴
づ
け
て
い
た
も
の
の
一
つ
は
、
〃
マ
ル
ク
ス
主
義
〃
に
た
い
す
る
圧
倒
的
な
関
心
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た
め
各
専
門
家
の
協
力
を
え
て
、
本
書
の
誕
生
を
え
た
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
社
会
嫌
序
説
鏑
一
部
蕊
繼
理
論
社
灸
変
動
第
菰
梛
特
殊
繍
門
第
六
部
隣
接
部
門
ｌ
で
あ
る
．
三
部
集
団
行
動
節
四
部
社
会
態
度
と
そ
の
表
蝋
ｌ
で
あ
る
．
し
お
り
戸田貞三編『社会学研究の栞』（昭和型。⑫）は、社会学の研究に分け入るひとびとのために入門書として編まれたものである。社会学とはど
のようなものか、その概略をつかみ、ついで一応修得した知識を基礎として、さらに特定の部門や問題について研究しようとするとき、好適な入
門
書
は
す
ぐ
な
い
と
い
う
。
す
ぐ
な
い
と
い
う
よ
り
皆
無
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
。
社会学の研究の対象が多岐であるばかりか、それを取りあつかう人の態度がまちまちであるため、いままでに書かれた概論風の書物は、その多
くが体系として片寄っており、しかも内容が難解なものが多いために、手引として役割を果すどころか、かえって読者を混迷におとし入れている
シ｝いう。
古島敏雄の小著『家族形態と農業の発達』（昭和型・皿）は、埼玉県の一農村の青年たちのための文化講座において語った概要をもとに編んだ
書である。本書は、農業適性規模研究の共同研究の一部門として依嘱をうけてはじめた研究が、核になっているようだ。
本書を編んだ目的は、社会学の専門領域についての輪廓を伝えるだけでなく、さらに研究を進めるうえでの指針をあたえるためであった。その
Hｈ
社
会
学
論 戸田貞三編『社会学研究の栞』。〔法政大学付属図書館蔵〕
社
会
学
方
法
論
社
会
学
史
第
二
部
社
会
集
団
第
三
部
文
化
形
態
第
四
部
社
会
こ
ん
に
ち
社
会
心
理
学
と
よ
ば
れ
る
分
野
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
も
の
な
の
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
少
く
と
も
三
つ
の
源
泉
か
ら
合
流
し
て
で
き
た
も
の
と
い
う
。
ま
ず
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
族
心
理
学
、
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
学
か
ら
〃
社
会
心
理
学
〃
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
が
そ
れ
を
受
け
つ
い
で
、
い
ま
の
社
会
心
理
学
が
体
系
と
し
て
確
立
し
た
と
の
べ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
１
－
１
序
序
論
第
一
章
社
会
心
理
学
の
成
立
第
二
章
社
会
心
理
学
の
対
象
と
力
法
第
一
部
社
会
行
動
の
基
礎
第
二
部
集
団
的
行
動
第
な
社
会
心
理
学
か
ら
多
く
の
デ
ー
タ
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
。
(18）１１７
社会学伝来孝
浴
時
代
に
於
け
る
臘
腿
の
家
族
形
態
ｌ
で
あ
る
．
綿
胤
哲
雄
の
小
著
『
蒜
き
世
代
へ
の
社
会
学
』
（
昭
和
郷
・
Ｉ
）
は
、
昭
利
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
初
秋
に
刊
行
し
た
『
青
年
公
比
読
本
社
会
筋
』
（
日
本
青
年
伽
）
の
改
訂
版
で
あ
る
。
水
轡
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
エ
ッ
セ
イ
雌
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
．
内
糯
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
「
祉
会
鮒
」
序
鰍
一
蹴
わ
が
人
生
第
二
素
さ
ま
ざ
ま
な
祉
会
鋼
玉
瀧
社
会
と
国
鎮
鍬
川
瀬
わ
れ
ら
の
一
一
剛
鱗
ｎ
噸
孵
勢
の
流
れ
あ
と
が
き
Ｉ
で
あ
る
．
同
書
は
よ
く
売
れ
た
書
物
の
よ
う
で
、
初
版
が
出
た
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
か
ら
同
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
ま
で
九
版
を
か
さ
ね
た
。
わ
れ
わ
れ
が
人
と
し
て
生
ま
れ
て
か
ら
、
実
社
会
で
活
動
す
る
ま
で
の
発
展
の
初
期
の
段
階
を
、
著
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
よ
う
ら
ん
１
人
は
桃
余
人
と
し
て
の
生
蓮
ま
ず
家
庭
で
体
験
す
る
．
家
庭
は
社
会
人
の
騰
艤
で
あ
り
、
祉
会
生
祈
の
疏
初
の
、
小
さ
な
．
大
切
な
体
験
の
世
界
で
あ
る
（
鏑
稲
作
を
中
心
と
す
る
わ
が
国
の
農
業
生
産
の
技
術
的
特
性
が
、
ど
の
よ
う
な
形
態
の
労
力
を
要
す
る
か
。
ま
た
そ
の
需
要
の
形
態
と
各
時
代
の
家
族
形
態
の
現
象
形
態
と
、
こ
の
両
者
の
合
体
と
し
て
の
生
産
様
式
の
す
が
た
を
追
求
す
る
こ
と
を
問
題
に
し
た
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
一
問
題
の
所
在
二
原
始
末
期
の
家
族
と
農
業
三
と
四
は
古
代
に
お
け
る
家
族
形
態
、
土
地
所
有
、
農
業
技
術
、
経
常
形
態
五
と
六
は
中
世
に
お
け
る
家
族
制
度
、
相
続
制
度
、
農
業
技
術
の
特
質
農
業
経
営
七
近
世
封
建
性
と
家
族
制
度
八
近
世
農
業
技
術
と
経
営
形
態
の
特
画
九
明
j6Z.
/￥ノ 灘
學ｔ正彦,
示
肱
斗其
曙と
Ａｒを
海当
山
一般jiil：倉
ｺﾞﾉﾙｺ（杜何學の雅礎理硝脚）
ェいく．:,ツル川」
９１伽田大旱Ｗ１叫工Ｉ１ＵＭｎ－･
Ｕｌ藤ｊｈＪ１ｌ粥池
勘前野街隅刊
Ｆ１藤道学講述『一般社会＊（；l:会学の』《礎l]１１論繍)』・
〔早稲'１１大学Ilj災1A(li1}館戯〕
二
章
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
第
二
節
社
会
人
の
描
簾
、
二
九
頁
）
。
早
稲
川
大
学
専
門
部
工
科
教
授
・
伊
藤
道
学
の
三
般
社
会
学
（
社
会
学
の
基
礎
理
論
篇
巨
（
昭
和
泌
・
ｌ
）
は
、
榊
義
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ものか、ガリ版刷りである。「はしがき」も「あとがき」も付
い
て
お
ら
ず
、
ふ
し
ぎ
な
諜
物
で
あ
る
内
需
の
概
略
は
ｌ
鯛
一
締
社
会
学
の
雅
礎
理
論
鏑
一
蹴
人
間
の
社
会
的
力
向
節
二
蔵
社
会
学
と
社
会
現
象
（
社
会
事
実
）
第
三
章
道
徳
科
学
と
道
徳
社
会
学
第
四
章
社
会
原
動
力
に
関
す
る
諸
学
説
第
五
章
ヘ
ー
ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
及
び
プ
ー
グ
レ
（
特
に
マ
ル
ク
ス
社
会
学
と
ブ
ー
グ
レ
社
会
学
）
雛
六
章
社
会
学
の
任
務
と
そ
の
態
度
ｌ
で
あ
る
。
116（19）
い
っ
た
い
に
こ
の
耕
洲
の
論
耕
は
、
や
さ
し
く
譜
か
れ
て
い
る
の
で
、
刀
人
に
と
っ
て
皿
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
箸
對
は
中
学
生
の
と
き
、
ス
ペ
ン
サ
ー
学
舌
の
辰
巳
小
次
郎
に
社
会
環
境
論
の
お
し
え
を
う
け
、
そ
れ
が
機
縁
と
な
り
、
の
ち
大
学
生
と
な
っ
て
か
ら
は
、
社
会
学
を
専
攻
し
た
が
、
日
本
大
学
に
お
い
て
当
代
の
一
流
の
教
つ
ｈ
や
師
１
Ｎ
谷
弘
小
林
川
職
内
救
太
、
銅
直
列
繊
杉
極
弥
三
木
満
な
ど
ｌ
の
雛
義
を
う
け
る
率
迩
に
め
ぐ
ま
れ
た
．
な
か
で
も
鏥
雌
代
と
く
に
感
銘
を
う
け
た
のは、哲学者・三木清であり、その講義は魅力に富んだものであったという。
わが国は明治維新後、資本主義経済を導入したが、封建的諸要素が残存したために、ひじょうに歪曲された市民社会ができてしまったという。
こ
の
よ
う
な
情
況
下
で
は
、
学
問
の
自
由
は
な
く
、
と
く
に
社
会
学
の
よ
う
な
科
目
は
、
片
身
が
せ
ま
か
っ
た
。
現
実
の
社
会
を
直
視
す
れ
ば
、
研
究
テ
ー
マ
に
こ
ま
る
こ
Ｈ
木
大
学
教
授
・
馬
場
明
男
の
「
社
会
学
入
門
』
（
昭
和
泌
・
２
）
は
、
さ
さ
や
か
な
〃
社
会
学
的
デ
ッ
サ
ン
〃
だ
と
い
う
。
箸
書
は
、
本
書
に
お
い
て
も
っ
と
和
漢
の
文
献
を
利
川
し
た
か
っ
た
が
、
戦
災
で
す
べ
て
の
蔵
書
を
う
し
な
っ
た
身
と
し
て
は
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
ひ
た
む
き
に
勉
強
し
て
い
る
蒜
い
学
徒
し
た
解
説
を
、
今
回
〃
解
説
の
部
分
〃
だ
け
を
き
り
は
な
‐
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
生
涯
と
文
献
１
－
－
で
あ
る
。
の
ノ
ー
ト
取
り
の
苦
労
を
お
も
い
、
川
版
を
決
意
し
た
と
い
う
。
劃
へＩ
Ｆ)」
鮴口
総
社会 ●■■■■■■》．Ｐ・１０‐‐－－
曰本
l細嶋
科学と価値判断の諸問題」（「経済学名著翻訳叢書」に収録）という名で発表
め
ぐ
だ
け
を
き
り
は
な
し
て
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
聯
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
総
る
問
題
第
二
郷
副文館
11;場Iﾘ|ﾘ)藩『社会学人１１１１』。
〔lillWilll大学,'１火lxl惑館蔵〕
人
間
と
は
な
に
か
。
人
間
の
社
会
的
性
質
と
は
な
に
か
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
問
い
に
、
ひ
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
．
１
人
剛
は
社
会
的
存
祁
で
あ
る
こ
と
．
人
附
は
独
り
で
生
活
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
な
い
。
孤
立
的
で
あ
っ
た
り
、
知
能
的
に
も
道
徳
的
に
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
発
達
し
て
い
な
い
と
、
当
然
要
求
し
う
る
物
質
的
幸
編
の
す
べ
て
を
う
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
。
「
人
間
は
無
政
府
主
義
的
な
、
そ
し
て
反
社
会
的
な
性
向
を
も
っ
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
死
ぬ
ま
で
社
会
的
法
律
に
反
抗
し
、
そ
れ
が
課
す
る
義
務
や
拘
束
か
ら
逸
脱
し
よ
う
と
す
る
。
社
会
に
〃
椛
威
〃
と
い
う
も
の
が
必
要
と
な
る
の
は
こ
の
た
め
だ
と
い
う
。
戸川武雄の小著息写し心叶の生涯と学説』（昭和泌・２）は、かって「社会
(20）115
社会学伝来考
戦
後
の
ロ
シ
ア
の
息
吹
き
に
も
接
し
た
ロ
シ
ア
通
で
あ
る
ら
し
い
。
と
は
な
か
っ
た
が
、
社
会
学
の
理
論
に
偏
し
、
月
の
ま
え
の
社
会
を
課
題
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
敗
戦
後
、
研
究
の
自
由
を
え
ら
れ
た
い
ま
は
、
な
ん
の
遠
慮
も
な
く
、
社
会
的
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
察
し
、
そ
の
本
質
を
見
破
り
、
世
間
に
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
瀞
の
概
略
は
１
節
一
章
社
会
学
の
成
立
節
二
軍
現
代
社
会
学
の
朧
史
（
フ
ラ
ン
ス
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
）
節
三
瀬
と
鋪
川
獺
人
間
社
会
の
形
成
と
雁
史
的
発
達
第
五
徽
Ⅷ
巾
と
腱
付
雛
六
磯
社
会
変
鋤
総
雛
七
厳
祉
公
轆
川
総
ｌ
で
あ
る
．
高
川
保
馬
の
『
社
会
学
大
意
』
（
昭
和
躯
・
２
）
は
、
社
会
学
の
新
し
い
輪
郭
を
初
学
者
の
た
め
に
箸
わ
し
た
諜
物
の
よ
う
で
あ
る
。
蒋
者
に
と
っ
て
社
会
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
社
会
学
は
社
会
科
学
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会
現
象
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
配
す
る
法
則
の
究
明
を
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
年
ほ
ど
ま
え
で
あ
れ
ば
、
こ
の
主
張
は
ほ
と
ん
ど
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
が
、
い
ま
こ
の
こ
と
を
改
め
て
の
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
日
本
の
学
界
に
〃
雑
多
の
流
れ
〃
が
入
り
こ
ん
で
い
る
と
い
う
。
社
会
学
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
以
来
、
あ
く
ま
で
も
〃
法
則
科
学
〃
と
し
て
生
ま
れ
成
長
し
て
き
た
の
に
、
社
会
学
を
歴
史
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
風
潮
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
歴
史
の
事
実
は
〃
例
示
〃
で
あ
っ
て
も
、
社
会
学
の
〃
内
容
“
を
な
す
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
社
会
学
が
抽
象
的
で
あ
り
、
現
実
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
あ
る
の
は
、
そ
の
本
来
の
性
格
だ
と
い
う
。
著
者
の
た
ち
ば
は
、
あ
く
ま
で
社
会
学
を
〃
分
析
科
学
〃
と
し
て
固
守
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
鋼
一
部
社
会
学
鎌
一
章
社
会
学
の
変
遷
鋪
二
章
人
間
繍
合
の
科
学
と
し
て
の
紘
会
学
節
三
蟻
社
会
科
龍
社
会
法
則
第
二
繍
祉
会
総
造
諭
第
三
部
社
会
櫛
避
の
形
成
共
蝋
解
的
縦
馴
鰯
川
梛
社
会
術
造
に
欄
す
る
緒
法
則
鏑
近
瓢
変
鋤
の
方
向
ｌ
で
あ
る
。
社
会
学
は
学
問
と
し
て
成
立
し
て
一
世
紀
以
上
に
も
な
る
の
に
、
そ
の
〃
対
象
〃
の
性
質
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
ま
た
統
一
さ
れ
た
形
、
統
一
さ
れ
た
説
に
欠
い
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
学
が
研
究
対
象
と
す
る
も
の
は
、
人
蚊
の
社
会
で
あ
り
、
研
究
も
人
頬
社
会
に
か
ぎ
ら
れ
る
と
い
う
。
０
江
山
三
千
処
の
寝
の
釜
祉
会
の
全
貌
１
，
氷
が
赫
し
も
猟
巴
国
家
に
な
っ
た
ら
』
（
昭
製
・
瓢
）
は
１
本
国
民
に
典
箙
主
繼
の
お
そ
ろ
し
さ
を
鷲
川
し
た
も
の
で
あ
る
。
韓
者
は
お
そ
ら
く
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
い
、
本
書
を
執
筆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
ロ
シ
ア
靹
命
前
後
の
〃
労
膿
ロ
シ
ア
〃
や
大
正
時
代
の
共
旅
党
黎
明
期
、
本
書
は
反
共
一
点
張
り
の
反
動
書
で
は
な
く
、
共
産
思
想
へ
の
警
告
書
と
み
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
一
九
五
○
年
代
の
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
な
い
東
洋
の
日
本
国
に
お
い
て
、
共
産
主
義
の
怪
物
が
跳
梁
し
だ
し
た
と
い
う
。
著
者
は
必
ず
し
も
共
産
主
義
を
わ
る
い
主
義
だ
と
い
っ
て
は
い
な
い
。
世
間
に
は
共
産
主
義
を
お
う
歌
す
る
も
の
、
ま
た
そ
れ
を
ひ
じ
ょ
う
に
毛
嫌
い
す
る
者
が
い
る
。
114（21）
家
に
と
っ
て
、
〃
革
命
〃
こ
そ
希
望
の
星
で
あ
り
、
生
き
が
い
で
も
あ
る
。
もしＨ本が〃赤色国家〃となったら、どんな風になるか。もし日本がボルシェヴィキ（共産党員）の支配のもとに政治や行政がおこなわれたら、
日本人の生活はどうなるのか。もし日本が将来においてアメリカの支配を脱して、独立を達成したとき、民主主義が国民から理解されず、共産主
義が〃武力鹸命“や〃無血革命“に成功したとしたら、この国はどうなるのか。本書は、共産主義諸国の人氏の生活をそのまま日本に持って来て、
あ
て
は
め
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
、
共
産
主
義
の
是
非
を
め
ぐ
り
、
そ
の
要
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
内
容
の
概
略
は
ｌ
ｎ
本
人
民
共
和
風
凡
剛
記
一
は
し
が
き
－
帆
は
先
づ
イ
ン
タ
ー
の
蝋
か
ら
一
需
知
板
と
変
っ
た
新
伽
一
Ⅲ
祝
ｕ
も
赤
色
蝿
あ
か
あ
か
一
狩
り
出
さ
れ
る
鰄
人
締
力
一
一
に
も
赤
二
に
も
赤
の
教
育
一
土
地
に
…
の
腱
鴎
は
反
動
分
子
一
稀
を
呼
ぶ
行
動
批
判
と
ス
パ
イ
綱
Ｉ
で
あ
る
．
尾
形
亀
吉
の
『
日
本
社
会
文
化
史
』
（
昭
和
妬
’
４
）
は
、
概
説
書
で
あ
る
。
表
題
に
み
ら
れ
る
〃
社
会
文
化
史
“
と
は
な
ん
の
こ
と
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
人
間
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
一
般
を
〃
文
化
〃
と
解
す
と
、
社
会
も
ま
た
一
つ
の
文
化
現
象
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
特
定
の
社
会
は
、
特
定
の
文
化
的
表
現
を
と
る
と
い
う
。
こ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
社
会
文
化
史
で
あ
る
ら
し
い
。
換
言
す
れ
ば
、
各
種
の
社
会
事
象
が
ど
の
よ
う
に
自
己
を
表
現
し
た
か
、
そ
の
時
間
的
経
過
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
の
が
社
会
文
化
史
の
意
の
よ
う
だ
。
内
容
の
概
略
は
‐
－
１
序
説
第
一
章
日
本
社
会
の
川
発
第
二
章
氏
姓
時
代
の
社
会
第
一
一
一
章
令
制
時
代
の
社
会
文
化
第
四
章
と
第
五
章
前
期
お
よ
び
後
期
の
封
建
社
会
第
六
章
近
代
社
会
の
成
京
む
す
び
ｌ
で
あ
る
．
鈴
木
安
蔵
そ
の
他
の
「
革
命
』
（
昭
和
躯
・
４
）
は
、
四
人
の
執
筆
者
が
書
い
た
論
文
を
ま
と
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
、
鈴
木
の
名
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
革
命
論
で
あ
る
。
〃
革
命
〃
と
は
な
に
か
。
革
命
と
は
被
支
配
階
級
が
支
配
階
級
を
倒
し
て
、
国
や
社
会
の
組
織
を
変
え
る
こ
と
の
意
で
あ
る
。
が
、
革
命
と
は
現
代
に
お
い
て
全
人
類
が
絶
対
不
可
避
的
に
当
面
し
て
い
る
歴
史
的
課
題
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
た
ゆ
き
づ
ま
っ
た
社
会
の
矛
盾
が
、
民
衆
に
よ
っ
て
爆
発
さ
せ
ら
れ
る
変
革
で
も
あ
る
。
革
命
施
し
よ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。
共
産
主
義
国
の
手
段
と
方
法
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
帝
国
主
義
と
な
ん
ら
変
ら
ず
、
全
体
主
義
国
家
の
道
を
行
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
して共産主義にはむだがないにしても、多くの無理があるという。それは社会の生態を一定の型にはめ込み、マルキシズムの〃人間機械化〃を実
が
、
ど
ち
ら
に
属
す
る
ひ
と
に
せ
よ
、
ソ
連
の
国
家
形
態
、
国
民
の
く
ら
し
ぶ
り
に
な
る
と
、
う
わ
く
の
共
産
主
義
理
論
を
知
っ
て
い
て
も
、
内
情
な
り
実
情
を
知
ら
な
い
のである。
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社会学伝来考
内
糯
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
誉
鯛
一
瓢
雌
命
の
一
般
的
琴
鱗
鱗
一
蹴
雌
命
の
本
駈
鮒
二
噸
峨
術
の
噸
川
ｌ
戦
術
は
避
け
う
る
か
箙
三
噸
日
水
の
脚
家
権
力
の
実
態
第
四
章
赦
命
の
形
態
・
型
第
二
部
革
命
の
史
的
考
察
－
１
で
あ
る
。
革命は、ひと口で一一一一口いつくせるものでないらしい。その概念や定義については、いろいろいわれている。エンゲルス風にいえば、革命は一定の
階
級
支
配
を
お
し
の
け
、
他
の
陪
級
支
配
が
こ
れ
に
取
っ
て
代
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
レ
ー
ニ
ン
風
に
い
え
ば
、
国
家
権
力
が
、
あ
る
階
級
の
手
か
ら
他
の
階
級
の
手
に
う
階
級
支
配
を
お
し
の
け
、
他
の
陪
級
支
配
が
こ
れ
に
取
っ
て
処
つることであり、革命の本義や目的もこの点にある。
た
け
し
東
北
大
学
教
授
・
豊
田
武
の
『
封
建
社
会
』
（
昭
和
躯
・
’
細
）
の
ね
ら
い
は
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
社
会
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
近
代
社
会
と
封
建
社
会
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
終
戦
後
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
〃
新
し
い
改
革
〃
の
意
味
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
。
〃
封
建
〃
と
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
お
こ
なわれた価内を統沿するための政治制度のことであり、〃封土を分けて諸侯を肱てる〃意である（『広肝苑』）。そして〃封巡礼会〃とは、封建制皮
戦
後
の
こ
の
時
期
、
著
者
に
よ
る
と
、
「
封
建
（
専
制
）
主
義
を
打
破
し
て
、
民
主
主
義
を
確
立
せ
よ
！
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
ほ
ど
、
教
科
書
や
ラ
ジ
オ
や
往
来
で
叫
ば
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
と
い
う
。
大
日
水
帝
同
窓
法
は
古
い
し
き
た
り
を
残
し
、
犬
県
を
中
心
と
す
る
専
制
政
府
の
刀
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
考
え
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
両
氏
の
臓
利
を
鵬
誠
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
．
卿
愉
か
ら
昭
和
の
い
ま
に
王
る
ま
で
ｌ
跡
逃
臓
代
の
古
い
考
え
や
慨
習
が
卸
雄
遡
胤
と
し
て
残
り
、
なわれた価内を統沿するための政治制度のことであり、〃封土聖
（地方に椛力を分散するやり方）を基礎とする社会の意である。
鈴木次蔵その他「革命｣。
そ
れ
が
世
の
中
の
発
達
を
疎
外
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
を
一
掃
し
な
い
か
ぎ
り
、
真
の
脆
主
主
義
は
実
現
し
な
い
と
い
う
。
水
諜
は
万
人
む
け
に
ひ
じ
鵬
う
に
樅
劫
に
沸
か
れ
て
い
る
．
内
容
の
鰐
は
１
節
一
意
封
建
社
会
の
意
味
第
二
章
封
建
社
会
の
成
立
第
一
節
西
欧
第
二
節
日
本
第
三
章
封
建
社
会
の
支
配
組
織
第
四
章
封
建
時
代
の
農
村
第
五
章
封
建
都
市
節
六
京
家
族
制
度
第
七
章
対
座
時
代
の
宗
教
第
八
章
跡
建
的
な
物
の
考
え
方
第
一
節
主
従
の
観
念
第
二
節
格
式
の
尊
重
第
三
節
伝
統
主
義
と
形
式
主
義
第
九
篇
封
建
社
会
の
没
瀧
Ｉ
で
あ
る
。
お
さ
か
り
ょ
う
Ｕ
同士心社大学助教授・苧阪良一一の『社会的関係の心理学』（昭和妬・５）は、
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い
つ
か
い
蒋者は、みずから「私は一介の唯物論洲」である、と称した。粁者の人生観は、いっさいの階級的鞭山川から自らを解放したところの史的（弁証
法的）唯物論の人生棚であった。人間の社会から階級が撤廃されてはじめて、真の人間の雁史がはじまるという。そしてこの陪級撤廃のためにた
たかう理論と実践が、史的唯物論を哲学とする共産主義だという。われわれはみずから共箙主義者として束縛してはじめて、人間としての自由を
捨
選
択
し
一
冊
）
橘
ｌ
で
あ
る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
一
筆
停
止
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
人
が
箸
わ
し
た
詞
た人
。］：ＩＭＩマ
が「;｝）ルツ
、火雄ク
そ学へス
の肋一・
人千八ウ
４１１、九エ
は一○｜
波Ｉ９ｌｉＩ（
ilW肋－１
に牧九に
iiMj授七お
ちへ－．け
た物、る
もｌｌｌ１ｌ１Ｈド;｝
の災和学
で験ＩＵｌの
あｌｕの’１Ｍ
つ当科念
た、＜学
Ｏ ｕＢｐ－． 
京都大学教授・川口〃蔵の『マックス・ウェーバー批判』（昭和躯’５）は、ウェーバーの力法論について二つの小論を収めたものである。耕
川
や
勝
に
よ
る
と
剛
戦
後
の
１
の
祉
会
州
学
鼎
に
お
い
て
．
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
悪
‐
バ
ー
迩
阿
検
討
す
る
こ
と
が
ひ
じ
ょ
う
に
流
行
っ
た
と
い
う
．
内
襟
の
概
略
は
’
一
背
景
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
京
都
大
学
教
授
・
川
口
〃
蔵
の
『
マ
人間の社会的行動を具体的な〃人間関係〃の側面から捉えようとしたものであり、社会心理学書である。本書を社会学の視点からみれば、於水的
災団における社会過概の心珊学的側而をまとめたものという（「序言」）。
内
糯
の
概
略
は
１
節
一
厳
か
ら
鋼
瓜
蕊
ま
で
殿
斑
溌
長
斑
脈
始
人
乳
幼
凡
卿
児
瀧
川
な
ど
に
お
け
る
、
社
会
的
行
動
と
祉
会
的
側
係
蛎
六
歳
少
年
少
女
期
に
お
け
る
社
会
的
行
動
第
七
章
青
年
期
に
お
け
る
社
会
的
行
動
と
社
会
的
関
係
第
八
章
社
会
的
関
係
と
科
学
と
し
て
の
心
理
学
１
１
で
あ
る
。
異
性
に
た
い
し
て
関
心
を
い
だ
く
要
素
と
は
な
に
か
。
何
よ
り
も
〃
身
体
の
美
〃
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
お
も
に
”
顔
“
と
”
姿
〃
で
あ
る
。
そ
の
他
、
体
の
各
部
分
の
美
し
さ
も
、
性
的
な
引
力
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
美
の
標
準
は
、
氏
族
や
時
代
、
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
変
化
す
る
か
ら
、
社
会
的
わした「科学的人生論１１自然的人間から社会的人悶え」（昭和妬・５）は、終戦後、思想や生活の根本問題にふれて課いた小論を取
柵
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
・
内
需
の
概
略
は
ｌ
序
論
人
間
論
教
護
諭
友
傭
諭
恋
愛
論
鰄
人
調
文
化
論
教
育
諭
鑓
生
諭
宗
教
諭
総
さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
と
（一九一一一二）戸坂澗、三枝博音らと唯物論研究会の創立に参加した。同十一一一年（一九一一一八）逮捕されこ年間獄中でくらし、当局から執
糾
傘
の
概
念
二
没
Ⅷ
仇
眺
靴
諭
の
両
検
討
ｌ
で
あ
る
．
昭
和
期
の
科
学
思
想
史
家
）
は
、
山
形
県
米
沢
の
ひ
と
で
あ
る
。
来
京
物
理
学
校
（
現
・
東
京
皿
科
大
学
）
を
川
た
の
ち
、
九
州
帝
皿災験胆当）、戦後は鎌介アカデミア教授を雌柾した。大辨『自然科学史』（昭和澱～加）を課いたことで知られ
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社会学伝釆考
波
多
野
鼎
の
『
社
会
思
想
史
概
説
』
（
昭
和
お
・
７
）
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
書
い
た
も
の
の
再
刊
で
あ
る
。
い
ま
Ⅱ
水
は
激
動
期
か
ら
反
省
期
に
入
り
つ
つ
あ
る
か
ら
、
本
書
も
何
ら
か
の
社
会
的
意
義
が
あ
る
と
お
も
い
、
新
た
に
世
に
出
す
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
青
山
秀
夫
の
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
理
論
」
（
昭
和
泌
・
７
）
は
、
ウ
ェ
１
バ
ー
の
社
会
理
論
の
特
徴
と
輪
邦
を
つ
た
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
菩
称
が
終
戦
後
に
書
い
た
立
つ
の
論
文
を
収
録
し
て
い
る
．
内
溶
の
概
嚇
は
ｌ
序
説
一
社
会
科
学
の
〃
法
第
一
論
文
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
於
け
る
行
冷
ず
し
て
、
さ
ま
よ
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
の
概
略
は
１
－
節
一
部
社
桃
俊
碓
、
阿
閉
古
外
共
編
『
社
会
学
通
論
』
（
昭
和
躯
・
５
）
は
、
川
版
諜
馳
に
促
さ
れ
て
成
っ
た
〃
社
会
学
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
“
だ
と
い
う
。
社
会
学
の
広
い
研
究
分
野
を
体
系
的
見
地
か
ら
諸
部
門
に
わ
け
、
各
執
筆
者
（
ぜ
ん
ぷ
で
十
二
名
い
る
）
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
分
野
を
分
担
し
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
学
は
、
い
ま
の
社
会
の
新しい推移とその要求に川応して改新されることが要望されているという（「序」）。
社
会
学
は
し
だ
い
に
そ
の
意
義
を
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
そ
れ
に
対
す
る
要
求
も
高
ま
り
は
じ
め
た
。
新
制
度
の
小
学
校
に
お
け
る
社
会
科
教
育
も
、
そ
の
氷
水
的
な
原
理
は
社
会
学
に
川
来
し
て
い
る
し
、
一
カ
大
学
の
課
裡
に
お
け
る
社
会
学
は
ま
す
ま
す
愈
要
な
教
科
と
し
て
の
地
位
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
本
書
は
、
敵
会
学
の
各
部
門
に
わ
た
る
体
系
的
な
研
究
書
で
あ
る
．
内
容
の
蕊
は
’
第
一
蹴
社
章
論
策
二
章
社
会
集
団
露
三
識
社
会
構
造
第
四
章
枇
会
変
動
鮒
爪
歳
祉
会
愈
織
鮴
六
竃
文
化
節
七
噸
祉
会
訓
流
ｌ
で
あ
る
．
立
〈
”
繍
大
義
援
細
野
武
男
の
『
社
〈
亭
」
（
昭
和
躯
・
５
｝
は
、
前
年
の
三
月
に
上
梓
し
た
『
社
会
学
の
反
省
ｌ
第
三
の
社
会
皿
諭
・
社
会
学
』
（
法
鰍
文
化
続
刊）を表題を変えてＷ刊したものである。淵水幾太郎の『社会学識義』（昭和妬’６）は、「社会学識義』というおなじ題名で、昭和二十三年（一
九
四
八
）
白
日
書
店
か
ら
出
版
し
た
も
の
の
再
刊
で
あ
る
。
「
今
度
成
る
事
情
の
た
め
、
こ
こ
に
悲
干
の
訂
正
を
施
し
て
、
新
し
く
岩
波
書
店
か
ら
出
版
す
る
こ
と
に
し
結
論
ｌ
で
あ
る
．
高川保馬の『社会科学通論』（昭和泌・６）は、日本の社会科学（社会を研究する科学の総称。日本においては、マルクス学を〃社会科学〃と
呼
ぶ
慣
習
も
あ
る
）
を
国
際
的
本
道
に
結
染
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
わ
が
国
の
社
会
科
学
は
混
乱
し
て
い
る
と
い
い
、
脚
際
学
界
に
お
け
る
大
道
の
何
た
る
か
を
知
ら
た」と語っている（「旅」）。
え、真の人間たるの可能性があたえられるという（「結び」）。
社
会
科
学
の
性
質
第
二
部
と
第
三
部
社
会
科
学
の
区
分
と
方
法
第
四
部
社
会
科
学
の
容
観
性
第
五
部
社
会
科
学
の
傾
向
と
（「序」）。
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排俊雄の『歴史社会学の榊想』（昭和沈・８）は、前年六月に同じタイトルのもとに上梓したものの両刊である。
黒川純一の『社会学要諦』（昭和躯’９）は、新制大学における一般教樋科目としての社会学の学洲の一助とするためにまとめたものという。
薪
者
は
従
来
の
概
論
ふ
う
の
行
き
方
を
さ
け
、
こ
ん
に
ち
の
実
践
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
具
体
的
な
示
唆
を
あ
た
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
学
生
の
関
心
に
即
応
し
、
し
か
も
問
題
解
決
へ
の
力
向
に
砿
点
を
お
い
て
習
い
た
が
、
そ
の
ね
ら
い
に
成
功
し
た
か
ど
う
か
自
信
が
な
い
と
い
う
。
内
襟
の
概
略
は
ｌ
鋼
一
蹴
人
脚
と
祉
会
鋤
二
瀬
祉
会
側
係
節
三
瀬
祉
会
鵬
川
鰍
剛
撒
腿
雌
鍬
（
職
囚
蝋
箙
六
旗
幟
級
鮴
七
噸
党
派
雌
Ⅲ
卵
八
章
近
代
社
会
節
九
章
社
会
学
の
課
題
と
文
献
－
－
で
あ
る
。
社会学の課題について、著者の考えを紹介しておこう。著者にとって社会学は、集団生活の場における人と人との関係がどんなものかを研究す
は
こ
ん
ど
は
自
作
腱
と
な
り
、
何
人
の
助
け
も
な
く
、
み
ず
か
ら
の
手
で
生
施
を
お
こ
な
い
、
村
社
ヘ
パ
の
微
行
ｌ
腱
籔
の
う
ち
の
敬
両
鎌
鵬
王
雄
の
＃
秤
少
年
ク
ラ
ブ
、
Ⅷ
Ⅱ
ク
ー
を
柵
い
た
も
の
で
あ
る
。
黒川純一箸『il会学要講』。
〔早稲lⅡ大学!|]央図書航戯〕
ｌｌＩ１こ
'ｌな
クいうｊｌｌ１や８での本理
ラ、け戦解カー束あ第合三ｌｉ解
プ生た後し法は京る五ｍ１１義お、ｉ１ｌＦ。、、を、教。論性のよ｛i川脇Ｗそ:Mji（亥ＭＭび第念ＥｌｌＷＩｌｌｌ蝉lill洲惚学了關二鎧ii1lii：繩ｉｉｌｌｌ““・ウ代二やらに、:川にＩｉｉ２ｆ！iｉ”２＄ｋｌＭＭｈ，（ｉｉｉｉ 
リなた内ものこ二（｜近マカつか部のｉｌ：んＲｌＩ｜の代ツ
やたつ組を会でのに’'１「ﾙク
ス゜て織雌的い司於国ス
イ水のにめ、る農け礼節・
ス諜地大た締、村る会三ウのは主きの済Ｗｉ社ｌｌｌｉＭ論エノM１，はなが的し会氏序文｜#;:“；螺樫舟【ののつ士あまの‐［IVY於
よ}フた地るえ教へ１１１政金け
ネルパＷＩＣ臆HIl1i撚世濃ｉＺｍｌｆ蒼川ピ胤率ｌｌｉｉ!＃蝶
(26）109 
社会学伝釆考
帥
全
学
の
災
繩
的
な
柵
究
淡
と
し
て
、
た
と
え
ば
臘
肘
の
川
越
に
つ
い
て
鮒
く
る
と
き
は
ｌ
そ
の
村
の
壁
脚
然
的
条
化
生
雄
の
状
態
家
族
の
組
織
衣
食
化
の
挑
減
、
信
Ⅲ
職
行
・
娯
楽
な
ど
ｌ
さ
ま
ざ
ま
の
点
か
ら
こ
れ
を
認
通
し
、
そ
こ
に
腿
柵
す
る
共
回
協
刀
の
関
係
な
ど
を
剛
ら
か
に
す
る
必
喫
が
あ
る
と
い
う
．
ｔ
）
ん
の
り
ｋ
う
一二野亮（一九一三～？、中央大学講師、日本社会事業協会参事）は、金沢のひとである。同人が著わした『社会調査入門』（昭和泌・９）は、
好
書
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
調
査
の
た
め
の
書
物
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
執
筆
し
た
入
門
書
で
あ
る
。
社
会
調
炎
と
い
え
ば
、
い
つ
も
戸
川
貞
三
の
著
書
が
利
川
さ
れ
て
き
た
が
、
簡
単
に
と
り
つ
き
に
く
い
専
門
書
で
あ
り
、
入
門
書
と
し
て
は
す
こ
し
む
ず
か
し
い
と
い
う
。
日本が平和な、文化的な社会をつくるには、正しい民主主義を採りいれ、科学的な対策を打ちたてねばならぬといい、そのためにも社会調査が
緊
要
で
あ
る
と
い
う
。
同
書
は
、
新
制
中
学
上
級
生
や
高
校
生
の
社
会
科
に
利
用
す
る
よ
う
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
学
が
社
会
生
活
、
集
団
生
活
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
つ
と
は
何
か
と
、
い
っ
た
よ
う
な
問
題
を
た
だ
机
の
上
で
ひ
ね
く
り
ま
Ⅱ
け
れ
ば
、
社
会
生
活
や
集
団
生
活
の
水
質
に
ふ
れ
え
な
い
と
い
う
。
が
あ
る
と
い
う
。！
るのがその中心であった。「社会学は結合的相互関係の学」（高田保馬の言）も、いささか狭きに失するうらみがあるにせよ、十分うなずける理由
表
生
活
、
集
団
生
活
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
つ
と
め
て
実
証
的
に
見
究
め
て
ゆ
く
学
問
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
を
研
究
し
て
ゆ
く
ば
あ
い
、
〃
社
会
〃
と
っ
た
よ
う
な
問
題
を
た
だ
机
の
上
で
ひ
ね
く
り
ま
わ
し
て
も
し
か
た
が
な
い
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
、
身
、
社
会
人
、
集
団
人
と
し
て
人
間
結
合
の
体
験
が
な
．‐γ比’午、八・心軌←１．十八・仏卍）ｒ、ⅡＪ〉汀壗｜》ｑ杖ｊ・’Ｙｌ４。．」均一一『１杣１地‐Ⅲ１１
トトー服ＩＬｌｉＩ「トト四，ｒ肥腫‐暁に》評一一震い勝
火星吐刊・文ＯｔＩＮＩ凪■頁
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駅
、
会
社
、
商
店
、
役
所
な
ど
に
川
か
け
、
ノ
ー
ト
と
鉛
兼
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
附
き
込
み
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
を
も
と
に
表
や
グ
ラ
フ
を
柵
い
て
教
室
に
張
り
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
〃
社
会
調
査
〃
の
先
駆
け
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
〃
調
査
ご
っ
こ
〃
は
、
や
が
て
正
し
い
社
会
調
査
の
道
す
じ
を
発
展
さ
せ
る
一
つ
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
社
会
生
活
を
す
る
う
え
で
、
社
会
調
査
の
重
要
性
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
わ
が
国
で
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
学
校
や
中
学
校
で
〃
社
会
科
〃
（
昭
和二十二年〔一九四七〕に導入された地肌、雌史、倫理、社会、政沿、経
済
な
ど
の
傾
城
に
ま
た
が
る
教
科
名
）
が
ま
な
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
生
徒
は
川
角
、
108（27）
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》ａ、刀ご仁
調査入門
｝
治
臓
代
の
後
半
及
び
大
正
・
昭
和
時
代
）
Ｉ
で
あ
る
．
敵
へ
調
迩
に
は
ど
ん
な
災
例
が
あ
る
か
ｌ
で
あ
る
．
著
者
に
よ
る
と
、
昭
和
の
こ
の
時
期
、
日
本
社
会
は
画
期
的
な
改
革
に
よ
り
、
明
治
維
新
に
も
お
と
ら
ぬ
大
変
化
を
と
げ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
大
部
分
は
、
ひ
ろ
く
国
民
の
自
覚
に
出
た
も
の
で
は
な
く
、
占
領
軍
の
指
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
敗
戦
後
、
日
本
国
民
は
生
活
に
困
窮
し
、
社
会
的
道
義
を
う
し
な
い
、
有
史
以
来
最
内
容
の
概
略
は
１
１
ま
え
が
き
第
一
市
社
会
調
在
は
な
ぜ
必
要
か
第
二
章
社
会
調
査
と
は
何
か
第
三
章
か
ら
第
七
章
ま
で
社
会
調
査
の
発
達
、
種
類
、
方
法
、
準
備
、
実
施
に
つ
い
て
鋪
八
蔵
社
会
調
在
の
整
理
と
利
川
法
第
九
章
世
論
調
査
は
ど
ん
な
も
の
か
第
十
章
社
会
訓
恋
の
練
習
の
た
め
に
筋
十
一
章
要
す
る
に
、
社
会
調
査
は
、
社
会
の
じ
っ
さ
い
の
姿
を
写
し
だ
す
鏡
の
役
削
を
果
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
い
時
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
社
会
訓
森
に
は
、
人
口
の
統
計
的
調
査
が
あ
る
が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
、
紀
元
前
千
三
百
年
ご
ろ
、
ラ
メ
セ
ス
ニ
世
は
課
税
や
戸
数
を
調
査
す
る
必
要
か
ら
、
人
口
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
や
ス
パ
ル
タ
に
お
い
て
は
、
徴
兵
の
た
め
に
人
口
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
じ
ん
え
つ
き
わが国のばあい、古い社会調査としては、崇神天皇の十一一年（西紀前八一ハ年）九月に、人氏をしらべ、男女の調役を課したことが「日本書紀」
会
に
鏡
を
あ
た
え
る
点
に
あ
る
。
にあるという（二七頁）。
社会調査の任務とは耐にか。それは社会的事実を明らかにし、社会を改善してゆくための資料をえることである。著者によると、社会調査をす
ればいやでも〃社会感〃が目に入ってくるという。ロシアの文豪・思想家レフ・トルストイ（一八二八～一九一○）は、一八八一一年におこなわれ
た
モ
ス
ク
ワ
の
人
口
調
査
の
と
き
、
社
会
の
虚
飾
に
か
く
さ
れ
た
〃
社
会
恕
〃
を
目
の
あ
た
り
み
る
機
会
を
え
た
と
い
う
。
ト
ル
ス
ト
ィ
い
わ
く
．
Ｉ
社
〈
調
廠
の
胤
的
は
科
学
的
で
あ
る
．
統
計
訓
燕
は
祉
会
学
的
研
究
で
あ
る
．
祉
章
の
Ⅱ
麗
人
柵
の
準
偏
で
あ
る
…
調
砺
瓜
は
人
の
堰
て
い
る
家
に
入
っ
て
ゆ
く
。
地
下
寵
で
食
物
が
な
く
、
死
に
か
か
っ
て
い
る
人
間
を
み
つ
け
て
、
て
い
ね
い
に
身
分
や
姓
名
や
職
業
を
た
ず
ね
る
。
生
き
て
い
る
人
間
と
し
て
遜
録
す
べ
き
か
ど
う
か
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
か
ら
帳
川
に
書
き
こ
み
、
つ
ぎ
へ
進
ん
で
ゆ
く
。
…
…
社
会
に
と
っ
て
、
社
会
訓
在
の
興
味
と
意
義
は
、
そ
れ
が
社
り
ぞ
う
九大教授・竹山、班一一一（一九○七～？、現代の歴史学者）は、愛知雌のひとである。同人が韓わした『ぼくらの社会史』（昭和茄・９）は、人間
の
隣
級
と
階
級
と
の
あ
い
だ
の
側
係
の
変
化
ｌ
Ⅱ
水
の
祉
会
の
う
つ
り
か
わ
り
と
そ
れ
に
よ
っ
て
起
っ
た
さ
ま
ざ
ま
の
Ⅲ
来
耶
を
や
さ
し
く
柵
い
た
も
の
で
あ
る
．
内
涛
の
概
鴫
は
ｌ
鍬
一
議
洲
謄
紀
冗
前
よ
り
紀
元
後
三
世
紀
ま
で
（
原
始
時
代
）
第
二
簾
か
ら
蛎
十
厳
ま
で
川
世
紀
（
山
和
鵬
代
）
か
ら
二
十
似
紀
ま
で
（
川
(28）１０７
社会学伝釆考
人
間
は
共
同
の
社
会
を
つ
く
っ
て
生
活
を
営
ん
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
昔
の
生
活
は
、
村
落
生
活
が
中
心
で
あ
っ
た
。
や
が
て
社
会
や
文
化
の
発
展
に
と
も
な
い
、
都
市
生
活
を
営
む
も
の
の
数
が
ふ
え
、
大
多
数
の
国
民
が
都
市
で
く
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｈ
本
は
明
治
時
代
ま
で
農
業
に
従
事
す
る
も
の
が
大
多
数
を
し
め
、
都
市
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
都
市
化
が
進
む
の
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
昭
和
の
こ
の
時
期
、
都
市
に
住
む
人
の
数
は
、
全
国
民
の
四
割
と
い
う
。
こ
う
だ
か
ず
え
戸田貞一一一、甲田和衛共署『社会調査の方法』（昭和妬。、）は、じっさい社会を構成している人々の置かれている地位と、その地位において取
る
態
度
の
調
査
に
限
定
し
た
も
の
で
、
狭
義
の
も
の
と
い
う
。
戦
前
、
〃
社
会
調
査
〃
と
い
っ
た
念
仏
を
唱
え
て
も
、
耳
を
傾
け
る
ひ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
終
戦
後
す
べ
て
の
事
柄
は
、
科
学
的
な
正
確
な
根
拠
に
も
と
づ
い
て
処
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
主
張
が
つ
よ
く
な
り
、
社
会
調
査
も
し
だ
い
に
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
森
ま
た
は
嵩
研
究
法
蕊
流
寧
綱
迩
準
備
第
六
歳
鑿
蓋
ｌ
で
あ
る
ｆ
小
林
信
訳
『
社
会
発
展
略
史
附
社
会
発
展
史
を
学
ぶ
と
き
に
お
こ
る
い
く
つ
か
の
問
題
』
（
昭
和
妬
．
Ⅱ
）
は
、
中
国
共
産
党
が
党
員
の
教
育
の
た
め
に
選
ん
だ
十
ア
イ
ス
ウ
チ
ニ
文
献
の
う
ち
の
一
冊
（
原
文
は
ロ
シ
ア
語
）
を
中
国
証
、
に
訳
し
た
も
の
を
重
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
附
録
に
は
、
中
国
の
有
名
な
マ
ル
ク
ス
主
義
学
者
・
英
思
奇
の
論
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
．
ロ
シ
ア
の
十
月
革
命
の
圃
的
は
ｌ
階
級
の
な
い
、
社
会
妻
の
祉
会
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
共
露
主
義
は
将
来
の
枇
会
制
腫
で
あ
っ
た
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
原
書
は
し
が
き
訳
着
は
し
が
き
一
人
類
の
祉
先
二
原
始
共
産
制
三
ド
レ
イ
制
度
四
封
建
制
度
（
農
奴
制
度
）
通
資
本
主
義
六
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
え
の
過
渡
時
期
七
共
産
主
義
附
録
社
会
発
展
史
を
学
ぶ
と
き
に
お
こ
る
い
く
つ
か
の
問
題
（
没
思
謙
〉
ｌ
で
あ
る
．
世
界
都
市
第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
都
市
の
構
造
、
人
々
の
生
活
第
七
章
市
生
猶
が
健
康
的
で
あ
る
た
め
に
ど
ん
な
努
力
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
か
ｌ
で
あ
る
．
大
の
悲
運
に
遭
っ
た
と
い
う
。
戦
後
、
小
学
校
や
中
学
校
に
社
会
科
の
教
科
が
設
け
ら
れ
る
と
、
〃
社
会
調
査
〃
が
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
生
徒
は
そ
の
〃
生
活
環
境
〃
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
え
る
た
め
に
１
１
産
業
調
査
、
交
通
調
査
、
住
宅
調
査
、
地
形
調
査
、
気
候
調
査
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
広
義
の
社
会
調
査
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
「
序
」
）
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
文
第
一
章
社
会
調
査
の
意
義
第
二
章
全
体
調
査
ま
た
は
大
量
観
察
法
第
三
章
部
分
調
査
ま
た
は
標
本
調
査
法
第
四
章
個
別
調
大
阪
商
大
教
授
・
村
松
繁
樹
の
『
都
市
の
発
達
』
（
昭
和
妬
．
、
）
は
、
諸
外
国
や
わ
が
国
の
都
市
の
発
達
の
歴
史
や
都
市
の
生
活
の
特
徴
、
都
市
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、
や
さ
し
く
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
溶
の
概
略
は
ｌ
は
じ
め
に
第
一
章
都
市
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
第
二
童
梛
市
の
朧
史
的
発
達
第
三
厳
世
界
都
市
第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
都
市
の
構
造
、
人
々
の
生
活
第
七
章
都
市
を
住
み
よ
く
す
る
た
め
に
ど
ん
な
努
力
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
か
第
八
章
都
に
な
っ
た
と
い
う
心
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内
糯
の
概
略
は
１
１
序
言
鮒
一
蹴
服
統
マ
ル
ク
ス
主
茂
の
体
系
節
二
轍
マ
ル
ク
ス
主
鑓
此
び
此
加
減
鮒
三
鮒
濤
囎
と
尖
際
ｌ
で
あ
る
．
京
柵
大
学
綴
流
学
製
樋
主
Ⅲ
秀
夫
の
小
辨
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
難
‐
バ
ー
ｌ
臘
敬
的
上
型
Ｉ
マ
ニ
ズ
ム
と
塊
代
」
（
昭
梨
ｉ
）
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
人
川
識
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
人
と
な
り
、
学
者
・
自
川
主
義
者
と
し
て
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
か
れ
の
学
問
的
業
縦
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
新
明
派
道
の
『
社
会
学
史
』
（
昭
和
沈
・
２
）
は
、
社
会
学
の
歴
史
的
発
展
を
容
観
的
に
柵
い
た
も
の
で
あ
る
。
著
背
は
筆
を
社
会
学
の
発
端
に
お
こ
し
、
そ
れ
が
近
代
に
お
い
て
学
剛
と
し
て
売
鱗
し
、
錐
鵬
す
る
ま
で
の
過
蝿
を
裏
の
対
象
と
し
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
雛
一
章
社
会
学
史
の
意
義
鋼
一
節
か
ら
鋤
三
節
ま
で
社
会
学
史
の
課
題
・
対
象
・
構
成
第
二
章
社
会
学
の
発
端
第
三
章
社
会
学
の
成
立
第
四
章
社
会
学
の
発
展
第
五
章
社
会
学
の
現
状
第
六
章
社
会
学
史
の
帰
総
ｌ
で
あ
る
．
ｊ
シ
ァ
的
マ
ル
ク
ス
主
義
〃
（
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
）
本
譜
は
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
１
１
；
東
史
郎
駅
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
迩
命
ｌ
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
し
「
ニ
ン
ホ
義
ス
タ
ー
リ
ン
瓶
義
へ
の
搬
移
の
聯
究
』
（
雌
馴
躯
・
地
）
は
、
前
モ
ス
ク
ワ
大
学
法
蝋
学
教
授
ア
レ
ク
セ
ー
フ
博
士
の
著
わ
す
と
こ
ろ
の
小
冊
を
反
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
い
か
な
る
道
筋
を
経
て
、
〃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
マ
ル
ク
ス
主
義
〃
と
ｊ
シ
ァ
的
マ
ル
ク
ス
素
（
レ
ー
ニ
ン
主
義
ス
タ
ー
リ
ン
主
溌
｝
と
に
分
裂
し
た
か
．
後
将
と
”
正
統
マ
ル
ク
ス
圭
と
は
ど
の
よ
う
な
点
で
蕊
な
る
の
か
Ｉ
WilUljEjijI將ri【|:会学史』。
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細谷松太、鮎沢厳共著編酢労働運動史』（昭和妬。ｕは、日本および
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
運
動
の
歴
史
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
鮎
沢
著
『
世
界
の
労
働
述
劾
史
』
（
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
犯
・
吃
）
を
も
と
に
し
、
そ
の
後
、
過
去
四
年
間
ほ
ど
の
変
化
に
つ
い
て
附
加
し
た
も
の
と
い
う
。
内
濡
の
概
略
は
ｌ
Ⅱ
水
〃
胸
巡
鋤
史
（
馴
僻
松
人
拠
当
）
鋼
一
歳
帆
給
年
川
の
労
働
巡
釛
第
二
歳
近
代
的
労
働
述
肋
の
勃
興
第
三
承
力
向
転
換
と
戦
線
の
分
裂
第
四
章
戦
争
へ
の
危
機
と
労
働
組
合
の
壊
滅
節
五
章
結
語
外
国
労
働
運
動
史
（
鮎
沢
厳
担
当
）
は
し
が
き
第
一
章
政
治
運
動
と
し
て
の
国
際
労
働
巡
勅
第
二
章
経
済
運
動
と
し
て
の
国
際
労
働
運
動
第
三
章
立
法
通
勤
と
し
て
の
国
(30）１０５
社会学伝来琴
日
本
は
こ
の
時
期
ま
だ
独
立
を
達
成
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
ろ
わ
が
国
を
管
理
し
て
い
た
の
は
、
十
三
ヵ
国
か
ら
な
る
極
東
委
員
会
で
あ
っ
た
が
、
じ
っ
さ
い
主
導
性
を
握
っ
て
い
た
の
は
主
要
占
領
国
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
思
い
の
ま
ま
に
運
営
さ
れ
て
い
た
。
当
時
世
界
は
、
資
本
主
義
勢
力
と
共
産
主
義
勢
力
と
対
立
関
係
に
あ
り
、
わ
が
国
の
齋
木
主
義
の
党
Ｉ
自
巾
党
は
、
資
本
主
義
の
側
に
祓
っ
て
皮
共
政
策
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
．
本
書
は
、
当
時
の
日
本
が
直
面
し
て
い
た
政
治
・
経
済
の
問
題
に
つ
い
て
、
め
い
め
い
が
意
見
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
と
し
き
今
井
登
志
喜
（
’
八
八
一
ハ
ー
一
九
五
○
、
大
正
・
昭
和
期
の
西
洋
史
学
者
、
東
大
教
授
）
は
、
長
野
の
ひ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
”
都
市
発
達
史
〃
を
も
っ
ぱ
ら
専
門
分
野
と
し
た
。
代
表
的
著
書
に
「
英
国
社
会
史
』
（
昭
和
鍋
）
が
あ
る
。
本
書
は
著
者
の
遺
稿
集
で
あ
り
、
都
市
関
係
に
関
す
る
論
文
を
あ
つ
め
て
単
行
本
と
内
容
の
罐
は
１
－
序
承
第
一
章
個
人
意
志
論
第
二
童
社
会
懲
志
論
鍬
一
一
章
社
会
集
団
論
ｌ
ゲ
マ
ィ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
ン
ャ
フ
ト
第
四
童
旅
に
来
る
べ
き
社
会
ｌ
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
屑
糾
合
の
懲
）
ｌ
で
あ
る
．
樺
俊
雄
の
『
文
化
社
会
学
」
（
昭
和
妬
・
３
）
は
、
著
者
の
社
会
学
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
〃
文
化
社
会
学
“
を
、
戦
後
、
新
し
い
態
度
と
批
判
と
を
も
っ
て
構
想
し
た
匝
繍
の
論
文
を
土
台
に
一
轡
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
文
化
社
会
学
の
方
法
と
批
判
文
化
と
織
舎
的
＃
文
化
社
会
学
の
臓
蝋
欝
木
張
義
文
化
京
大
人
文
科
学
研
究
所
教
授
・
重
松
俊
明
の
『
社
会
学
入
門
』
（
昭
和
加
・
２
）
は
、
戦
前
に
『
社
会
の
基
本
概
念
』
（
昭
和
Ⅳ
。
、
）
と
し
て
上
梓
し
た
も
の
を
、
今
回
「
社
会
学
入
門
」
と
、
書
名
を
改
め
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
が
日
ご
ろ
親
灸
す
る
社
会
学
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
テ
ン
ニ
ー
ス
の
思
想
を
活
用
し
て
、
ひ
と
つ
の
成
立
潅
識
欄
批
判
ｌ
で
あ
る
．
春秋社編『現代日本』（昭和沁・４）
の
社
会
学
体
系
を
組
み
た
て
た
の
が
本
書
で
あ
る
よ
う
だ
。
〃
社
会
学
の
構
成
〃
を
一
義
的
に
解
明
す
る
に
あ
る
と
い
う
。
薯
に
よ
る
と
、
枇
会
学
史
の
Ｈ
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
ｌ
紘
会
学
的
諸
蝋
論
を
た
だ
歴
史
的
に
撒
く
こ
と
で
な
く
、
社
章
の
歴
史
を
跡
づ
は
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
現
代
日
本
の
政
治
的
課
題
…
…
今
中
次
麿
新アジアと現代日本…・・…・平野義太郎 住八
つ
の
論
文
を
収
め
た
湾
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
三
つ
は
、
本
書
の
架
鯉
論
文
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
Ｉ
現
代
ｎ
本
の
経
済
的
課
題
…
…
土
屋
情
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前同志社大学教授・小松堅太郎の『社会学識義』（昭和加・５）は、祈川の大学で〃社会学概論〃をまなぶ人のために執筆されたものという。
し
か
し
、
従
来
の
入
門
書
的
な
も
の
で
は
な
く
、
入
門
の
課
紐
を
お
え
て
さ
ら
に
つ
ぎ
の
段
階
に
進
み
た
い
人
々
の
手
引
書
と
し
て
評
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
文
第
一
章
社
会
の
本
質
と
具
体
的
現
実
的
社
会
第
二
章
社
会
の
基
礎
構
造
と
上
部
構
造
第
三
章
総
体
社
会
第
四
章
社
会
の
諸
形
態
飾
兀
章
社
会
の
塊
象
形
態
鋪
六
章
社
会
関
係
の
論
定
蝋
ｌ
で
あ
る
．
由
来
、
〃
社
会
〃
の
本
質
や
そ
の
特
質
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
心
的
机
互
作
用
だ
と
か
、
同
族
意
識
だ
と
か
、
模
倣
だ
と
か
、
意
志
結
合
だ
と
か
と
い
っ
た
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
が
、
わ
が
国
の
社
会
学
会
で
権
威
の
あ
る
学
説
は
、
〃
社
会
結
合
説
〃
（
人
と
人
と
の
結
合
）
こ
そ
が
社
会
だ
と
い
う
。
し
か
し
人
び
と
の
脚
に
８
つ
さ
い
結
合
が
存
在
す
る
の
か
、
少
く
と
も
そ
れ
が
悶
題
に
な
る
と
い
う
．
な
る
ほ
ど
心
的
緒
〈
ｕ
と
し
て
ｌ
親
子
、
夫
婦
親
友
同
志
、
恋
愛
ち
ゅ
う
の
男
女
、
党
員
、
師
弟
の
間
の
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
社
会
や
人
数
の
多
い
社
会
の
ば
あ
い
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
結
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
疑
問
だ
と
近
時
の
社
会
学
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
動
向
は
、
実
証
的
な
〃
特
殊
研
究
“
と
〃
実
体
調
査
〃
の
研
究
だ
と
い
う
。
コ
ン
ト
以
来
、
社
会
学
が
目
ざ
し
て
来
た
要
請
の
ひ
と
つ
は
〃
実
証
的
〃
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
要
請
を
う
け
つ
い
だ
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
の
人
々
と
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
重
要
な
特
色
は
、
〃
実
証
的
な
訓
在
研
究
〃
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
式
の
社
会
調
在
は
、
〃
統
計
的
調
在
〃
と
〃
事
例
研
究
〃
と
い
う
。
戦
前
の
わ
が
囚
で
支
配
的
で
あ
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
形
式
社
会
学
と
文
化
社
会
学
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
は
主
流
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
舷
近
、
ア
メ
リ
カ
派
の
災
祇
的
訓
在
が
急
速
に
亜
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
第
七
蔵
社
会
学
の
半
川
的
柵
成
、
前
同
志
社
大
学
教
授
・
小
松
堅
太
郎
の
『
社
会
学
一
一
章
人
間
と
社
会
第
一
学
悶
的
徽
成
ｌ
で
あ
る
．
章
ま
で
あ
る
が
省
略
‐
－
－
で
あ
る
。
い
う
二
二
頁
逸
見
奴
雄
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
辮
の
概
略
は
ｌ
露
の
こ
と
ば
肘
川
蝿
太
郎
序
説
榔
巾
の
形
態
鮴
一
編
禰
洋
蛎
一
索
Ⅷ
瀞
柵
市
の
発
迷
鯏
二
蕊
ブ
リ
タ
ニ
ャ
に
お
け
る
ロ
ー
マ
人
の
都
市
と
ア
ン
グ
ロ
Ⅱ
サ
ク
ソ
ン
の
都
市
第
三
承
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
と
マ
ン
ハ
ィ
ム
第
二
編
日
本
第
一
章
本
邦
都
市
の
発
達
第
六
東
北
社
会
学
研
究
会
編
「
社
会
学
教
程
』
（
昭
和
沁
・
５
）
は
、
七
名
の
執
筆
者
に
よ
る
論
文
を
あ
つ
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
－
－
序
文
第
章
人
間
と
社
会
第
二
章
社
会
の
概
念
第
三
章
社
会
集
団
第
四
章
社
会
意
識
第
五
章
社
会
変
動
論
第
六
章
近
代
社
会
論
第
七
章
社
会
学
の
二頁）。「エンゲルス空想より科学へ」（昭和加・６）は、フリードリヒ・エンゲルス（一八二○～九五、ドイツの社会主義満）の英訳木。
三○八瓦）。
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社会学伝来考
…
一
『
§
ｓ
薑
…
…
一
言
●
ｓ
の
う
ち
か
ら
、
序
文
と
本
文
だ
け
を
反
訳
し
た
も
の
と
い
う
．
内
襟
の
概
略
は
ｌ
憲
よ
り
科
学
へ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
小泉信二の「共産主義と人間尊承」（昭和加・６）は、先に著わした『共産主義批判の常識』（新潮社、昭和型・３）、『私とマルクシズム』（文
藝
春
秋
、
昭
和
妬
・
３
）
に
つ
づ
く
随
想
で
あ
る
。
著
者
は
共
産
主
義
に
反
対
の
た
ち
ば
を
と
る
ひ
と
で
あ
る
。
か
れ
は
生
産
手
段
二
切
財
）
の
私
有
の
廃
止
も
生
産
手
TjlllLlllll
燕蝿ii蝿iiiii灘煙！
藝
春
秋
、
昭
和
妬
・
３
）
に
。
段
の
公
有
も
み
と
め
な
か
っ
た
。
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解
説
エ
ン
ゲ
ル
ス
醤
作
維
爽
ｌ
で
あ
る
．
JU?２２
９鱒中
園
郷
村
耐
會
諭
清
水
盛
光
著
岩
波
書
店
刊
行 総撒劉 lliML1iil
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塙
古
魔
大
学
教
授
・
木
田
蕊
【
代
治
の
『
社
会
思
想
史
ｌ
あ
る
い
は
忠
想
の
社
会
史
」
（
略
筆
９
）
は
思
想
の
杜
会
史
、
社
会
の
思
想
史
で
も
あ
る
と
い
う
．
後
者
の
意
味
は
、
思
想
の
面
か
ら
み
た
社
会
史
の
こ
と
だ
と
い
う
。
社
会
思
想
史
は
、
お
う
お
う
に
し
て
見
か
け
る
社
会
主
義
（
運
動
Ⅱ
思
想
）
史
で
は
な
い
と
い
う
。
社
会
思
想
史
は
、
思
想
家
の
思
想
を
著
者
が
唯
一
の
た
よ
り
と
し
て
、
そ
の
系
譜
を
追
う
だ
け
で
は
、
そ
の
思
想
の
木
質
に
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
、
そ
の
思
想
を
生
蕊
、
育
て
た
祉
会
と
い
う
土
壌
を
縦
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．
藩
者
の
考
え
で
は
、
社
会
思
想
史
は
ｌ
わ
れ
わ
れ
の
生
橘
を
向
上
ざ
世
祉
会
の
変
瀧
に
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
総
論
社
会
鯉
惣
史
と
は
何
か
古
代
中
世
近
仙
総
譜
－
－
帝
国
主
義
の
時
代
Ｉ
で
あ
る
．
労
働
と
は
な
に
か
．
｜
っ
の
観
方
か
ら
す
淫
そ
れ
は
社
会
と
鮒
人
と
を
む
す
ぶ
迦
路
の
よ
う
で
も
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
誉
労
働
者
蕊
の
研
究
第
一
章
序
説
Ｉ
労
働
社
会
学
と
労
働
者
意
識
第
二
章
か
ら
雛
回
章
ま
で
労
働
薇
意
識
の
特
質
縦
型
変
遷
第
孤
議
給
謙
鐡
山
労
働
者
の
灘
む
共
同
生
活
体
と
し
て
の
友
子
第
一
章
概
要
第
二
章
発
生
第
三
章
一
鉱
山
を
単
位
と
す
る
共
同
第
四
章
全
国
鉱
山
を
範
囲
と
す
る
共
同
第
五
章
親
分
子
分
集
松島静雄の『労働社会学序説』（昭和泌・８）は、大学を出てからたどノーしく従事してきた〃実証研究〃のいわば調査報告書であるという。
従
来
、
社
会
学
部
門
に
お
い
て
、
〃
労
働
〃
の
問
題
に
つ
い
て
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
著
者
が
本
書
に
お
い
て
目
ざ
し
た
も
の
は
、
労
働
の
営
む
社
会
的
な
役
割
を
社
会
学
的
に
問
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
労
働
を
社
会
学
的
に
取
り
あ
つ
か
う
の
が
労
働
社
会
学
で
あ
る
。
戦
時
中
よ
く
耳
に
し
た
こ
と
ば
は
、
”
労
務
配
置
“
〃
適
性
検
査
“
〃
労
務
補
導
〃
等
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
に
も
ま
し
て
重
要
性
を
燗
し
て
き
た
も
の
は
、
〃
労
働
運
動
〃
団
と
し
て
の
共
同
第
六
章
篝
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
だ
と
い
う
。
獄）は、
言葉」）。
ベ
ー
ア
の
こ
の
本
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
階
級
闘
争
の
歴
史
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
む
か
し
か
ら
定
評
の
あ
る
社
会
史
で
あ
る
と
い
う
。
ベ
ー
ァ
は
日
本
人
に
も
知
人
の
多
い
学
者
で
あ
り
、
平
野
義
太
郎
（
一
八
九
七
～
一
九
八
○
、
昭
和
期
の
法
学
者
。
昭
和
十
五
年
［
’
九
三
○
］
東
大
助
教
授
の
と
き
、
治
安
維
持
法
違
反
で
入
獄
）
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
滞
在
ち
ゅ
う
、
同
人
と
た
び
た
び
会
い
、
そ
の
師
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
思
い
出
な
ど
を
聴
い
た
と
い
う
（
山
辺
健
太
郎
「
す
い
せ
ん
の
ある。内容
の
概
略
は
ｌ
す
い
せ
ん
の
一
一
一
一
割
蘂
訳
薪
序
第
最
近
腿
（
一
八
六
○
年
～
’
九
二
○
年
）
ｌ
で
あ
る
． 第
一
部
古
代
第
二
部
中
世
第
三
部
近
古
第
四
部
近
世
（
一
七
五
○
年
～
一
八
六
○
年
）
第
五
部
(34）101
社会学伝来考
さ
さ
ぷ
ろ
う
駒沢大学人文学科教授・川辺喜一二郎の『一般社会学」（昭和加・９）は、社会学の理論体系と内容とをととのえることを主眼として著わした論
箸
で
あ
り
、
全
体
を
通
じ
て
六
篇
、
二
十
六
章
、
六
十
節
、
七
百
三
十
四
項
目
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
、
世
の
中
が
ひ
じ
ょ
う
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。
従
来
の
考
え
で
は
見
当
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
答
え
て
く
れ
る
も
の
は
少
な
い
。
元
来
、
社
会
学
が
発
生
し
、
発
達
し
た
動
機
や
目
的
と
い
っ
た
も
の
は
、
社
会
を
解
く
手
が
か
り
や
法
則
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
刊
行
さ
れ
た
社
会
学
書
の
多
く
は
、
あ
ま
り
に
も
現
実
ば
な
れ
し
た
抽
象
論
で
あ
り
、
現
実
の
問
題
解
決
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
著者が本書を執筆した動機といったものは、社会の大変苑に対処するための基礎理論や方策を提供するためであったのであろう。内容の概略は
ｌ
第
一
篇
総
論
第
一
章
社
章
の
意
膝
質
第
二
篇
集
剛
的
紺
口
関
係
第
三
繍
人
川
諭
と
人
間
生
態
学
第
四
篇
社
会
蓬
第
五
楡
文
化
鏑
橋
水
幾
太
郎
の
『
社
会
心
讐
（
昭
和
妬
・
皿
）
は
い
ま
の
街
本
妻
社
会
で
生
き
る
人
々
の
じ
っ
さ
い
の
心
剛
ｌ
そ
の
あ
る
Ⅷ
而
遊
帆
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
心
理
学
の
中
心
の
問
題
は
、
こ
の
点
に
あ
る
と
い
う
。
社
会
心
理
学
の
研
究
が
も
っ
と
も
盛
ん
な
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
社
会
と
そ
の
文
化
の
特
質
が
、
社
会
心
理
学
一
般
の
規
格
を
決
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
と
い
う
。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
心
理
学
が
成
立
し
た
の
は
十
九
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
ん
に
ち
に
至
る
発
展
の
跡
を
た
ど
る
と
、
二
つ
の
傾
向
も
し
く
は
段
階
が
浮
か
六
術
社
会
制
度
ｌ
で
あ
る
。
清水幾太郎の『社会心理〉
川辺喜三郎署『一般社会学』。
〔日本大学文理学部図書館蔵〕
著
者
に
と
っ
て
の
現
代
の
社
会
心
理
学
に
固
有
な
問
題
と
は
、
右
の
二
つ
の
傾
向
が
到
達
し
た
地
点
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
び
あ
が
っ
て
く
る
と
い
う
。
第一の傾向・・…・フランス、イタリアその他の国々でおこなわれた〃群集
心理の研究〃・
第
二
の
傾
向
…
…
二
十
世
紀
初
砿
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
発
達
し
た〃個人を研究するもの“。
100（35）
内
容
の
概
略
は
１
－
序
‐
序
論
ｌ
ソ
連
共
産
主
義
と
世
界
及
び
ｕ
木
Ⅱ
マ
ル
ク
ス
の
戦
争
論
Ⅲ
第
一
及
び
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
劃
ナ
ル
と
戦
争
Ⅳ
レ
ー
ニ
ン
の
戦
争
論
Ｖ
第
三
イ
ン
ク
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
戦
争
Ⅵ
ス
タ
「
リ
ン
の
戦
争
論
Ⅷ
毛
沢
東
の
戦
争
Ⅷ
批
判
ｌ
で
あ
る
．
井口一郎の『マス・コミュニヶィシ薑ンＩどんなふうに人衆へはたらきかけるか、その理論とその実証』（附梨・吃）は、アメリカにおい
て
大
き
な
発
達
を
と
げ
た
、
俗
に
い
う
マ
ス
コ
ミ
（
大
衆
伝
達
）
と
い
っ
た
科
学
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
類
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
大
衆
自
身
が
、
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
独
自
の
方
法
で
実
行
し
て
い
る
は
、
米
ソ
対
立
を
中
心
に
う
ご
い
て
い
る
と
い
う
。
著
者
に
よ
る
と
は
、
本
来
〃
好
戦
主
義
〃
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
。
こ
め
て
語
ら
れ
た
り
、
書
か
れ
た
り
す
る
。
い
ま
日
本
で
は
、
共
産
主
義
が
〃
一
つ
の
化
物
〃
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
幻
影
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
の
反
面
、
国
民
の
な
か
に
は
、
共
産
主
義
に
つ
い
て
真
実
を
知
り
た
い
と
い
っ
た
思
い
が
う
ず
い
て
い
る
。
そ
の
〃
う
ず
き
“
（
具
体
的
疑
問
）
を
い
や
す
た
め
に
編
ま
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
‐
央
塵
主
義
の
臘
迦
Ⅱ
ソ
同
臘
ｌ
な
ど
へ
の
疑
問
Ⅲ
Ⅱ
本
共
産
党
へ
の
疑
問
Ⅳ
日
本
の
迩
命
と
災
磁
主
義
Ｖ
共
藤
主
義
と
対
決
す
る
脚
懇
Ⅵ
私
た
ち
の
生
活
・
文
化
と
共
藤
飛
義
Ⅶ
現
代
共
産
主
義
勢
力
の
実
態
Ⅷ
現
代
の
理
性
を
守
る
た
め
に
ｌ
で
あ
る
．
佐
野
学
の
『
共
産
主
義
戦
争
論
ｌ
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
・
毛
沢
東
の
戦
争
観
の
分
析
』
（
昭
和
邪
．
Ⅱ
）
は
、
マ
ル
ク
ス
に
端
を
発
し
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
独
自
の
方
法
で
実
行
し
て
い
る
〃
共
産
主
義
戦
争
理
論
〃
を
時
代
的
発
展
に
し
た
が
っ
て
研
究
し
た
も
の
と
い
う
。
い
ま
世
界
の
政
治
豚、米ソ対立を中心にうごいているという。著者によると、いまもっとも戦争能動者の名に値いするものはソ連だという。ソ連の共産主義理論に
佐野学署『共産主義戦争論一マルクス・レー
ニン・スターリン・毛沢東の戦争観の分析』
内
容
の
概
略
は
１
１
序
文
第
一
章
社
会
心
理
学
の
発
展
第
二
章
近
代
社
会
の
原
理
第
三
章
現
代
の
社
会
心
理
第
四
章
適
応
ｌ
で
あ
る
．
理
論
社
編
『
共
産
主
義
へ
の
印
の
疑
問
』
（
昭
和
妬
。
、
）
は
、
一
般
大
衆
の
た
め
に
共
産
主
義
に
関
す
る
避
け
が
た
い
疑
問
に
た
い
し
て
、
主
し
て
十
九
名
ほ
ど
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が
寄
せ
た
原
稿
を
一
冊
の
書
物
に
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
ほ
ど
共
産
主
義
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
時
代
は
な
い
と
い
う
。
ま
ず
新
聞
雑
誌
が
書
く
。
ラ
ジ
オ
が
さ
け
ぶ
．
映
画
が
教
え
る
．
教
授
や
評
論
家
が
論
じ
る
．
職
場
ｌ
会
社
役
所
、
工
場
で
語
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
あ
る
種
の
憎
し
み
、
お
そ
れ
、
疑
い
を
(
(36）９９
社会学伝来考
松山義明訳「戦争と平和の社会心理学』（昭和、・２）は、マーク．Ａ・メィ（’八九一～一九七七）の論著』の。＆具醇旨菖ｃ題ミミミロミ
、冒馬・恩」①□曰くの筋ご厚の⑫⑰》巳鹿を反訳したものである。本書は、戦争を防止することが可能だということを世界のひとびとに伝えようとした
も
の
で
あ
る
。
戦
争
の
諸
原
因
、
平
和
の
諸
条
件
に
つ
い
て
の
理
論
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
何
枚
戦
う
か
第
二
蟻
戦
争
平
和
社
会
的
学
濁
第
三
蟻
蝋
む
こ
と
と
闘
う
こ
と
の
学
習
以
下
省
略
１
－
で
あ
る
．
ひ
と
は
な
ぜ
戦
争
を
す
る
の
か
。
戦
争
の
心
理
学
的
諸
要
因
に
は
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
戦
争
の
本
能
説
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
社
会
進
化
の
手
段
、
社
会
的
ビ
タ
ミ
ン
と
し
て
の
戦
争
で
あ
る
。
第
一
の
説
で
は
、
人
間
は
本
来
〃
憎
悪
欲
〃
や
〃
破
壊
欲
〃
を
も
ち
、
戦
争
に
た
い
す
る
要
求
は
、
ま
っ
た
く
無
意
識
的
な
の
で
あ
る
（
フ
ロ
イ
ト
の
一
一
言
）
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
戦
争
を
人
間
の
本
源
的
性
質
の
な
か
に
根
ざ
す
も
の
と
す
る
〃
本
能
学
説
〃
で
あ
る
。
第
二
の
説
は
、
ち
ょ
う
ど
ビ
タ
ミ
ン
が
体
の
健
康
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
戦
争
は
社
会
の
成
長
、
活
動
、
生
活
力
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
毒
物
だ
と
戸
田
貞
三
の
「
社
会
学
概
論
」
（
昭
和
、
・
４
）
は
、
東
大
在
職
中
に
お
こ
な
っ
た
講
義
の
一
部
に
手
を
入
れ
て
成
っ
た
も
の
か
。
〃
社
会
学
概
論
〃
と
銘
を
打
っ
た
書
物
お
く
じ
よ
う
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
沢
山
出
版
さ
れ
て
い
る
。
著
者
が
｝
」
の
よ
う
な
本
を
出
版
す
る
こ
と
は
屋
上
屋
を
架
す
る
よ
う
な
も
の
だ
が
、
じ
ぶ
ん
の
考
え
が
他
の
ひ
と
び
と
の
考
え
と
あ
る
程
度
の
食
い
ち
が
い
が
あ
る
の
で
、
あ
え
て
読
者
に
そ
れ
を
披
瀝
す
る
つ
も
り
で
本
書
を
刊
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
著
者
の
考
え
で
は
、
〃
社
会
〃
と
い
う
も
の
は
、
人
と
人
と
の
む
す
び
つ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
意
識
に
よ
る
む
す
び
つ
き
で
あ
る
。
社
会
は
一
つ
の
協
同
生
活
な
の
で
あ
る
．
わ
れ
わ
れ
は
必
ず
し
も
た
だ
一
つ
の
社
会
に
所
属
し
な
い
．
わ
れ
わ
れ
は
同
滕
に
多
く
の
社
会
を
形
成
す
る
．
ｌ
地
域
的
な
協
同
生
活
に
お
け
る
一
つ
の
社
会
．
Ⅷ
縁
的
な
む
す
び
つ
き
に
お
け
る
一
つ
の
社
会
。
ま
た
政
治
的
、
経
済
的
な
関
係
に
お
い
て
、
数
多
の
社
会
を
成
し
て
い
る
、
と
。
第
二
の
説
は
、
ち
ょ
う
ど
志
す
る
〃
社
会
理
論
“
で
あ
る
。
概
略
は
’
第
一
議
社
会
学
の
位
徽
第
二
章
社
会
事
象
へ
の
迩
岼
社
会
集
団
日
ロ
第
八
章
と
第
九
議
祉
会
体
制
Ｈ
Ｑ
Ｉ
で
あ
る
．
マ
ス
コ
ミ
の
手
段
を
つ
か
っ
て
各
自
の
理
解
と
協
力
を
つ
く
り
だ
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
内
容
の
概
疏
は
’
第
一
章
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
糾
学
の
意
義
第
二
素
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ィ
シ
；
の
卿
路
第
三
章
た
れ
が
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
イ
シ
；
の
し
ご
と
に
関
与
す
る
か
第
四
童
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
イ
シ
雪
ン
事
業
の
動
向
第
五
章
政
府
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
以
下
省
略
ｌ
で
あ
る
．
武
川
良
三
の
『
社
会
学
の
構
造
』
（
昭
和
”
。
ｌ
）
は
、
体
系
的
社
会
学
の
包
括
的
な
概
要
お
よ
び
社
会
体
制
と
か
社
会
制
度
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
議
社
会
学
の
位
徽
第
二
章
社
会
事
象
へ
の
迩
辮
第
三
意
文
化
と
総
会
第
川
議
雛
会
行
動
蕊
漉
意
総
会
関
係
第
六
議
と
第
七
章
9８（37）
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
第
一
章
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
懸
想
史
的
地
位
と
現
代
的
側
遜
性
第
二
蔵
中
立
的
科
学
か
党
派
的
科
学
か
雛
三
意
没
価
値
性
論
の
背
景
と
古
典
的
意
義
第
四
章
理
想
型
文
化
科
学
論
第
五
章
社
会
学
の
方
法
と
体
系
以
下
、
第
十
章
ま
で
あ
る
が
省
略
１
１
で
あ
る
。
ひ
ろ
し
南
博
（
一
九
一
四
～
一
一
○
○
一
、
社
会
心
理
学
者
）
は
、
東
京
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
帝
大
医
学
部
を
へ
て
、
京
都
帝
人
文
学
部
を
卒
業
し
た
。
の
ち
渡
米
し
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
大
学
院
で
社
会
心
理
学
を
ま
な
ん
だ
。
帰
阿
後
、
一
橘
大
学
に
奉
職
し
、
助
教
授
、
教
授
と
な
っ
た
。
同
人
が
著
わ
し
た
『
人
間
の
力
向
』
（
昭
和
”
・
５
）
は
、
戦
後
か
ら
こ
ん
に
ち
ま
で
の
間
に
発
表
し
て
き
た
も
の
を
ま
と
め
て
一
香
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
耕
洲
の
堀
門
は
心
理
学
で
あ
る
が
、
心
川
学
の
祓
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
を
時
ご
と
に
ま
と
め
、
人
間
の
生
き
て
ゆ
く
力
向
を
見
て
取
ろ
う
と
し
た
の
が
本
諜
で
あ
る
よ
う
だ
。
あ
か
〃
赤
“
と
は
、
共
産
主
義
者
、
社
△
万
主
義
者
、
左
翼
な
ど
を
指
す
俗
称
だ
が
、
い
ま
こ
の
こ
と
ば
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。
進
歩
的
な
忠
想
や
迦
勅
に
つ
い
て
の
恐
怖
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
一
般
大
衆
の
心
に
植
え
つ
け
ら
れ
る
の
か
。
著
者
は
社
会
心
班
学
の
視
点
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
〃
赤
色
恐
怖
症
“
を
作
り
だ
す
に
は
、
ま
ず
〃
赤
の
脅
威
〃
が
じ
っ
さ
い
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
案
出
さ
れ
る
の
は
、
デ
マ
を
製
造
し
、
あ
た
か
も
共
産
党
が
や
っ
た
よ
う
に
新
附
の
見
出
し
な
ど
に
書
く
こ
と
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
ｎ
本
に
お
け
る
人
間
関
係
心
班
稚
義
に
つ
い
て
共
雄
党
へ
の
恐
怖
ア
メ
リ
ヵ
の
大
衆
と
読
書
言
語
と
社
会
そ
の
他
は
省
略
ｒ
－
ｌ
で
あ
る
。
た
も
の
で
あ
る
。
内
辮
の
概
略
は
ｌ
鮒
一
蹴
鮒
人
と
社
会
節
二
蕊
社
会
蕊
飾
三
蕊
靴
会
膿
川
雄
山
激
秩
序
と
巡
歩
あ
と
が
き
Ｉ
で
あ
る
。
な
お
み
ち
大
阪
巾
大
経
済
学
部
識
師
・
林
画
道
の
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
思
想
体
系
』
（
昭
和
〃
・
５
）
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
〃
思
想
体
系
〃
と
し
て
、
解
説
し
、
批
評
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
本
書
は
単
な
る
解
説
書
で
は
な
い
と
い
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
視
点
か
ら
、
ウ
ェ
ー
バ
１
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
史
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
山
小
厭
で
執
兼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
綿
貫
衡
雄
（
一
八
八
五
～
一
九
七
二
、
東
京
文
理
科
大
学
教
授
）
は
、
目
白
の
女
子
大
、
大
塚
の
教
育
大
、
東
大
法
学
部
で
も
、
〃
人
間
の
教
護
〃
と
し
て
社
会
学
を
お
し
え
た
の
で
あ
る
が
、
老
教
授
た
ち
の
衰
え
を
眼
の
あ
た
り
見
て
、
あ
ま
り
お
そ
く
な
ら
ぬ
う
ち
に
教
師
を
や
め
、
来
京
を
去
り
、
Ⅲ
模
湾
の
ほ
と
り
に
あ
る
村
居
に
移
り
化
ん
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
り
た
い
と
お
も
い
、
五
十
七
歳
で
大
学
の
諦
触
を
去
っ
た
。
同
人
が
薪
わ
し
た
『
社
会
学
皿
諭
』
（
昭
和
”
’
４
）
は
、
軽
井
沢
の
である。
内
需
の
概
略
は
’
第
一
章
社
章
の
本
質
第
二
章
社
会
学
の
研
究
力
法
第
三
章
社
会
関
係
第
四
章
杜
金
成
一
Ｍ
の
慧
鋼
五
章
社
会
の
作
爪
Ｉ
(38）９７
社会学伝来考
反
省
し
、
将
来
に
備
え
る
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
社
八
値が世界の学会に認められるものとならねばならない。
阿閉吉男、内藤莞爾共編『社会学史』（昭和、・６）は、多岐にわたる社会学の歴史を改めてふりかえってみたものである。社会学の研究は、
社
会
学
史
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
。
本
書
に
お
い
て
は
、
各
国
別
に
社
会
学
の
展
開
を
概
観
し
、
ま
た
主
な
る
社
会
学
者
の
生
涯
と
学
説
と
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
初
学
者
に
わ
か
る
よ
う
に
文
体
、
内
容
と
も
に
や
さ
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
編
者
を
含
め
て
七
名
の
執
筆
者
が
各
章
を
分
担
し
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
１
－
序
章
社
会
学
史
の
課
題
と
方
法
第
一
章
社
会
学
の
起
源
と
成
立
第
二
章
か
ら
第
八
章
ま
で
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
Ⅱ
本
の
織
会
学
繍
蕊
枇
会
学
の
側
顛
と
腱
鼈
ｌ
で
あ
る
．
社
会
学
に
た
い
す
る
要
望
が
、
年
と
と
も
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
社
会
学
は
捉
え
に
く
い
学
問
で
あ
る
と
よ
く
い
わ
れ
る
と
い
う
（
「
序
」
）
。
日
本
社
会
学
は
創
成
以
来
、
そ
の
大
部
分
の
歴
史
を
不
遇
の
な
か
に
綴
っ
て
き
た
が
、
い
ま
に
至
っ
て
は
じ
め
て
発
展
の
可
能
性
を
え
た
と
い
う
。
社
会
学
徒
は
、
過
去
に
た
い
し
て
徹
底
的
に
反
省
し
、
将
来
に
備
え
る
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
社
会
学
は
、
哲
学
的
な
概
念
論
か
ら
脱
し
、
単
に
好
事
家
に
愛
さ
れ
る
科
学
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
価
戦
後
の
こ
の
時
期
の
わ
が
国
の
社
会
学
の
水
準
は
、
満
足
す
べ
き
状
〃
東
洋
社
会
〃
を
究
明
す
る
こ
と
が
研
究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
田
辺
壽
利
訳
「
社
会
学
的
方
法
の
基
準
」
（
昭
和
〃
・
７
）
は
、
エ
ミ
ー
ル
や
TＰＪ 満
足
す
べ
き
状
態
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
遠
い
将
来
を
予
想
し
た
ば
あ
い
、
日
本
社
会
学
は
〃
日
本
的
現
実
〃
や
阿閉吉男、内藤莞爾編『社会学史｣。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
論
著
の
反
訳
で
あ
る
。
同
書
は
か
つ
て
「
社
会
学
研
究
法
の
諸
基
準
』
（
昭
和
３
．
６
、
刀
江
書
院
）
の
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
今
回
再
刊
さ
れ
た
。
山
田
吉
彦
訳
『
社
会
学
と
哲
学
』
（
昭
和
〃
・
７
）
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
１
ムの論文集のＣ＆Ｃ』（国：（、言。⑭８蔦も爪威８１のＣ・国・侭一少国鳥・巳匿を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
は
か
つ
て
同
じ
『
社
会
学
と
哲
学
』
（
岡
書
院
、
大
正
ｕ
・
９
）
の
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
い
ま
再
刊
さ
れ
た
。
部
落
問
題
研
究
所
編
「
新
し
い
部
落
問
題
』
（
昭
和
”
・
７
）
は
、
新
制
中
学
の
生
徒
に
、
部
落
の
歴
史
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
あ
た
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
上
田
正
昭
・
藤
谷
俊
雄
・
金
子
欣
哉
ら
三
名
の
共
同
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
近
ご
ろ
部
落
問
題
に
た
い
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
民
主
主
義
教
育
の
一
環
と
し
て
〃
同
和
教
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なってきた（「はしがき」。
本書のは、ｍｍｘｍｍ、全二六三頁である。こんにちほとんど見かけることはないが、国立国会図書館が架蔵している。
馬場明男の涙魏社会学」（昭和〃・９）は、数年来、新制大学における一般教養の社会学講座を担当してきた著者の講義ノートをもとにまとめ
内
需
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
一
祁
辮
史
を
学
ぶ
人
び
と
に
二
ｕ
本
民
族
の
は
じ
ま
り
三
ヤ
マ
ト
国
家
の
な
り
た
ち
（
巾
噸
）
十
一
織
本
主
義
の
も
と
で
の
部
落
十
二
米
駁
動
と
水
平
社
十
三
大
脈
・
暇
和
の
解
放
運
動
十
囚
民
主
主
義
を
め
ざ
し
て
ｌ
で
あ
る
．
樺
俊
雄
編
「
ク
ラ
イ
ネ
ス
社
会
学
辞
典
』
（
昭
和
”
・
９
）
は
、
社
会
学
を
学
習
す
る
う
え
で
役
立
つ
項
目
を
、
す
ぐ
な
い
分
量
の
な
か
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
内
容
を
蝿
り
込
ん
だ
小
辞
典
で
あ
る
。
社
会
学
と
い
う
学
問
は
、
近
代
市
民
社
会
が
成
立
す
る
と
と
も
に
成
立
し
た
も
の
と
い
う
。
戦
前
に
お
い
て
、
社
会
学
は
必
ず
し
も
栄
え
な
か
っ
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
日
の
目
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
、
社
会
学
書
の
刊
行
も
し
だ
い
に
ふ
え
、
大
学
に
お
い
て
も
講
座
数
が
よ
う
や
く
多
く
な
っ
て
い
な
い
こ
と
の
左
証
と
う
け
と
ら
れ
て
も
し
か
た
が
な
か
っ
た
。
松本治一郎（一八八七～一九六六、大正・昭和期の部落解放運動家、政治家）は、筋金入りの部落解放運動の指導者であり、昭和二十二年（一
九
四
七
）
四
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
参
議
院
全
国
区
に
立
候
補
し
、
四
十
二
万
票
の
高
点
で
当
選
す
る
と
、
参
議
院
の
初
代
副
議
長
に
え
ら
ば
れ
た
。
か
れ
は
就
任
演
説
を
し
た
と
き
、
「
場
所
が
ら
を
わ
き
ま
え
ろ
」
と
い
っ
た
や
じ
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
に
な
っ
て
も
封
建
的
な
偏
見
や
考
え
の
残
り
か
す
が
ま
だ
完
全
に
な
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
育〃（被差別部落のひとびとの解放をはかるための教育）が各府県でおこなわれているという。筆者らは、過去四年にわたって従事した部落問題
無
謀
な
大
戦
を
は
じ
め
、
高
い
代
償
を
払
っ
た
結
果
戦
い
に
破
れ
た
日
本
は
、
新
し
い
法
の
も
と
に
す
べ
て
の
国
民
が
平
等
と
な
り
、
社
会
的
関
係
に
お
い
て
は
〃
差
別〃されないことになったがへむかしの差別が厳然たる事実として、戦後の社会においても存在するのである。本書は兵庫県における例を掲げて
いるが、昭和二十二年（一九四七）の秋から同二十六年（一九五一）の初めまでの間に、一七○件以上もの差別事件が起ったという。中に
は愛す
る
者
と
の
結
婚
が
で
き
な
く
て
自
殺
し
た
若
い
部
落
出
身
の
婦
人
労
働
者
や
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
が
、
部
落
の
出
身
と
い
う
こ
と
で
就
職
を
こ
と
わ
ら
れ
た
問
題
も
各
所
に
あ
る
と
い
う
。
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
の
成
果
を
い
ま
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
部落民ばかりにかぎらず、在日朝鮮人も学校や職場で、毎日のようにぶつかって苦しむことは、差別的なことばやしぐさで不愉快なおもいをす
(40）９５
社会学伝釆考
内
容
の
概
略
は
１
１
序
論
第
一
章
社
会
学
の
名
称
第
二
章
社
会
学
の
成
立
節
三
章
社
会
学
説
の
発
展
本
論
第
一
章
社
会
学
の
本
質
第
二
章
社
会
側
係
節
三
轍
祉
会
蕊
飾
川
蕊
牝
会
学
的
繍
域
と
方
法
ｌ
で
あ
る
．
社
会
学
の
力
法
論
止
の
特
徴
は
Ｐ
研
究
の
素
材
を
い
ろ
い
ろ
な
溢
料
や
文
献
に
も
と
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
並
要
な
の
は
、
直
か
に
社
会
調
在
を
お
こ
な
う
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
れ
を
〃
社
会
研
究
“
と
か
〃
社
会
探
代
〃
と
名
づ
け
て
い
る
。
社
会
調
在
と
は
な
に
か
。
耕
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
調
在
対
象
に
関
す
る
溢
料
を
、
観
察
記
録
し
た
り
、
分
緬
し
て
、
容
観
的
か
つ
実
験
的
に
取
り
あ
つ
か
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
調
査
は
、
〃
大
励
観
察
法
〃
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
技
術
的
方
法
に
よ
っ
て
、
〃
統
計
法
〃
と
も
い
わ
れ
て
い
る
と
い
う
（
七
一
頁
）
。
福
武
直
の
『
社
会
学
の
基
本
問
題
』
（
昭
和
〃
。
Ⅱ
）
は
、
『
社
会
学
の
現
代
的
課
題
』
（
昭
和
羽
・
皿
）
に
つ
づ
く
、
社
会
学
論
文
集
で
あ
る
。
本
書
は
、
社
会
学
の
概
説
書
を
一
応
勉
強
し
お
え
た
人
び
と
が
、
さ
ら
に
社
会
学
を
深
く
修
め
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
の
前
提
と
し
て
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
点
、
考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
点
な
ど
を
論
じ
た
も
の
と
い
う
。
し
か
し
、
本
書
は
は
じ
め
か
ら
計
画
的
、
体
系
的
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
断
っ
て
い
る
。
構
想
の
も
と
に
、
一
般
教
養
の
学
生
の
た
め
に
、
書
き
お
ろ
し
た
一
書
で
あ
る
。
内
溶
の
概
略
は
ｌ
嚇
一
鰯
紙
袋
学
の
腿
一
Ｍ
と
綣
腱
節
一
議
桃
会
学
の
旗
一
Ｍ
鍬
二
承
か
ら
雛
四
章
ま
で
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
萸
米
の
祉
会
学
鰍
二
篇
人
剛
枇
会
の
縮
鵬
過
腿
筑
三
職
人
Ⅲ
祉
会
の
形
成
難
剛
繍
社
会
災
剛
諭
ｌ
で
あ
る
．
商
川
雌
鵬
の
『
締
金
単
」
（
昭
和
”
・
９
〉
は
欝
附
が
祉
会
学
の
聯
究
を
は
じ
め
て
約
四
十
年
、
ｌ
鱗
山
川
を
こ
え
て
た
ど
り
つ
い
た
地
点
の
光
齢
の
縮
脚
だ
と
い
う。耕稀は大韓『社会学原理』（大庇８．２）と『社会学概論』（大正川・皿）を公にしたのち、社会学の特殊問題を組織的に論述する意図をもち
え
な
か
っ
た
が
、
終
戦
後
、
ふ
た
た
び
社
会
学
組
織
に
も
ど
る
気
持
に
な
り
、
析
縛
の
執
韮
に
数
年
の
歳
几
を
捧
げ
た
と
い
う
。
そ
の
成
果
が
本
書
で
あ
る
。
内
詳
の
概
略
は
１
節
一
部
社
会
学
鮒
一
獺
枇
拳
の
菱
嚇
二
童
人
附
締
合
の
科
学
と
し
て
の
祉
会
学
雛
三
瀬
社
会
科
学
社
会
法
則
鮒
二
柵
そ
の
社
会
鑿
諭
竺
榔
社
会
鑿
の
形
成
ｌ
雌
騨
約
説
卿
鋪
叫
梛
秋
会
朧
造
に
か
ん
す
る
談
法
川
瀦
燕
変
鋤
の
方
向
ｌ
で
あ
る
．
久保田正文の「社会学』（昭和汀。、）は、小著（七十七頁）である。本の大きさは、ｍｍｘ唖叩である。こんにち同書を見る機会はほとんど・
な
い
が
、
国
立
国
会
図
書
館
は
架
蔵
し
て
い
る
。
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
同
書
に
は
「
序
文
」
も
「
あ
と
が
き
」
も
付
い
て
い
な
い
。
同
書
は
平
易
な
社
会
学
入
門
書
と
い
つ
た
印
象
を
あ
た
え
る
。
た
一
書
で
あ
る
よ
う
だ
。
戦
前
、
ド
イ
ツ
社
会
学
の
影
響
を
う
け
た
著
者
は
、
戦
後
新
し
い
ア
メ
リ
カ
社
会
学
を
摂
取
す
る
の
に
相
当
苦
労
し
た
と
い
う
。
本
書
は
新
し
い
9４（41）
内
糯
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
ざ
序
説
輔
一
編
古
代
社
会
’
一
○
世
紀
ご
ろ
ま
で
節
二
繍
對
幽
祉
会
’
’
一
○
世
紀
ご
ろ
よ
り
一
爪
世
紀
ま
で
鰍
三
綱
卿
雌
社
会
後
側
’
一
五
世
紀
よ
り
一
九
仙
紀
ま
で
筋
四
編
近
代
祉
会
の
形
成
’
一
九
世
紀
以
後
ｌ
で
あ
る
．
偏武直訳『社会学の鍵宴』（昭和”・旧）は、昭和十九年（一九四四）にトゥルンヴアルト編『社会学の対象と力法」（青山書院）として刊行し
た
も
の
を
、
今
回
表
題
を
変
え
て
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
を
再
刊
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
は
、
一
つ
は
初
学
者
の
社
会
学
へ
の
興
味
を
喚
起
し
、
わ
が
国
の
社
会
学
研
究
者
に
一
人
で
も
多
く
の
人
材
を
加
え
る
一
助
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
福武直、安田一一一郎共訳『社会調査』（昭和汀・血）は、ジョージ。Ａ・ランドバーグのの。§一司駕ロ弓戸ＦＣｐね白目の『○円の自画且ｎｏ：Ｂ台を反訳し
か
っ
て
の
〃
修
身
”
〃
公
民
〃
に
代
っ
て
、
〃
社
会
科
“
が
小
学
校
か
ら
新
制
高
校
に
い
た
る
ま
で
学
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
社
会
学
は
新
川
大
学
の
教
科
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
新
制
大
学
で
社
会
学
を
識
じ
る
人
間
が
急
き
ょ
必
要
に
な
り
、
教
師
は
旧
制
度
下
に
三
十
名
足
ら
ず
で
あ
っ
た
が
、
百
瓦
十
名
ち
か
く
ま
で
ふ
え
た
。
天
兜
制
の
し
っ
こ
く
を
脱
し
た
社
会
学
は
、
大
き
く
羽
ば
た
く
発
展
の
可
能
性
を
え
た
が
、
耕
洲
に
よ
る
と
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
過
去
へ
の
徹
底
的
な
反
符
と
将
来
に
備
え
て
の
努
力
だ
と
い
う
。
日
本
社
会
学
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
の
道
は
、
Ⅲ
論
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
証
的
研
究
を
促
進
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
も
協
同
研
究
や
隣
接
諸
科
学
と
の
協
力
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
。
き
ち
Ｕ
東
北
大
学
教
授
・
中
村
吉
治
の
『
Ⅱ
本
社
会
史
』
（
昭
和
〃
。
Ⅱ
）
は
、
日
本
の
民
衆
の
歴
史
に
つ
い
て
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
社
会
史
研
究
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
労
働
運
動
や
社
会
運
動
が
活
発
と
な
る
大
正
時
代
の
中
頃
か
ら
だ
と
い
う
。
従
来
、
わ
が
国
の
歴
史
家
は
、
や
や
も
す
れ
ば
〃
支
配
者
の
歴
史
“
に
目
を
む
け
、
〃
被
支
配
者
の
歴
史
“
の
研
究
を
Ｈ
ざ
す
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
が
、
や
が
て
大
正
の
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
日
本
社
会
の
通
史
や
研
究
論
文
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
〃
社
会
史
〃
の
定
義
や
研
究
の
力
法
と
な
る
と
汎
沌
と
し
て
い
た
。
峨
争
が
は
じ
ま
る
前
か
ら
戦
争
中
に
か
け
て
、
社
会
史
研
究
は
ふ
る
わ
ず
、
水
面
下
で
ひ
そ
か
に
お
こ
な
わ
れ
、
戦
後
の
民
主
主
義
社
会
が
社
会
史
研
究
の
動
機
と
な
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
－
－
序
第
一
部
社
会
学
の
方
法
第
二
部
社
会
学
と
現
実
第
三
部
社
会
学
の
悶
題
附
属
日
本
に
お
け
る
社
会
学
の
腱
附
ｌ
で
あ
る
。
わ
が
国
は
太
平
洋
戦
争
に
徹
底
的
に
敗
北
し
た
あ
げ
く
、
急
激
な
社
会
変
動
の
渦
中
に
投
げ
こ
ま
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
は
敗
戦
の
深
い
痛
手
の
な
か
か
ら
徐
々
に
立
ち
な
お
り
つ
つ
あ
っ
た
。
戦
前
、
社
会
学
は
や
や
も
す
れ
ば
世
間
か
ら
毛
ぎ
ら
い
さ
れ
、
肩
身
が
せ
ま
い
お
も
い
を
し
て
い
た
が
、
戦
後
、
社
会
学
を
め
ぐ
る
環
境
は
一
変
し
、
そ
の
地
位
は
飛
舩
的
に
高
ま
っ
た
。
(42）９３
社会学伝来考
堀真琴訳「社会学の根本問題』（昭和〃。、）は、ゲオルグ・ジンメルの⑦量苫＆買彊苫烏「口局員（画⑱Ｓａごミミミミｑの§房ｑ貢ご・の画冒一目”
の。⑪・ずの。．］①『を反訳したものであるが、公刊すること、これで一一一度目である。第一回目は昭和四年（一九二九）に内外社から、第二回目は昭和
十
五
年
二
九
四
○
）
に
改
造
文
庫
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
訳
者
に
よ
れ
ば
、
訳
業
は
稚
拙
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
訂
正
の
筆
を
加
え
て
、
完
全
な
も
の
に
し
た
か
じ
ゅ
う
ぜ
ん
っ
た
が
、
そ
の
努
力
は
必
ず
し
も
十
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
べ
て
い
る
（
「
訳
者
あ
と
が
き
」
）
。
か
け
は
し
あ
き
ひ
で
立命館大学教授・梯明秀の「社会の起源』（昭和、。Ⅱ）は、昭和十一年（一九一一一六）に一一一笠書房から、唯物論全書の一冊として出版されたも
の
の
文
庫
版
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
本
書
は
著
者
の
数
冊
の
著
述
の
う
ち
で
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
も
っ
と
も
よ
く
読
ま
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
社
会
諸
科
学
の
研
究
対
象
と
し
て
の
〃
社
会
的
諸
現
象
〃
は
、
社
会
の
起
源
に
お
い
て
は
じ
め
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
は
や
さ
き
や
し
ま
早崎八洲の小著『社会学」（昭和鍋。ｌ）は、医学書院の目吋⑪Ｑ⑪ロウ日ｑちゅうの一冊である。同書は、ｍｍｘ恥、、全五十一一一頁である。著者
は
社
会
学
の
裏
と
し
て
ｌ
社
会
学
と
は
、
ひ
と
び
と
の
繁
り
の
生
成
鑿
性
質
作
川
を
珊
究
す
る
学
問
で
あ
ｑ
社
会
科
学
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
社
会
学
は
、
複
雑
怪
奇
な
も
の
。
〃
社
会
〃
に
〃
学
〃
が
つ
い
た
も
の
が
社
会
学
で
あ
り
、
一
筋
な
わ
で
は
ゆ
か
ぬ
代
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
、
と
い
つ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
科
学
の
欠
陥
の
一
つ
は
、
実
証
的
研
究
が
よ
わ
い
こ
と
だ
と
い
う
。
研
究
書
の
不
足
か
ら
、
調
査
の
不
備
が
月
だ
つ
の
で
あ
る
。
戦
後
社
会
調
査
は
ひ
じ
ょ
う
に
重
視
さ
れ
た
の
は
よ
い
が
、
そ
の
案
内
書
は
き
わ
め
て
す
ぐ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
訳
者
ら
は
、
社
会
調
査
の
す
べ
て
に
わ
た
る
、
す
ぐ
れ
た
解
説
書
と
し
て
、
ラ
ン
ド
バ
ー
グ
の
著
書
に
注
目
し
、
そ
れ
を
訳
出
し
よ
う
と
志
し
た
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
謹
日
木
版
お
よ
び
雛
一
旗
第
二
臓
へ
の
序
文
第
一
章
社
会
調
齋
の
蕊
と
計
画
第
二
童
雰
繍
的
観
察
と
爽
験
的
技
術
に
ま
つ
わ
る
諸
附
難
第
三
章
川
総
法
・
単
位
・
分
類
節
四
章
社
会
調
識
の
主
鍵
な
方
法
講
避
意
社
会
調
査
に
お
け
る
標
本
（
中
略
）
鱒
十
一
章
現
地
製
ｌ
耐
説
と
祉
会
蹄
燕
第
十
二
章
社
会
的
統
計
記
録
の
作
成
ｌ
で
あ
る
。
ている。
は
で
き
な
い
と
い
う
。
テ
ー
マ
調
査
は
闇
雲
に
で
き
な
い
か
ら
、
ま
ず
調
査
の
主
題
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
い
で
準
備
的
検
討
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
〃
資
料
〃
を
入
手
し
、
そ
れ
を
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
調
査
計
画
（
テ
ー
マ
）
が
ど
ん
な
に
よ
く
て
も
、
資
料
の
入
手
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
企
画
を
実
行
に
移
す
こ
と
ひ
と
内
容
の
概
略
は
ｌ
｜
社
会
学
の
定
義
二
社
会
人
口
三
人
四
社
会
護
流
織
〈
霞
六
文
化
七
社
会
制
度
八
結
譜
ｌ
‐
‐
で
あ
る
．
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一
九
六
万
八
二
六
町
歩
で
あ
っ
た
。
都
会
に
住
む
不
在
地
主
は
一
掃
さ
れ
、
ま
た
在
村
地
主
は
、
最
高
一
町
歩
ほ
ど
の
小
作
地
し
か
も
つ
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
山
形
庄
内
の
大
地
主
・
本
間
家
は
、
二
千
町
歩
を
解
放
し
、
わ
ず
か
四
町
歩
の
自
作
地
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
不耕の徒として、小作農が納める米であぐらをかいて暮らしていた地主階級は、農地改革によって零落した。内容の概略は－１序章わが国士
と
臘
業
第
一
箪
艘
付
は
ど
う
変
っ
た
か
第
二
蕊
腱
民
は
、
い
か
に
生
き
て
い
る
か
第
三
章
農
業
に
光
明
は
あ
る
か
第
四
蕊
農
業
と
国
風
ｌ
で
あ
る
．
早稲田大学教授・北沢新次郎二八八七～’九八○、大正・昭和期の経済学者、社会運動家）の『社会思想講話』（昭和犯・３）は、昭和二十
六年二九五一）に公刊した「西洋思潮入門』（大日本雄弁会講談社、昭和加・２）の改訂版である。各時代のさまざまの制度や機構は、人間の
一
九
八
万
七
九
○
二
町
歩
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
小
作
人
に
売
り
渡
し
た
農
地
は
、
である。戦災によって痛めつけられるが、わが国士はＧＨＱの指令のもとに〃農地改革〃が断行された。そのやり方は、政府が地主の土地を買収
し
て
、
し
か
る
の
ち
そ
れ
を
小
作
人
に
売
り
渡
し
た
。
日
本
列
島
は
、
四
つ
の
島
か
ら
成
る
が
、
敗
戦
の
結
果
そ
こ
に
約
八
千
四
百
万
人
の
人
間
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
国
民
の
約
半
数
は
、
農
民
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
この国土に営々として労力を注いで、食撮生産に従事している。四つの島の総面積は、三十六万九千平方キロであり、耕地はといえば、総面積の
わ
ず
か
一
四
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
日
本
と
似
た
国
の
耕
地
と
比
べ
る
と
、
団野信夫の「農業・農村・農民』（昭和泌・２）は、一軒
は
で
き
る
だ
け
や
さ
し
く
、
事
実
を
伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
と
い
う
。
政
府
が
買
収
し
た
農
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
三
一
％
イ
タ
リ
ア
は
五
六
％
一
新
聞
記
者
が
日
本
の
農
業
、
農
村
、
農
民
に
つ
い
て
書
い
た
、
あ
り
の
ま
ま
の
報
告
だ
と
い
う
。
叙
述
(44）９１
社会学伝来考
考え方に大きな影響を及ぼさずにおかないという。その結果あるまとまった考え方が生成してくるが、それが〃社会思想〃だという。しかし、こ
の
話
は
さ
ま
ざ
ま
の
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
概
念
な
の
で
あ
る
。
い
か
内
容
の
鱈
は
ｌ
は
し
が
慧
篶
社
会
思
想
と
は
如
何
な
る
も
の
か
第
一
篇
古
代
筑
一
》
蘂
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
社
会
愚
第
二
章
ロ
ー
マ
禰
国
隣
代
の
社
会
鰹
懲
第
二
篇
中
世
第
三
篇
近
世
社
会
思
想
の
発
端
第
四
篇
近
世
の
社
会
思
想
第
五
篇
現
代
に
お
け
る
経
済
社
会
思
想
の
鰄
流
ｌ
で
あ
る
。
た
ま
き
は
じ
め
玉
城
肇
の
冥
護
制
度
論
ｌ
脚
本
社
会
と
ア
ジ
ア
的
家
族
制
度
』
（
鵬
和
泌
・
３
）
は
護
制
度
と
蓑
制
度
お
よ
び
同
族
集
団
と
の
關
侭
脚
本
の
家
族
制
度
と
社
会
と
の
闘
係
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
‐
Ｈ
本
社
会
の
蔑
的
基
礎
と
し
て
の
同
族
集
団
Ⅱ
ｕ
本
社
会
に
お
け
る
家
麟
的
・
親
族
的
櫛
成
と
そ
の
関
係
Ⅲ
ｎ
本
社
会
の
雑
木
的
秩
序
と
し
て
の
家
父
長
制
Ｉ
で
あ
る
．
日本の家父長的権威の特徴とはなにか。歴史的にみれば、それは専制的な従属関係を強いていたことである。それを日本女性について見ると、
自由意志というものがすっかり失なわれ、もっぱら〃忍従〃（我慢）の境遇に置かれていたことである二五七頁）。
か
い
の
う
み
ち
た
か
早稲田大学教授・戒能通孝（一九○八～七五、昭和期の法学者、弁護士）の『群集』（昭和懇・３）は、著者の随想録といった性格の書物であ
る
。
著
者
が
あ
れ
こ
れ
心
に
浮
ぶ
ま
ま
書
き
と
め
た
も
の
を
ま
と
め
て
一
冊
に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
〃
心
理
的
記
録
〃
と
呼
ん
で
い
る
。
内
糯
の
概
略
は
ｌ
｜
過
去
の
没
落
二
Ⅲ
本
の
呪
災
三
秩
序
と
権
威
四
革
命
と
恋
愛
ｌ
で
あ
る
．
櫛川定雄の『入門社会学ｌ人間側係の社会珊論』（昭和躯ｊ）はⅢ箸『祉会学入門」（中文館書店、昭和鋤・９）に根臓からメスを加え、
まったく新しい構想と内容を盛って誕生したのがこの小著だという。著者の観るところ、数多の社会学文献の大半は、大部なものか〃難解〃なも
の
で
あ
り
、
初
学
者
や
一
般
読
者
に
愛
読
し
て
も
ら
え
る
も
の
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
著者の社会学に通じてみられる態度は、人間を社会の主体者として捉え、生きた人間社会そのものを見ようとするものであった。内容の概略は
’
第
一
章
社
会
学
の
課
題
と
方
法
第
二
章
文
化
の
構
造
と
人
剛
関
係
節
三
章
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
の
形
成
と
人
間
関
係
第
四
章
人
間
関
係
の
鍵
礎
柵
造
第
五
章
人
胸
関
係
の
過
程
と
類
型
第
六
章
人
間
関
係
の
変
容
と
変
動
Ｉ
で
あ
る
．
福武直の『社会学の現代的課題』（昭和犯・４）は、昭和二十三年（一九四八）十月、日本評論社から刊行した旧著の再刊である。本書に収録
された論文は、刊行の前後にわたって、多くの紹介や手きびしい批判をうけたという。多くの批判には、承服しがたい点もあったが、浅薄安易な
研
究
態
度
で
、
小
手
先
の
つ
た
な
い
技
巧
に
た
よ
っ
て
書
い
た
こ
と
を
反
省
し
た
よ
う
で
あ
る
。
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清
水
義
弘
訳
『
社
会
学
入
門
』
（
昭
和
邪
・
４
）
は
、
ア
ル
マ
ン
・
キ
ュ
ヴ
ィ
リ
エ
（
一
八
八
七
～
一
九
七
三
、
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
大
学
名
誉
教
授
）
の
ヨ
ミ
冒
息
冒
菖
口
吻Ｃ§』（衝Ｐシーョｍａｎ・一ヨ・勺目の．Ｓ②９←⑯＆．．］のちのすべてを反訳したものである。本書はデュルヶーム主義とマルクス主義とを克服して〃人間の
科
学
〃
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
書
か
れ
た
書
物
の
よ
う
で
あ
る
（
「
訳
者
あ
と
が
き
」
）
ｐ
内
容
の
概
略
は
１
日
本
譜
版
の
た
め
の
序
文
序
第
一
部
社
会
学
の
諸
側
題
第
二
部
蕊
講
・
方
法
お
よ
び
仮
醜
ｌ
で
あ
る
．
林
恵
海
、
臼
井
二
尚
共
編
『
教
養
講
座
社
会
学
』
（
昭
和
泌
・
４
）
は
、
日
本
社
会
学
会
が
新
制
大
学
教
養
講
座
と
し
て
の
社
会
学
の
あ
り
方
と
、
そ
の
講
義
要
綱
と
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
十
三
名
の
専
門
委
員
の
論
文
を
あ
つ
め
て
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
制
大
学
の
教
養
課
程
に
お
け
る
社
会
学
は
、
専
門
課
程
の
社
会
学
科
に
お
け
る
〃
概
論
ふ
う
〃
の
も
の
と
異
な
り
、
教
養
と
し
て
の
社
会
学
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
社
会
生
活
を
科
学
的
に
理
解
し
、
祉
会
人
と
し
て
正
し
い
災
践
的
な
心
構
え
を
養
う
と
い
う
の
が
眼
目
で
あ
っ
た
．
内
糯
の
概
略
は
ｌ
序
文
第
一
蕊
人
間
と
祉
会
第
二
環
集
団
と
社
会
第
三
章
文
化
と
社
会
第
四
章
社
会
の
変
動
鍬
玩
章
学
史
と
力
法
第
六
轍
日
本
社
会
学
の
発
展
ｌ
で
あ
る
．
大
道
愛
次
郎
の
『
高
冊
社
会
学
』
（
昭
梨
・
↓
）
は
、
恩
師
・
高
山
保
馬
が
提
隅
し
た
個
別
社
会
学
“
ｌ
鶉
社
会
学
”
の
す
ぐ
れ
た
点
や
特
徴
な
ど
を
辮
観
的に描いたものである。日本社会学はＹ現実的実証的な研究において世界の学界におくれをとっていたが、著者によると、わが国の理論社会学は、
程
ｌ
で
あ
る
．
し
か
し
、
た
と
え
本
書
が
未
熟
な
矛
盾
だ
ら
け
の
述
作
で
あ
っ
て
も
、
社
会
学
を
志
す
若
い
学
徒
の
共
感
を
い
く
ら
か
さ
そ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
著
者
は
確
信
し
て
い
た
。
著
者
が
い
ま
ふ
た
た
び
本
書
を
再
刊
し
よ
う
と
企
て
た
の
は
、
こ
の
共
感
を
少
し
で
も
広
げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
松
堅
太
郎
の
『
社
会
変
動
論
』
（
昭
和
泌
・
４
）
は
、
『
社
会
構
造
の
理
論
」
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
７
．
３
）
の
姉
妹
篇
で
あ
る
と
い
う
。
著
者
は
た
し
か
に
社
会
の
柵
造
の
研
究
に
従
事
し
て
き
た
が
、
社
会
の
変
動
の
考
究
に
は
た
え
ず
関
心
を
寄
せ
て
き
た
と
い
う
．
昭
和
’
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
下
旬
ｌ
「
社
会
変
勁
諭
」
の
初
校
が
完
成
し
た
が
、
同
年
七
月
慮
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
軍
部
の
威
力
が
増
大
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
版
元
の
岩
波
書
店
は
出
版
を
断
念
し
た
。
戦
後
、
学
問
の
自
由
を
え
る
に
及
ん
で
、
著
者
は
ふ
た
た
び
執
筆
に
と
り
か
か
り
、
つ
い
に
出
版
の
運
び
と
な
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
変
動
論
序
説
第
一
節
変
動
す
る
社
会
の
構
造
第
二
節
変
動
の
能
機
と
過
程
第
三
節
社
会
変
動
の
諸
動
因
第
四
節
社
会
変
動
の
根
本
条
件
第
二
章
社
会
変
動
の
過
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
人
間
の
生
活
態
度
で
あ
る
と
い
う
。
社
会
の
変
動
（
変
わ
り
う
ご
く
こ
と
）
を
考
え
る
と
き
、
い
ち
ば
ん
先
に
問
題
と
な
る
も
の
は
、
社
会
の
何
が
変
わ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
変
動
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由
来
、
わ
が
国
の
社
会
学
の
大
勢
は
八
建
部
や
米
田
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
コ
ン
ト
流
の
〃
綜
合
社
会
学
〃
で
あ
っ
た
。
が
、
高
田
は
そ
の
よ
う
な
行き方をせず、果敢にも社会学を個別科学として樹立しようとした。高田は西洋の諸学説のよいところは採り、悪いところはすて、独自の工夫と
さ
ん
ざ
よ
う
創
意
に
よ
り
、
一
つ
の
理
論
社
会
学
を
構
築
し
た
。
本
書
は
概
し
て
恩
師
に
た
い
す
る
讃
仰
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
序
論
高
山
社
会
学
の
学
界
的
意
義
第
一
章
高
山
社
会
学
の
方
法
論
第
二
章
社
会
本
質
論
策
三
章
高
、
社
会
学
の
体
系
第
四
章
と
第
狐
章
高
田
社
会
学
の
独
杣
Ｈ
口
第
六
章
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
批
判
者
と
し
て
の
高
川
博
士
第
七
章
高
川
社
会
学
の
性
橘
附
録
生
澱
と
著
作
ｌ
で
あ
る
・
い
ぬ
い
た
か
し
乾
孝
（
一
九
一
一
～
九
四
、
昭
和
期
の
心
理
学
者
）
は
、
東
京
の
ひ
と
で
あ
る
。
法
政
大
学
哲
学
科
を
卒
業
後
、
同
大
学
予
科
の
助
手
、
講
師
、
助
教
授
を
へ
て
、
戦
後
教
養
部
の
教
授
と
な
っ
た
．
専
川
分
蠅
の
著
書
も
多
い
．
同
人
が
編
ん
だ
「
Ｈ
本
は
狂
っ
て
る
ｌ
戦
後
異
常
心
蝋
の
分
析
』
（
昭
製
・
４
）
は
、
戦
後
の
炎
常
現
象
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
洞
察
し
、
そ
れ
を
文
字
に
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
〃
異
常
心
Ⅲ
〃
を
扱
っ
た
書
物
は
す
ぐ
な
い
だ
け
に
、
本
書
の
稀
少
価
値
は
高
い
。
戦
後
の
異
常
現
象
の
う
ち
で
い
ち
ば
ん
狂
っ
て
い
る
の
は
、
〃
犯
罪
の
異
常
さ
〃
で
あ
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
件
が
そ
れ
で
あ
る
。
高
田
保
馬
に
よ
っ
て
、
世
界
的
水
準
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
と
い
う
。
由
来
、
わ
が
国
の
社
会
学
の
大
勢
は
八
建
部
や
米
田
が
そ
う
で
１
行
き
方
を
せ
ず
、
果
敢
に
も
社
会
学
を
個
別
科
学
と
し
て
樹
立
し
し
liiliillllll 便所に入った養父を友人にたの
ん
で
銃
殺
し
て
も
ら
っ
た
事
件
。
高田保`鴇大道安次郎著
『高田社会学」より。
EMRlｾﾞjijIIl
乾孝編『日本は狂ってる－戦後典`儲心理
の分析』。
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街
中
に
は
退
廃
ム
ー
ド
が
横
い
つ
し
、
〃
ス
ト
リ
ッ
プ
〃
（
女
の
ダ
ン
サ
ー
が
見
せ
る
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
演
芸
）
が
大
い
に
流
行
し
た
。
一
方
、
全
国
各
地
に
あ
る
進
駐
軍
の
基
地
周
辺
に
は
、
バ
ラ
ッ
ク
の
キ
ャ
バ
レ
１
や
〃
特
殊
女
性
〃
の
い
る
仮
設
の
家
屋
が
つ
く
ら
れ
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
米
軍
基
地
で
働
く
労
務
者
の
数
は
十
九
万
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
終
戦
後
、
立
川
基
地
で
働
き
、
の
ち
大
学
の
先
生
に
な
っ
た
筆
者
の
元
同
僚
に
よ
る
と
、
立
川
基
地
に
い
た
と
き
、
元
陸
軍
少
将
が
い
た
と
い
う
。
よ
く
英
語
の
疑
問
点
に
関
し
て
質
問
を
う
け
た
と
い
う
。
ま
た
同
基
地
で
働
く
日
本
婦
人
の
中
に
は
、
米
兵
に
犯
さ
れ
る
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
。
内容の概略はｌはじめに犯罪の異常（乾孝）トバク時代（呵川区議）ストリップばやり（編山定良）チャンバラと接吻映画（鈴木幹人）
神
“
の
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ワ
ー
（
佐
木
秋
夫
）
言
語
の
混
乱
（
大
久
保
忠
利
）
家
族
関
係
の
脱
線
（
吉
川
正
苔
）
職
業
戦
線
異
常
な
し
（
佐
木
秋
夫
）
ｌ
で
あ
る
．
磯
村
英
一
の
『
都
市
社
会
学
」
（
昭
和
犯
・
４
）
は
、
東
京
都
庁
で
の
民
生
局
長
の
し
ご
と
の
か
た
わ
ら
、
〃
都
市
社
会
〃
の
幾
多
の
研
究
テ
ー
マ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
を
著
わ
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
も
の
は
、
恩
師
戸
田
貞
三
か
ら
〃
都
市
社
会
学
〃
の
勉
強
の
た
め
に
渡
米
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
、
約
百
日
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
社
会
を
実
見
し
た
結
果
で
あ
る
。
著
者
は
ア
メ
リ
カ
視
察
旅
行
ち
ゅ
う
、
都
市
研
究
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
帰
国
後
、
公
務
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
睡
眠
時
間
を
へ
ら
し
て
完
成
し
たのが本書である。
ひ
と
は
な
ぜ
賭
博
に
走
る
の
か
。
ト
バ
ク
の
根
底
に
は
、
不
安
と
不
安
定
の
心
理
が
流
れ
て
い
る
と
い
う
。
ば
く
ち
を
や
る
の
は
不
安
か
ら
逃
避
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
敗
戦
後
の
日
本
人
の
心
理
を
支
配
し
て
い
た
の
は
、
混
乱
と
虚
脱
（
気
抜
け
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
ま
の
金
融
と
経
済
の
不
安
時
代
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
経
済
生
活
は
イ
ン
フ
レ
の
大
き
な
波
に
呑
ま
れ
、
将
来
の
生
活
が
ど
う
な
る
の
か
だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
い
。
勤
労
者
が
ま
じ
め
に
働
い
て
得
ら
れ
る
賃
金
で
は
、
生
活
を
支
え
る
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
合
法
而
の
ト
バ
ク
ー
競
輪
や
蓬
が
ひ
じ
よ
う
な
勢
い
で
発
展
し
て
い
っ
た
．
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
事
件
の
異
常
性
の
原
因
究
明
と
な
る
と
、
著
者
も
明
確
な
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
だ
。
敗
戦
直
後
の
一
、
二
年
は
、
社
会
の
混
乱
期
で
あ
り
、
国
民
の
生
活
は
す
さ
ん
で
い
た
。
駅
前
の
広
場
、
ヤ
ミ
市
の
角
、
盛
り
場
の
入
口
、
公
園
、
縁
日
な
ど
に
、
〃
伝
と
ば
く
た
い
は
い
助
ト
バ
ク
〃
（
イ
ン
チ
キ
賭
博
）
を
見
な
い
日
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
｝
」
の
イ
カ
サ
マ
ば
く
ち
は
、
混
乱
、
虚
脱
、
頽
廃
の
世
相
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
母
娘
仲
よ
く
亭
主
を
コ
マ
切
れ
に
料
理
し
た
事
件
。
ふ
と
し
た
思
い
つ
き
か
ら
、
国
宝
を
も
や
し
て
し
ま
っ
た
事
件
。
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内
容
の
概
略
は
’
第
一
編
都
市
社
会
の
理
論
第
一
章
都
市
社
会
の
意
義
第
二
章
都
市
人
口
の
生
態
第
三
章
都
市
社
会
の
形
成
第
二
編
都
市
社
会
の
実
態
第
三
編
都
市
の
社
会
病
理
現
象
第
一
章
ス
ラ
ム
第
二
章
浮
浪
者
第
三
竜
売
淫
ｌ
で
あ
る
．
か
っ
て
東
京
都
内
の
各
所
に
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
「
売
春
防
止
法
」
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
、
〃
赤
線
〃
と
呼
ば
れ
る
特
殊
飲
食
店
と
し
て
営
業
許
可
さ
れ
た
公
ば
く
と
う
き
た
ん
妬街地区があった。同韮曰によると、来京における赤線区域の発生は、戦前の玉の丼だという。王の仲は、永井荷風の小説「澱來綺講」（昭和皿）
た
だ
す
の舞公口になったところである。作家の「私」こと大江匡と私州お雪との交備を詩愉舩かに描いた作、叩である。
す
き
趣
昭
和
一
一
十
七
年
（
一
九
五
一
一
）
六
Ⅱ
現
在
で
、
州
家
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
新
吉
原
、
蝿
川
、
向
島
で
あ
り
、
つ
い
で
岻
戸
、
洲
崎
（
人
口
に
た
し
か
「
洲
崎
パ
ラ
ダ
イ
ス」といったネオンサインが出ていた）、新禰、新小岩であった。蛸婦がもっとも多いのは折吉原であり八五○名あまりおり、新桁、洲崎、向島
ぽ
い
い
ん
の
順
で
あ
っ
た
。
金
を
も
ら
っ
て
じ
ぶ
ん
の
肉
体
を
異
性
の
慰
み
に
供
す
る
行
為
を
〃
売
淫
〃
と
い
う
が
、
そ
の
発
生
原
因
は
社
会
の
経
済
状
況
に
あ
っ
た
。
圭
兀
群
を
お
こ
な
う
女
性
ら
の
多
く
は
、
生
活
の
困
苦
と
闘
う
た
め
に
や
む
な
く
賎
業
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
売
春
婦
の
出
生
地
は
、
貧
困
な
る
農
村
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
綿
貫
哲
雄
の
「
社
会
学
通
論
』
（
昭
和
泌
・
４
）
は
、
西
洋
の
諸
家
の
学
説
を
ふ
ま
え
て
、
社
会
学
全
般
に
わ
た
っ
て
自
説
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
鮒
一
章
個
人
と
社
会
第
二
章
社
会
意
識
第
三
章
社
会
集
凹
第
四
章
秩
序
と
進
歩
あ
と
が
き
Ｉ
で
あ
る
。
鈴
木
栄
太
郎
の
『
日
本
農
村
社
会
学
要
論
」
（
昭
和
泌
・
５
）
は
、
『
日
本
農
村
社
会
学
原
理
』
（
時
潮
社
、
昭
和
旧
・
⑫
）
か
ら
村
落
社
会
の
構
造
に
直
接
関
係
し
て
い
る
部
分
だ
け
を
抜
き
だ
し
て
つ
く
っ
た
抄
本
だ
と
い
う
。
戦
時
と
戦
後
、
ひ
ど
い
突
風
が
都
市
や
農
村
に
も
吹
き
ま
く
っ
た
が
、
Ｈ
木
農
村
の
捗
成
原
理
は
、
そ
の
ま
ま
ま
だ
生
き
て
い
る
と
い
う
。
農
村
社
会
学
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
実
川
の
学
と
し
て
生
ま
れ
、
同
国
の
農
民
も
そ
こ
か
ら
学
び
と
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
い
う
。
わ
が
国
の
農
村
社
会
学
は
必
ず
し
も
〃
突
川
〃
を
月
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
の
形
の
突
川
に
役
立
た
ぬ
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
わ
が
川
に
お
け
る
腱
付
社
会
学
の
特
性
は
腱
村
に
お
け
る
社
会
化
の
馳
位
で
あ
る
ｌ
”
村
”
と
掌
“
と
の
社
会
学
的
研
究
を
主
に
す
る
も
の
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
Ｈ
木
爬
付
社
会
珊
究
法
第
二
竜
Ｈ
水
農
村
の
社
会
柵
造
節
三
歳
日
本
農
村
に
於
け
る
祉
会
染
Ⅲ
節
四
章
Ⅱ
本
腱
付
に
於
け
る
杜
会
関
係
第
爪
章
自
然
村
の
銃
眺
と
典
礼
会
意
識
第
昨
ハ
章
側
心
災
同
蝋
第
七
章
Ⅱ
水
の
村
の
分
繊
ｌ
で
あ
る
．
近
藤
康
男
の
編
著
『
貧
し
さ
か
ら
の
解
放
」
（
昭
和
犯
・
５
）
は
、
共
同
研
究
で
あ
り
、
多
数
の
研
究
者
が
寄
嫡
し
て
い
る
。
農
村
・
漁
村
・
山
村
な
ど
で
再
生
産
さ
れ
て
い
る
貧
し
さ
を
生
む
経
済
的
か
ら
く
り
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
本
書
は
貧
し
さ
か
ら
の
解
放
を
大
衆
に
指
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
第
一
部
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
貯
水
池
Ⅱ
農
村
第
二
剛
わ
れ
は
海
の
子
第
三
部
山
に
あ
が
る
狼
火
む
す
び
ｌ
で
あ
る
．
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第
十
三
章
社
会
変
動
ｌ
で
あ
る
．
福
武
直
訳
『
変
革
期
に
お
け
る
人
間
と
社
会
現
代
社
会
柿
造
の
研
究
〔
上
巻
〕
」
（
昭
和
泌
・
６
）
は
、
一
九
三
三
年
自
由
主
義
者
の
故
を
も
っ
て
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
追
われ、のちロンドン大学に移ったカール・マンハィム（一八九三～一九四七）が、オランダにいたとき英訳し増補した罵蔑§＆の。ａｓ冒冒」鴇
＆句§いぎ・嘗菖・の盲鳶吻ミミミミのミミの§§鼠］Ｃｇ（原書は罵冨ｓ憲菖の§房。ご悪ミ尽冒（§§〔盲目；』①四ｍ）を反訳したものである。
翻
訳
の
底
本
は
一
冊
で
あ
る
が
、
訳
書
で
は
つ
ご
う
に
よ
り
上
下
二
冊
に
わ
け
た
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
緒
言
序
論
社
会
的
藍
時
代
の
意
義
第
一
部
現
代
社
会
に
お
け
る
合
理
的
婆
素
と
非
合
理
的
婆
素
第
二
部
文
化
に
お
け
る
現
代
的
危
機
の
社
会
的
諸
原
因
第
三
部
危
機
・
独
裁
・
戦
争
第
四
部
計
画
の
水
準
に
お
け
る
思
考
第
五
部
自
由
の
た
め
の
計
画
第
六
部
計
画
の
水
準
に
お
け
る
日
内
容
の
概
略
は
ｌ
鮒
一
章
社
会
の
水
徹
第
二
寵
社
会
の
諸
階
段
鍬
三
噸
社
会
と
環
境
第
Ⅶ
章
利
害
と
機
能
社
会
第
江
議
社
会
の
構
造
鮒
六
章
社
会
の
進
化
第
七
章
社
会
進
化
の
法
則
あ
と
が
き
（
訳
者
）
ｌ
で
あ
る
．
大阪大学教授・蔵内数太の『社会学概論」（昭和犯・６）は、版元の培風館の求めに応じて執筆したものである。本書はどちらかといえば
専門
書
で
あ
る
。
社
会
学
が
取
り
あ
つ
か
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
全
体
の
概
要
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
〃
社
会
学
概
論
〃
が
取
り
あ
つ
か
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
は
、
二
つ
の
方
而
に
見
い
だ
せ
る
と
い
う
．
そ
の
一
つ
は
、
社
会
学
の
発
生
と
霊
そ
の
科
学
的
性
格
ｌ
そ
の
搬
魎
と
方
法
は
ど
の
よ
う
に
蜘
定
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
．
いま一つは、社会学の対象である〃社会“について一般的な命題（課せられた問題）を導きだし、社会学の基礎的諸概念を規定することである。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
第
一
部
社
会
学
論
第
一
篇
史
論
第
一
歳
「
社
会
」
と
「
社
会
学
」
雛
二
瀬
社
会
学
の
発
生
第
三
瀧
祉
会
学
の
発
達
ｌ
依
存
・
自
立
・
進
出
第
四
章
日
本
に
お
け
る
社
会
学
の
移
植
第
二
筋
方
法
論
第
五
章
社
会
学
の
諸
領
域
第
二
部
社
会
学
の
基
礎
概
念
第
六
章
社
会
学
の
研
究
法
第
七
章
人
間
性
と
社
会
第
八
章
個
人
と
社
会
第
九
章
関
係
と
集
団
第
十
章
集
団
形
態
と
集
団
課
程
第
十
一
章
全
体
社
会
第
十
二
章
文
化
巾
ｌ
で
あ
る
．
け
意
訳
し
た
と
い
う
。
菊池綾子、村川隆共訳『社会学』（昭和泌・６）は、ロバート・モリソン・マッキーヴァー（一八八二～一九七○、アメリカの社会学者）が著
わした『胃国③ミミ吻旦のミミの蔦葛息・】＠国］を反訳したものである。が、訳出するにあたり、著者の考え方がそのまま理解できるように、できるだ
尾高邦雄の『新稿職業社会学第一分冊』（昭和肥・７）は、昭和十六年（一九四二七月に岩波書店から刊行された旧著の改訂版である。
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社会学伝来:考
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
を
頂
点
と
す
る
マ
ン
ハ
イ
ム
の
思
想
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
共
和
政
ド
イ
ツ
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
論
文
が
成
立
し
た
時
期
は
、
敗
戦
後
の
Ⅲ
本
の
社
会
的
状
況
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
念
の
意
味
変
遥
の
聡
史
の
た
め
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
お
よ
び
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
思
想
に
お
い
て
現
鍵
が
求
め
ら
れ
る
訳
者
解
説
ｌ
で
あ
る
．
尾高邦雄の『産業における人間関係の科学』（昭和羽・９）とは、換言すれば、〃産業社会学〃のことである。この穂の研究は、経営や組合にお
樺
俊
雄
訳
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
命
ｓ８愚を反訳したものである。この書物は、利
思
考
の
一
つ
の
型
を
し
め
す
も
の
と
し
て
、
社
会
学
》
ラ
ー
と
な
り
、
一
九
四
九
年
に
第
五
版
を
刊
行
し
た
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
議
か
ら
第
四
章
ま
で
社
会
学
の
制
約
、
課
題
理
解
、
対
象
第
近
章
社
会
学
の
荻
流
〔
そ
の
一
視
点
と
力
法
〕
雛
六
章
祉
会
学
の
主
流
〔
そ
の
ニ
ド
イ
ッ
椛
学
と
背
瀦
〕
第
七
章
社
会
学
の
主
流
〔
そ
の
三
ド
イ
ツ
社
会
学
の
主
流
〕
雛
八
竜
社
会
学
の
批
判
ｌ
で
あ
る
。
村
瀬
昇
一
の
「
鯏
人
と
社
会
’
百
万
人
の
社
会
学
』
（
昭
和
犯
・
８
）
は
、
こ
ん
に
ち
の
社
会
学
が
取
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
、
ほ
と
ん
と
す
べ
て
の
顛
漉
問
題
に
た
い
す
る
一
応
の
考
え
方
に
つ
い
て
論
じ
た
書
物
の
よ
う
だ
。
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
生
れ
る
と
す
ぐ
家
族
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
つ
い
で
民
族
の
一
員
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
い
た
る
過
程
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
集
団
と
、
そ
の
集
団
内
部
に
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
、
そ
れ
に
た
い
す
る
社
会
学
者
の
見
解
を
紹
介
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
い
ご
に
そ
れ
に
た
い
す
る
著
者
の
結
論
が
そ
え
ら
れ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
祉
会
と
は
何
か
結
蛎
と
家
族
制
喚
に
つ
い
て
慣
習
と
伝
統
噸
〈
鮒
と
流
伝
に
つ
い
て
模
倣
と
文
化
と
流
行
都
巾
と
農
村
に
つ
い
て
比
族
参
考
書
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
階
級
と
側
家
に
つ
い
て
仙
人
と
社
会
ｌ
で
あ
る
．
今
回
は
福
村
書
店
主
の
懇
望
が
あ
り
、
同
書
店
か
ら
出
一
き
下
ろ
す
の
と
か
わ
ら
ぬ
労
力
を
要
し
た
よ
う
で
あ
る
。
岩崎卯一の『社会学批判論』（昭和犯・７）け
欧
文
ま
じ
り
の
む
ず
か
し
い
字
句
の
羅
列
が
多
く
よ
可
『イデオロギーとユートピア」（昭和泌・９）は、一九二九年にドイツ文で刊行されたカール・マンハィムの同名の論文国員（酉§員
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
刊
行
当
時
、
知
識
社
会
学
の
画
期
的
な
論
文
と
し
て
社
会
学
界
か
ら
迎
え
ら
れ
た
ば
か
り
か
、
現
代
に
お
け
る
新
し
い
し
型
を
し
め
す
も
の
と
し
て
、
社
会
学
以
外
の
学
界
か
ら
も
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
。
同
書
の
英
訳
は
、
一
九
三
六
年
に
第
一
版
を
刊
行
し
て
以
来
ベ
ス
ト
・
セ
同
書
店
か
ら
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
に
つ
し
は、戦後の一一度にわたる病臥のあと、四ヵ月ほどのｎ口子（ひかず）で書きおえた論著である。が、
よ
み
つ
づ
け
る
根
気
を
矢
な
わ
せ
る
書
物
で
あ
る
。
本
書
を
執
筆
し
た
動
機
は
、
社
会
学
を
受
講
す
る
学
生
の
た
め
の
旧
版
は
意
に
満
た
ぬ
点
が
多
く
、
改
訂
版
を
出
す
に
あ
た
っ
て
、
結
局
は
じ
め
か
ら
書
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清
水
磯
光
の
『
家
族
』
（
昭
和
班
・
皿
）
は
、
こ
の
よ
う
な
見
地
に
立
っ
て
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
家
族
の
概
念
第
二
章
家
族
の
形
態
第
三
章
家
族
の
統
一
第
四
章
家
族
の
機
能
第
五
章
家
族
の
関
係
第
六
章
家
族
の
周
辺
ｌ
で
あ
る
・
早瀬利雄、樺俊雄、馬場明男監修『社会学の基礎』（昭和躯・皿）は、十五名のそれぞれの専門家が、現代社会の混迷状態を解剖し、その実体
をとらえようとしたものである。終戦以来、社会体制の急激な変動により、社会意識もかつてない変革を体験したのであるが、いまの日本社会は、
ける実践活動にじっさい役立つものなのか。産業社会学において重要視される〃人間関係〃とは何を意味するものなのか。本書において著者が明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
に
は
九
篇
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
七
篇
は
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
｜
産
業
に
お
け
る
人
剛
関
係
の
科
学
二
産
業
社
会
学
の
課
題
三
経
営
に
お
け
る
人
間
の
問
題
剛
ス
ト
ラ
イ
キ
の
社
会
学
五
産
業
社
会
学
を
め
ぐ
る
最
近
の
論
争
六
人
間
関
係
と
労
働
の
生
産
性
七
経
営
に
お
け
る
人
間
関
係
と
は
何
か
八
い
わ
ゆ
る
人
間
関
係
管
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
九
従
業
風
の
経
営
と
組
合
に
対
す
る
帰
属
意
識
の
測
定
ｌ
で
あ
る
．
〃
産
業
社
会
学
〃
の
概
念
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
本
国
の
学
者
の
あ
い
だ
で
も
何
ら
一
致
し
た
見
解
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
工
場
に
お
け
る
労
働
者
に
つ
い
て
考
え
た
ば
あ
い
、
そ
こ
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
一
定
の
質
と
量
を
有
す
る
労
働
力
と
し
て
の
人
間
で
あ
り
、
共
同
生
活
の
構
成
員
と
し
て
の
人
間
は
閑
却
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
も
し
従
業
員
に
働
く
熱
意
を
期
待
す
る
な
ら
ば
、
工
場
を
共
同
生
活
の
場
と
し
て
と
ら
え
、
意
思
の
疎
通
を
は
か
り
安
定
し
た
人
間
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
尾
高
邦
雄
の
『
新
稿
職
業
社
会
学
第
二
分
冊
』
（
昭
和
犯
・
９
）
は
、
三
回
に
わ
け
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
の
第
二
分
冊
に
相
当
す
る
。
村
山
修
一
の
『
Ⅱ
本
都
市
生
活
の
源
流
』
（
昭
和
躯
。
、
）
は
、
封
建
制
以
前
の
京
都
に
つ
い
て
、
庶
民
階
級
を
中
心
と
し
た
都
市
生
活
を
、
社
会
経
済
と
思
想
文
化
の
”
耐
か
ら
有
機
的
に
か
ん
が
え
、
近
世
市
民
社
会
成
立
の
歴
史
的
素
地
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
篇
徽
令
都
市
の
形
成
と
川
壊
第
一
章
都
市
的
生
活
環
境
の
発
生
第
二
章
平
安
京
成
立
の
自
然
的
条
件
第
三
章
平
安
京
思
想
界
の
動
向
第
四
章
平
安
京
人
の
経
済
生
活
第
五
章
緋
令
都
術
の
凋
蒋
木
篇
中
仙
都
市
京
郷
の
展
柵
以
下
省
略
ｌ
で
あ
る
．
〃家族〃は、社会学においては一つの集団を構成するものである。社会学において〃家族〃を研究するとき、なさねばならぬことは、単に家族
集
団
の
〃
集
剛
的
特
質
”
を
数
え
あ
げ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。
む
し
ろ
家
族
の
集
団
的
過
程
と
そ
の
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
根
源
に
さ
か
の
ぼ
り
、
組
織
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
そ
の
仕
務
だ
と
い
う
。
(52）８３
社会学伝来考
た
か
つ
ぐ
平
山
高
次
訳
『
社
会
学
的
に
見
た
価
値
の
進
化
』
（
昭
和
羽
。
、
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
セ
レ
ス
々
／
ン
・
ブ
ー
グ
レ
（
一
八
七
○
～
一
九
四
○
）
が
著
わ
し
た
ト偶冒堕烏の。§｝這禺ミ』団員葛。苫烏いく巳③ミヅご眉を反訳したものである。訳者によると、本書は、フランスにおいて大きな影響を学界等にあ
た
え
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
へ
の
や
さ
し
い
、
手
ご
ろ
な
案
内
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
公
正
な
批
判
で
も
あ
る
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
版
ま
え
が
き
鰍
一
章
価
値
の
仙
界
第
二
章
価
値
と
実
在
第
三
章
価
値
と
教
育
第
Ⅷ
章
価
値
の
分
化
第
五
章
価
傾
目
内
容
の
概
略
は
’
第
一
版
ま
え
が
き
鰍
一
章
悸
的
・
手
段
以
下
十
四
瀬
ま
で
あ
る
が
省
略
ｌ
で
あ
る
．
対立の世界、混迷の世界だという（「序」）。
内
需
の
概
略
は
ｌ
｜
社
会
学
力
法
鰄
社
会
学
方
》
環
境
個
人
・
文
化
・
社
会
三
社
会
の
構
造
四
本書は、・社会学の主なる問題を取りあげ、各項［
武田良三の『社会学の構造』（昭和配。⑩）は、
や
補
註
を
く
わ
え
た
が
、
根
本
的
な
変
更
は
な
い
と
い
う
。
社
会
学
方
法
論
社
会
学
方
法
史
社
会
学
問
題
史
社
会
学
と
隣
接
科
学
日
本
に
お
け
る
社
会
学
の
発
達
二
社
会
社
会
と
は
何
か
会
三
社
会
の
搬
造
川
社
会
の
変
動
菰
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ｌ
で
あ
る
．
る
問
題
を
取
り
あ
げ
、
各
項
目
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
論
文
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
構
造
」
（
昭
和
配
。
⑩
）
は
、
前
年
に
時
潮
社
か
ら
刊
行
し
た
も
の
の
新
装
第
二
版
で
あ
る
。
今
回
再
刊
す
る
に
あ
た
り
若
干
の
字
句
の
修
正
武田良三箸「社会学の構造』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
ｌ
青
年
た
ち
の
要
求
、
そ
の
行
動
そ
の
考
え
方
、
そ
の
動
き
な
ど
に
学
Ⅲ
的
分
析
の
メ
ス
を
加
え
、
青
年
の
諸
問
題
を
社
会
学
的
に
理
解
し
な
お
そ
う
と
し
た
の
が
本
書
の
よ
う
だ
。
多
年
青
年
問
題
の
研
究
に
従
っ
て
き
た
八
名
の
執
筆
者
が
、
原
稿
を
寄
せ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
第
一
章
青
年
期
の
意
味
ｌ
そ
の
杜
会
学
的
把
臘
第
二
章
青
年
豊
沢
管
、
平
沢
薫
共
編
『
青
年
社
会
学
』
（
昭
和
鍋
。
Ⅱ
）
は
、
青
年
の
問
題
を
社
会
学
的
視
点
か
ら
探
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
由
来
、
青
年
の
問
題
は
、
お
も
に
〃
青
年
心
理
学
“
や
〃
青
年
社
会
心
理
学
〃
の
分
野
で
取
り
あ
つ
か
う
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
急
速
の
社
会
変
化
は
、
わ
が
国
の
若
者
の
生
活
や
思
想
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
社
会
激
動
期
の
な
か
で
生
き
る
か
れ
ら
の
す
が
た
は
、
〃
青
年
社
会
学
“
の
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
で
も
あ
る
○
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小林信訳『社会発展略史』（昭和犯・⑫）は、ロシアの経済学巻レフ・アブラーモヴィチ・レオーンチエフ（一九○一～一九七Ⅲ）の論文その他
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
を
反
訳
し
、
一
Ⅲ
に
ま
と
め
た
小
衿
で
あ
る
。
版
元
で
あ
る
解
放
社
が
こ
の
小
耕
を
統
災
・
印
刷
し
た
目
的
は
、
は
じ
め
て
社
会
科
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
人
び
と
に
、
社
会
発
展
史
に
つ
い
て
の
一
般
的
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
学
習
力
法
に
よ
っ
て
、
社
会
発
展
史
を
学
べ
ば
、
紘
命
的
人
生
観
の
初
歩
が
湘
護
さ
れ
る
と
い
う
。
ロ
シ
ア
球
命
は
、
社
会
岻
義
の
述
設
を
第
一
使
命
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
資
本
家
の
搾
取
を
絶
滅
し
、
圧
迫
者
を
一
掃
し
、
民
衆
の
幸
編
を
は
か
る
こ
と
を
そ
の
Ⅱ
的
と
し
た
の
で
あ
る
。
〃
旅
命
的
人
生
観
〃
は
、
ア
ィ
ス
ウ
チ
ど
う
し
た
ら
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
．
そ
れ
に
は
革
命
的
階
級
ｌ
労
Ⅷ
者
階
級
の
立
場
（
兄
方
）
に
た
っ
て
人
化
と
世
界
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
（
父
思
奇
の
一一一一口）◎
ら
成
っ
て
い
る
。
階
段
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す。その行動、養育、人生の選択などすべてにわたって責任をもつ。
社
会
的
時
期
と
し
て
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、
青
年
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
社
〈
林恵獅の『磯農村社会綱腫研究上巻』（昭和苧Ⅲ）は、著蒋が戦前ｌ昭和十四年（一九三九）十二月から同十八年（一九四三）九川まで、
テ
ャ
ン
ス
ウ
サ
ン
ウ
ー
シ
ェ
ン
ム
ー
ト
ウ
チ
ュ
フ
ォ
ン
チ
ャ
オ
ソ
ン
テ
ィ
シ
エ
パ
オ
テ
ィ
シ
ヱ
ア
ペ
オ
六
回
に
わ
た
っ
て
中
国
に
渡
り
、
江
蘇
省
呉
縣
木
滴
辰
楓
橋
鎮
の
第
十
一
係
、
第
十
二
保
な
ど
に
お
い
て
、
農
地
制
度
・
家
族
制
度
・
宗
教
制
度
な
ど
を
実
地
調
査
し
た
と
き
の
報
告
書
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
上
下
二
巻
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
下
巻
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
巻
は
、
序
説
（
調
査
地
の
概
況
）
と
本
論
の
農
地
篇
か
人
間
の
発
達
段
階
を
ふ
り
か
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
児
逓
期
、
青
年
期
、
成
人
期
の
一
一
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
ふ
ん
で
一
人
前
の
人
間
に
な
る
。
児
童
川
は
親
の
庇
謹
の
も
と
に
あ
り
、
と
く
に
家
族
が
子
ど
も
の
行
助
や
扶
従
の
す
べ
て
の
責
征
を
も
つ
。
青
年
期
は
、
こ
れ
ま
で
無
武
征
で
あ
っ
た
子
ど
も
が
、
家
族
（
両
親
）
の
し
っ
下
を
は
な
れ
、
社
会
に
適
応
し
よ
う
と
独
立
的
に
な
る
時
期
で
あ
る
。
成
人
川
と
は
、
心
身
が
じ
ゅ
う
ぷ
ん
に
発
達
し
た
お
と
な
の
段
階
で
あ
り
、
い
ま
の
法
律
で
は
満
二
十
歳
以
上
を
さ
意
識
第
十
二
章
青
年
教
育
の
社
会
学
ｌ
で
あ
る
．
の
問
題
性
第
三
章
現
代
社
会
に
お
け
る
青
年
第
四
章
人
口
要
素
と
し
て
の
青
年
第
五
章
変
化
し
て
行
く
青
年
の
社
会
的
地
位
第
六
章
農
村
青
年
の
社
会
学
第
七
章
都
市
青
年
の
社
会
学
第
八
章
学
生
の
社
会
学
第
九
章
青
少
年
集
団
の
社
会
学
第
十
章
青
年
犯
罪
の
社
会
学
第
十
一
章
現
代
青
年
の
道
徳
内
溶
の
概
略
は
ｌ
原
書
は
し
が
き
一
人
繩
の
Ⅷ
先
二
廠
始
共
薩
制
三
ド
レ
イ
制
川
封
処
（
農
奴
）
制
峻
述
資
本
主
義
六
資
本
主
瀧
か
ら
そ
れ
は
社
会
人
と
し
て
、
責
圧
あ
る
成
人
期
へ
移
行
し
て
ゆ
く
過
渡
期
に
あ
た
り
、
独
立
的
へ
責
圧
的
(54）８１
社会学伝米考
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
蜂
農
家
の
青
少
年
と
婦
人
ｌ
で
あ
る
．
小
倉
武
一
の
『
農
民
の
社
会
的
性
格
』
（
昭
和
豹
・
な
皿
諭
に
よ
っ
て
川
ら
か
に
し
た
書
物
で
あ
る
。
縛
他
的
調
査
や
観
察
に
も
と
づ
く
手
法
を
川
い
な
か
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
第
一
章
序
説
浜島朗訓『椛刀と支配』（昭和鋤。ｌ）は、マックス・ウェーバーの大蒋『経済と社会」に収められた「支配の諸緬Ⅲ」（弓ご§烏「患尉ｓｓ》・
両：『の一一・言曰Ｆ○１月『旦言一「言）を反訳したものである．ウェーバーは、本謝において、支配の三緬型Ｉ合法的・伝統的・カ
リ
ス
マ
的
支
配
ｌ
を
分
析
し
て
い
る
．
か
れ
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
特
有
な
介
蝋
的
人
口
法
的
支
配
に
と
く
に
鵬
点
を
あ
わ
せ
、
こ
れ
を
川
苑
点
と
し
て
低
統
的
お
よ
び
内
容
の
概
略
は
１
級
者
は
し
が
き
箙
一
部
と
第
二
部
支
配
の
諾
類
型
ｌ
で
あ
る
．
新
明
正
道
の
『
社
会
学
史
概
説
』
（
昭
和
”
・
２
）
は
、
社
会
学
の
成
立
か
ら
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
の
発
展
に
つ
い
て
、
概
観
的
な
考
察
を
試
み
た
も
の
と
い
う
（
「
序
」
）
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
序
第
一
章
祉
会
学
史
に
つ
い
て
第
二
章
社
会
学
の
近
代
的
起
源
第
三
章
古
典
的
祉
会
学
の
成
立
第
Ⅷ
章
社
会
学
の
Ⅲ
界
的
発
展
と
そ
の
成
雌
第
Ⅲ
章
現
代
に
お
け
る
祉
会
学
の
展
附
ｌ
で
あ
る
．
阿
川
汗
男
の
小
著
『
代
表
的
社
会
学
者
ｌ
ド
イ
ツ
篇
』
（
昭
和
刎
・
２
）
は
、
’
九
仙
紀
中
蝿
か
ら
現
代
に
い
た
る
ド
イ
ツ
の
代
炎
的
祉
会
学
者
ｌ
シ
ュ
タ
イ
ン
、
テ
ン
ニ
ー
ス
、
ジ
ン
メ
ル
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
マ
ン
ハ
ィ
ム
ら
兀
名
の
生
涯
と
か
れ
ら
の
社
会
学
体
系
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
本
書
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
学
背
の
評
伝
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
〃
人
を
中
心
と
す
る
社
会
学
史
〃
で
も
あ
る
と
い
う
。
小
倉
武
一
の
『
農
民
の
社
会
的
性
格
』
（
昭
和
鋤
・
３
）
は
、
人
間
と
し
て
腱
比
の
川
越
に
近
づ
く
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、
腱
氏
の
社
会
的
性
格
を
、
勝
干
の
仮
説
的
な
皿
諭
に
よ
っ
て
川
ら
か
に
し
た
書
物
で
あ
る
。
縛
肴
は
悔
恢
と
し
て
腱
村
の
ひ
と
び
と
を
熟
知
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
諜
を
書
く
に
さ
い
し
て
、
必
ず
し
も
災
証
題についての論文を収めている。
共
産
主
義
へ
の
過
渡
時
期
七
共
藤
主
義
ｌ
で
あ
る
．
児玉幸多の風農村社会の研究』（昭和犯・、）
な
ど
を
ま
と
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
編
は
、
カ
リ
ス
マ
支
配
に
遡
っ
て
考
察
し
て
い
る
。
農
業
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
の
施
策
を
講
じ
る
と
き
も
、
ま
た
農
村
の
問
題
を
考
え
る
ば
あ
い
も
、
農
家
の
ひ
と
び
と
を
抜
き
に
し
て
は
、
何
も
で
き
な
い
。
農
家
の
ひ
と
第
二
章
農
村
の
集
団
型
と
農
民
の
社
会
的
性
格
第
三
章
農
村
の
文
化
型
と
農
民
の
社
会
的
性
格
第
四
章
は
、
大
学
の
卒
論
を
要
約
し
た
も
の
、
諸
雑
誌
に
す
で
に
発
表
し
た
も
の
、
さ
ら
に
新
た
に
稿
を
起
し
た
も
の
近
世
の
村
落
全
般
に
わ
た
る
も
の
を
収
録
し
、
第
二
編
と
第
三
編
は
、
飛
騨
や
秋
川
や
鹿
児
烏
な
ど
の
特
殊
間
8０（55）
脳
鳥
大
学
識
伽
野
口
隆
の
『
術
代
社
会
と
思
惟
ｌ
社
会
学
的
考
察
』
（
昭
和
羽
Ｉ
）
は
、
古
代
悠
惟
（
塁
）
に
つ
い
て
、
Ⅱ
水
の
忠
惟
が
ど
の
よ
う
な
葉
的
な形をとり、どう動いたか、それを社会の内に置くことによってスケッチしたものという。著者は高田保馬のもと門下生であり、歴史と民族学の
あいだに立って行き悩んでいたとき、社会学に専念することを奨められたという。著者はいう。社会学は歴史なしではすましえない、と。また社
会学者は、歴史家をかねそなえていなくてはならぬ、と。社会学徒は、史実を見うる歴史家でなくてはならぬ、と。また歴史のすべての技術を身
に
つ
け
た
社
会
学
徒
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
の
べ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
編
古
代
的
思
惟
の
朧
造
と
そ
の
展
臓
二
十
八
年
（
’
九
五
三
）
十
二
月
を
も
を
あ
つ
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
びとの役割や行動、農村問題について考えるとき、かれらの社会的性格がいかにして形成されたかを知る必要があるという。
じ
ゅ
い
ち
杉之原寿一訳『ゲマインシャフトとゲゼルシャフトー純粋社会学の基本概念』（昭墾・３）は、ドイツの著名な社会学者フェルディナン卜・
テ
ニ
ー
ス
の
同
名
本
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
反
訳
を
企
て
た
訳
者
の
意
図
は
、
荒
れ
狂
う
大
波
の
な
か
に
あ
る
日
本
と
日
本
人
の
方
向
と
指
針
を
さ
ぐ
る
た
め
に
テ
ニ
ー
ス
の
理
論
を
想
起
し
、
訳
筆
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
既
製
の
観
念
の
す
べ
て
が
根
底
か
ら
く
つ
が
え
さ
れ
、
新
た
な
現
実
と
直
面
し
た
と
き
、
社
会
そ
の
も
の
の
究明にむかうことが要求されるのではないかという。そして、われわれにとって必要なものは、新しい経済と政治と道徳の樹立だという。
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
篇
主
要
概
念
の
一
般
的
脱
定
第
一
麓
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
珊
論
第
二
章
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
理
論
第
二
篇
木
質
意
志
と
選
択
意
志
第
一
章
人
間
の
意
志
の
諸
形
式
第
二
章
対
立
の
解
明
第
三
章
経
験
的
意
味
第
三
篇
自
然
法
の
社
会
学
的
基
礎
ｌ
で
あ
る
．
学
習
院
大
学
社
会
学
研
究
室
訳
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
（
昭
和
”
・
３
）
は
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
シ
ュ
ラ
ム
が
編
集
し
た
』
胃
い
い
Ｃミミミ§冒菌・岳の口日ぐ①Ｈ⑪ご・自冒。】⑪勺局の⑪ｍ・巳乞を反訳したものであり、十四名の寄稿者の論文を収録している。本書はマス・コミュニケー
シ
ョ
ン
の
入
門
書
を
意
図
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
学
生
の
た
め
の
教
科
書
で
あ
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
‐
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
「
シ
ョ
ン
の
臘
遥
と
機
能
Ⅱ
白
川
と
抑
爪
（
小
史
）
Ⅲ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
瓢
ン
と
政
府
Ⅳ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
朧
と
一
般
意
味
諭
の
識
原
理
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
心
皿
的
蝉
隅
以
下
省
略
ｌ
で
あ
る
．
小松堅太郎編『高田先生古稀祝賀論文集社会学の諸問題』（昭和羽・３）は、昭和期の社会学者・高田保馬（一八八三～一九七一一）が、昭和
二十八年（’九五三）十二月をもって古稀を迎えたので、もと門下生や全国の主なる社会学者が祝賀のために執筆した社会学に関する論文十八篇
第
二
編
地
方
社
会
と
思
惟
（
肥
前
風
土
記
の
研
究
）
附
録
鰯
お
く
に
め
し
の
か
み
大
国
主
神
神
話
の
解
釈
一
一
(56）７９
社会学伝来考
ｌ
川
内
の
す
べ
て
の
新
聞
は
、
進
駐
巾
兵
士
に
よ
る
暴
行
事
件
、
過
失
腿
行
に
ふ
れ
て
は
い
け
な
い
．
食
撮
事
情
懇
化
の
誇
大
表
塊
は
い
け
な
い
．
戦
紗
犯
非
人
を
弁
護
し
た
り
称
揚
す
る
よ
う
な
記
事
は
い
け
な
い
。
憲
法
改
正
草
案
の
内
容
が
、
連
合
国
側
の
要
望
を
い
れ
て
作
成
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
記
事
は
い
け
な
い
。
ラ
ジ
オ
放
送
（
「
東
京
中
央
放
送
局
」
）
の
番
組
は
、
ニ
ュ
ー
ス
・
音
楽
・
娯
楽
も
の
に
限
ら
れ
た
。
映
画
は
、
物
語
映
画
・
教
育
映
画
・
漫
画
・
ニ
ュ
ー
ス
映
画
な
ど
に
限
ら
れ
た
よ
う
で
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
映
画
の
輸
入
が
促
進
さ
れ
た
。
演
劇
（
芝
居
）
は
芸
術
性
の
高
い
も
の
が
許
可
さ
れ
、
ハ
ラ
キ
リ
芝
居
は
追
放
さ
れ
た
。
書
篤
・
雑
誌
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
内
容
や
表
現
を
調
べ
ら
れ
た
。
検
閲
は
事
前
、
邪
後
の
形
を
と
り
、
占
領
期
間
ち
ゅ
う
つ
づ
い
た
。
今
井
時
叫
松
浦
孝
作
、
関
敬
否
此
編
『
社
会
学
と
は
何
か
Ｉ
社
会
と
人
間
』
（
昭
和
鋤
Ｉ
）
は
、
七
名
の
執
筆
舌
の
原
価
を
も
と
に
一
譜
と
し
た
も
の
で
、
い
わ
ば
共
耕
で
あ
る
。
本
諜
の
性
格
は
、
「
序
に
か
え
て
」
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
が
、
社
会
洲
在
の
た
め
の
災
川
諜
の
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
内
濡
の
概
略
は
ｌ
序
に
か
え
て
節
一
燕
か
ら
雛
三
職
ま
で
社
会
学
打
は
人
側
や
社
会
や
現
代
の
論
川
越
を
ど
う
兇
る
か
雄
山
蔵
社
会
綱
旅
の
力
汰
と
技
術
－
何
の
た
め
の
社
会
訓
森
か
二
調
査
結
果
が
科
学
性
を
も
つ
た
め
に
は
、
ど
ん
な
準
備
作
業
が
必
要
か
三
と
Ⅲ
デ
ー
タ
の
蒐
架
は
ど
う
行
う
か
五
デ
ー
タ
検閲川」（Ｑ蔓ｐ園・きざロ§＆ミミ）なるものが設け、新聞・一『
文
化
統
制
の
実
情
を
同
評
に
よ
っ
て
略
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
識
と
祉
会
ｌ
で
あ
る
．
－
何
の
た
め
の
社
会
訓
森
か
二
調
査
結
果
が
科
学
性
を
坐
は
ど
う
鑿
剛
す
る
か
六
初
歩
的
な
統
計
知
識
ｌ
で
あ
る
．
戦
時
中
、
わ
が
国
に
お
い
て
〃
文
化
統
制
“
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
占
緬
叩
は
、
対
Ⅱ
文
化
政
簸
の
第
一
歩
と
し
て
そ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
。
が、占傾恥は占領統治を遂行するために、新たな”文化統制〃を災行に移していった。まず「公共保安部」（、§辱め旦暮艮爵§）の中に「民間
検
閲
川
」
（
Ｑ
蔓
ｐ
園
・
き
ざ
ロ
§
＆
ミ
ミ
）
な
る
も
の
が
設
け
、
新
聞
・
ラ
ジ
オ
・
映
画
・
油
劇
・
評
繍
・
雑
誌
な
ど
を
検
閲
し
た
。
社
会
調
査
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
お
よ
そ
い
か
な
る
調
査
も
そ
れ
が
〃
科
学
的
〃
で
あ
ろ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
明
確
な
問
題
意
識
や
調
査
目
的
を
も
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る。ただ漫然と調査をおこなって得られるものは、事実の雑然とした集積だという。調査に関連あ一る文献や資料をできるだけ吟味して、〃作業仮
卑
弥
坪
と
そ
の
精
神
史
的
位
般
二
死
と
古
代
祉
会
Ｉ
で
あ
る
．
一
橋
大
学
助
教
授
・
南
博
の
『
現
代
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
伝
達
・
交
通
）
や
マ
ス
コ
ミ
ユ
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
》
ン
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
後
日
本
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
一
橋
大
学
助
教
授
・
南
博
の
『
現
代
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
（
昭
和
羽
。
ｌ
）
は
、
近
年
ア
メ
リ
カ
の
社
会
科
学
に
お
い
て
重
要
な
概
念
に
な
り
つ
つ
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
劃
ン
（
伝
達
・
交
通
）
や
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
大
脇
摸
の
伝
達
）
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ゾ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
占
傾
下
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
言
7８（57）
禰
武
直
編
『
日
本
の
社
会
』
（
昭
机
羽
・
６
）
は
、
兀
名
の
執
瓢
渦
が
日
本
社
会
の
諸
川
に
メ
ス
を
入
れ
、
そ
れ
を
分
析
、
考
究
し
た
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
序
Ⅱ
本
の
社
会
臘
村
の
社
会
獅
人
の
社
会
労
働
者
の
社
会
反
社
会
樂
剛
ｌ
で
あ
る
．
敗
戦
の
玉
音
放
送
を
聴
い
た
日
本
国
民
は
、
荘
然
自
失
し
た
反
面
、
〃
死
の
恐
怖
〃
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
、
一
応
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
が
、
あ
と
か
ら
だ
れ
も
が
虚
脱
感
に
お
そ
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
占
領
軍
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
主
旨
に
も
と
ず
き
、
日
本
国
の
〃
解
体
〃
に
の
り
だ
し
、
つ
ぎ
つ
ぎと至上命令を日本政府につきつけた。
ア
メ
リ
カ
社
会
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
の
理
解
の
一
助
と
す
る
た
め
に
各
分
野
の
十
六
名
の
専
門
学
者
が
執
筆
し
た
原
稿
を
体
系
的
に
集
録
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
第
一
部
ア
メ
リ
カ
祉
会
学
の
特
質
と
歴
史
第
二
部
ア
メ
リ
カ
杜
会
学
の
潮
流
第
三
部
ア
メ
リ
カ
社
会
学
者
研
究
ｌ
で
あ
る
・
日
本
大
学
講
師
・
笠
原
正
成
の
『
社
会
学
講
義
上
』
（
昭
和
調
・
５
）
は
、
社
会
学
科
の
救
材
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
学
期
の
学
習
に
間
に
あ
わ
せ
る
た
め
急
き
ょ
上
巻
だ
け
を
刊
行
し
た
と
い
う
。
中
味
は
社
会
学
の
し
ろ
う
と
に
も
皿
解
で
き
る
よ
う
に
平
易
に
書
い
て
あ
り
、
水
害
は
好
書
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
序
第
一
章
社
会
学
成
立
の
探
究
第
一
節
序
論
臼
ギ
リ
シ
ャ
ロ
ロ
ー
マ
日
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
二
節
社
会
学
の
起
源
第
二
蔵
社
会
学
の
新
建
と
発
展
節
一
節
か
ら
第
八
節
ま
で
コ
ン
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ウ
ォ
ー
ド
、
ジ
ン
メ
ル
、
マ
ル
ク
ス
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
タ
ル
ド
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
学
節
九
節
日
水
社
会
学
潮
の
膿
望
ｌ
で
あ
る
．
尼崎応太郎訳『続々社会発展略史』（昭和刈・５）の原惑名は、明らかでない。本書は史的唯物論の見地から、人間社会の発展の歴史を叙した
も
の
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
の
小
で
、
社
会
主
義
革
命
と
新
民
主
主
義
（
人
比
民
主
主
義
）
革
命
、
阿
哲
の
社
会
の
異
同
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
三
社
会
主
義
革
命
と
析
尺
主
眼
義
革
命
四
政
治
と
国
家
〃
社
会
の
恐
恐
・
意
識
訓
打
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
早瀬利雄、鳩場明男共編凧アメリカ社会学』（昭和鋤・５）は、大学の高学年もしくは社会科学を専攻する学生のための参考書として刊行さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
わ
が
国
の
社
会
学
界
に
お
い
て
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
生
成
と
発
展
と
現
代
的
流
れ
に
説〃（仮説、仮りの方則）を立てる必要があるという。
作
業
仮
説
は
調
森
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
し
、
調
査
の
月
い
つ
｡
つ
い
て
は
、
ま
だ
本
質
的
理
解
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。 調
査
の
目
的
や
方
法
を
決
定
し
、
適
切
な
事
実
を
選
択
す
る
助
け
と
な
る
。
そ
れ
は
〃
真
理
“
を
発
見
す
る
手
段
だ
と
(58）７７
社会学伝来考
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
第
三
蘂
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
第
一
節
雑
礎
過
穰
第
二
節
イ
ギ
リ
ス
苑
命
第
三
節
フ
ラ
ン
ス
革
命
第
川
飾
民
主
主
義
第
二
章
資
本
主
義
の
確
立
第
三
章
資
本
主
義
批
判
の
は
じ
ま
り
第
四
章
科
学
的
社
会
主
義
第
五
章
資
本
主
義
の
ら
ん
じ
ゆ
く
第
六
章
帝
国
主
義
戦
争
と
そ
み
な
み
か
つ
ら
ぎ
奈
良
本
辰
也
編
『
未
解
放
部
落
の
社
会
構
造
』
（
昭
和
羽
。
６
）
は
、
奈
良
県
南
葛
城
祁
大
正
付
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
正
村
（
全
国
水
平
社
の
最
初
の
糺
弾
闘
争
の
発
祥
地
）
は
、
南
葛
城
祁
の
西
部
ｌ
葛
城
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
、
人
Ⅱ
約
七
八
○
○
、
世
帯
数
一
、
七
両
七
の
農
村
だ
と
い
う
．
こ
の
村
の
中
に
、
三
つ
の
米
解
放
部
落
ｌ
小
林
、
四
松
本
、
鎌
田
ｌ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
者
の
注
意
を
ひ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
．
本
書
は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
鵬
成
さ
れ
て
い
る
．
第
一
篇
は
、
未
解
放
部
落
の
歴
史
的
考
察
で
あ
る
。
封
建
時
代
に
お
け
る
部
落
の
形
成
期
、
明
治
期
の
〃
エ
タ
解
放
令
“
、
大
正
期
の
水
平
運
動
や
農
村
運
動
な
ど
で
あ
る
。
第
二
篇
は
、
農
地
改
革
や
部
落
の
経
済
構
造
を
あ
き
ら
か
に
し
、
第
三
篇
は
、
特
別
研
究
（
民
俗
学
的
に
み
た
小
林
村
の
構
造
、
部
落
の
教
育
問
題
）
を
収
め
て
い
る
。
本
田
喜
代
治
、
水
田
祥
共
編
「
社
会
思
想
史
』
（
昭
和
豹
・
７
）
は
、
〃
思
想
の
社
会
史
〃
に
つ
い
て
叙
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
挫
折
を
く
り
返
し
な
が
ら
、
社
会
を
よ
り
よ
い
方
向
に
変
革
し
よ
う
と
し
て
き
た
か
。
歴
史
の
い
と
な
み
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
社
会
思
想
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
き
た
か
に
つ
い
△云」）。
さ
い
何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い
う
。
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
の
後
鋼
七
章
対
決
の
時
代
ｌ
で
あ
る
．
民
主
主
義
思
想
は
、
戦
後
す
ぐ
国
民
大
衆
の
な
か
に
浸
透
せ
ず
、
そ
れ
が
わ
か
る
ま
で
し
ば
ら
く
時
を
必
要
と
し
た
。
日
本
が
生
ま
れ
変
る
た
め
に
は
〃
民
主
化
“
は
ぜ
つ
た
い
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
が
、
民
主
化
は
形
だ
け
を
整
え
れ
ば
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
運
用
す
る
人
間
が
、
〃
民
主
的
〃
で
な
い
と
す
る
と
、
形
式
は
じ
っ
戦
後
の
日
本
国
民
は
、
イ
ン
フ
レ
の
急
進
と
食
穐
事
情
の
恕
化
の
も
と
で
、
民
主
主
義
や
諸
改
革
を
う
け
入
れ
る
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
と
い
う
（
福
武
直
「
日
本
の
社
基
本
的
人
椎
の
尊
重
と
思
想
言
論
の
自
由
の
保
証
男
女
平
等
農
地
改
革
封
建
的
家
族
制
度
の
廃
止
天
皇
制
の
解
体
と
憲
法
改
正
ｑ
7６（59）
部
落
問
題
研
究
所
編
『
部
落
の
歴
史
と
解
放
運
動
』
（
昭
和
羽
・
８
）
は
、
五
名
の
執
筆
者
の
共
同
の
し
ご
と
と
し
て
〃
未
開
放
部
落
の
歴
史
〃
と
〃
解
放
運
動
〃
を
世
に
送
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
戦
後
１
年
ち
か
く
綴
っ
た
こ
の
時
Ⅲ
、
Ｈ
本
社
会
に
は
ま
だ
多
く
の
前
近
代
的
な
も
の
ｌ
封
建
的
な
も
の
が
完
全
に
術
算
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
未
開
放
部
落
の
問
題
は
、
も
っ
と
も
見
捨
て
ら
れ
て
い
た
分
野
で
あ
り
、
社
会
の
基
本
的
矛
盾
で
も
あ
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
古
代
篇
中
世
篇
近
世
篇
近
代
篇
現
代
篇
ｌ
で
あ
る
．
全
国
水
平
社
は
、
不
屈
の
精
神
を
も
っ
た
ひ
と
び
と
の
集
ま
り
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
社
会
的
階
級
的
闘
争
に
お
い
て
、
い
か
な
る
労
働
組
合
、
農
民
組
合
よ
り
も
、
さ
い
ご
ま
で
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
杭
し
て
来
敢
に
た
た
か
い
つ
づ
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
が
、
戦
時
下
、
国
民
と
し
て
非
常
な
る
時
局
を
認
識
し
て
、
〃
挙
国
一
致
〃
に
や
む
な
く
参
加
せ
ざ
る
え
な
か
っ
た
。
戦
況
の
激
化
に
と
も
な
い
、
と
く
く
つ
な
技
術
を
も
つ
部
落
の
も
の
は
、
軍
需
工
場
に
徴
川
さ
れ
た
。
が、大多数のものは基地建設のために〃土力〃としてこきつかわれたという。米軍の空襲によって、大阪の西派が焼野原になったとき、〃部
落〃はふたたびそこに不死鳥のごとくよみがえったのである（「戦時下の部落と部落「解放」運動）。
、
、
福武直編『社会調査の方法』（昭和狙・９）は、社会調査の》」つについての書物である。編者によると、戦後、社会調査への関心がたかまり、
各
分
野
で
い
ろ
い
ろ
の
調
査
が
お
こ
な
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
の
書
物
は
、
か
な
り
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
、
標
本調査の関する数理統計の解説書であり、調査における注意事項を説明し、その具体的手続についてのべたものはきわめて少ないという。
編者は「じっさいの調査をどうおこなったらよいのか」「どんな事柄を調査すべきなのか」といった質問をよくされたし、参考書を教えてくれ
ていわれ、つねに困惑したという。本書を編んだ動機は、調査経験をもたぬ初学者のための手引書とするためであった六希の執筆者が各項Ⅱを
福
武
直
編
『
Ⅱ
水
農
村
社
会
の
構
造
分
析
ｌ
村
落
の
祉
会
構
造
と
農
政
鯵
透
』
（
昭
製
・
７
）
は
、
農
林
省
農
林
経
済
脇
農
政
瓢
の
関
係
者
農
業
総
合
研
究
所
東京大学文学部社会学研究室の研究者ら十三名が、共同調査をおこなったときの報告書である。
本
書
は
、
農
村
に
お
け
る
部
落
社
会
の
構
造
的
性
格
を
追
求
し
、
こ
れ
と
農
政
の
惨
透
と
の
関
連
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
。
調
査
さ
れ
た
の
は
、
東
二
ま
お
ん
が
北
の
秋
川
か
ら
西
の
福
岡
に
わ
た
る
四
ヵ
村
（
秋
田
県
北
秋
田
郡
Ｓ
村
、
山
梨
県
北
巨
摩
郡
Ａ
村
、
岡
山
県
上
道
郡
Ｕ
村
、
福
岡
県
遠
賀
郡
Ｏ
村
）
で
あ
る
。
日
本
の
農
村
部
落
は
、
多
く
の
ば
あ
い
、
徳
川
時
代
ひ
と
つ
の
村
と
し
て
独
立
し
た
〃
共
同
体
〃
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
部
落
と
と
も
に
行
政
村
に
統
合
さ
れ
こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
も
、
〃
社
会
的
統
了
を
た
も
ち
、
つ
よ
い
〃
部
落
意
識
“
を
も
つ
〃
封
建
的
社
会
〃
と
し
て
生
き
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
（
終
章
、
四
八
四頁）。
(60）７５
社会学伝来琴
わ
れ
わ
れ
が
生
を
営
む
社
会
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
何
を
す
べ
き
か
。
社
会
を
改
革
す
る
力
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
編
者
に
よ
る
と
、
た
だ
書
物
を
よ
み
、
物ごとを抽象的に考えるだけでは、よりよい社会は実現されないのである。われわれの〃社会研究〃はどうあるべきか。それには本をよみただ考
え
る
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
る
。
社
会
科
学
の
成
果
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
吸
収
し
、
現
実
の
生
き
た
社
会
か
ら
学
び
、
そ
れ
を
生
き
た
知
識
と
す
る
た
め
に
社
会
調
査
を
お
こ
な
わ
ねばならぬという。
分
担
し
て
い
る
．
内
容
の
概
砺
は
’
第
一
章
社
会
調
議
の
裏
と
方
法
第
一
犯
罪
・
非
行
の
調
査
第
六
章
社
会
調
査
に
応
川
さ
れ
る
統
計
学
ｌ
で
あ
る
．
調
査
報
告
は
、
単
な
る
事
実
の
羅
列
に
お
わ
っ
て
は
つ
ま
ら
ぬ
、
と
い
い
、
調
査
に
用
い
た
方
法
や
理
論
的
な
結
論
を
附
し
て
あ
れ
ば
一
層
よ
い
、
と
い
う
。
小
山
栄
三
の
『
広
繍
学
ｌ
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
劃
ン
の
鑿
と
機
能
』
（
昭
墾
・
９
）
は
、
官
公
庁
が
お
こ
な
う
広
報
（
一
般
に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
）
と
輿
論
に
関
す
る
基
礎
的
な
記
述
と
分
析
を
あ
た
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
編
広
報
の
本
質
と
概
念
第
二
編
広
報
学
の
課
題
第
三
編
広
報
の
朧
史
的
形
態
第
四
編
広
報
の
社
会
学
的
構
造
第
ｎ
編
広
報
作
川
論
策
六
編
輿
論
の
構
造
と
性
質
以
下
省
略
Ｉ
で
あ
る
．
官庁や地方自治体がおこなうもの。会社や銀行がおこなう△
し
て
お
こ
な
う
も
の
。
学
術
団
体
や
学
者
個
人
が
お
こ
な
う
も
の
等
紅
〃社会調査〃は、その明確な問題意識や精犠な技術的方法をうしなうとき、その名に値しないという。社会調査の方法とはなにか。
われわれが第一になさねばならぬことは、調査によって検証されるべき〃作業仮説〃（§爵（愚昏ご巳意爵）を立てることだという。ついで素材
ｌ
他
人
の
研
究
や
鯏
察
ｌ
を
細
織
的
客
卿
的
に
あ
つ
め
、
さ
い
ご
に
塊
地
調
査
に
川
錨
す
る
．
現
地
お
い
て
は
Ｉ
調
盗
”
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
．
た
と
え
ば
Ｉ
観察や面接（もっとも重要な社会調査技術）をおこ些
生
活
史
を
作
成
し
た
り
、
社
会
的
基
礎
地
図
な
ど
を
つ
く
る
。
調
査
票
や
質
問
紙
を
用
い
て
回
答
を
え
る
。 会社
や
銀
行
が
お
こ
な
う
も
の
。
新
聞
社
や
社
会
事
業
団
体
が
お
こ
な
う
も
の
。
学
校
や
教
師
が
〃
社
会
科
教
育
〃
の
一
環
と
を
お
こ
な
う
。
記
録
を
と
る
。
第
二
章
農
村
調
査
第
三
章
都
市
調
査
第
四
章
労
働
者
意
識
の
調
査
第
五
章
7４（61）
〃
世
論
〃
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
多
数
者
の
意
見
の
集
約
で
あ
ろ
う
か
。
世
論
は
社
会
と
切
り
は
な
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
を
う
ご
か
し
て
い
る
の
は
世
論である。また〃社会悪“に敢然と立ちむかうのも世論であり、その力はけっしてあなどれない。
ろ
う
や
ま
『
世
論
に
関
す
る
醤
え
力
』
（
昭
和
釦
・
３
）
は
、
蝋
川
政
道
他
九
名
の
坐
〈
同
鑿
に
よ
る
書
物
で
あ
る
．
ｌ
世
論
と
は
な
に
か
．
だ
れ
が
そ
れ
を
つ
く
る
の
か
．
政
論
は
は
た
し
て
世
論
を
反
映
す
る
か
…
…
と
い
っ
た
疑
川
に
鰈
え
た
の
が
本
書
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
‐
世
論
に
つ
い
て
Ⅱ
Ⅲ
木
に
お
け
る
世
論
の
発
腱
Ⅲ
阯
論
と
朧
力
Ⅳ
世
論
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｖ
世
論
を
鋤
か
し
た
人
び
と
Ⅵ
仙
論
の
し
ら
べ
カ
ー
で
あ
る
．
Ⅱ本共産党調査委員会編訳『調査・研究・点検・総括』（昭和釦・３）は、主観主義的な態度を排してマルクス・レーニンの革命皿論にもとづい
て、いまの世界や社会について科学的な珊解をえようとしたものである。革命家の仕務は世界を改造し、いまの社会を発展させることである。そ
のためにもわれわれの周川の醗境を系統的に調在研究し、社会の突怖を理解する必要があるという。
川
越
ｌ
で
あ
る
．
堂
に
お
い
て
、
第
一
回
大
会
を
開
催
し
た
。
書
物
で
あ
る
。
八
名
の
執
築
粋
が
奇
柵
し
て
い
る
。
磯村英一編『都市』（昭和鋤・皿）は、日本都市学会の会且四人が共同執筆したものである。編者によると、那市の研究は、科学の片すみに追
いやられ、都市を人類文化の綜合的柴岡として取りあつかうことはまれであったという。都市の発展は、そのまま人緬発達の歴史だという。内容
の
概
略
は
ｌ
第
一
誌
都
市
の
発
達
そ
の
一
部
巾
と
は
何
か
そ
の
二
世
界
の
都
市
そ
の
三
Ⅱ
本
の
都
市
第
二
誌
部
Ⅷ
地
域
第
三
榊
都
市
社
会
と
郷
余
人
節
三
誌
都
市
社
会
と
都
会
人
第
四
話
梛
市
剛
越
箙
、
話
柵
市
計
耐
ｌ
で
あ
る
．
村
落
社
会
研
究
会
編
『
村
落
社
会
研
究
会
年
報
村
落
研
究
の
成
果
と
課
題
』
（
昭
和
羽
。
、
）
は
、
昭
和
二
十
九
年
二
九
五
四
）
の
課
題
研
究
（
「
農
地
改
革
と
膿
民
運
動
」
）
に
つ
い
て
の
論
文
を
集
録
し
て
一
冊
の
書
物
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
農
村
社
会
学
の
学
会
は
、
当
時
微
力
に
し
か
組
織
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
や
が
て
農
村
社
会
学
の
研
究
者
の
な
か
か
ら
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
〃
村
落
社
会
研
究
会
〃
（
会
員
約
七
○
名
）
が
発
足
し
、
同
年
十
月
東
北
大
学
農
学
研
究
所
識
偏
武
面
編
『
腱
村
』
（
昭
和
羽
・
川
）
は
、
ひ
ろ
く
那
巾
に
仇
む
ひ
と
び
と
、
腱
業
に
従
わ
な
い
ひ
と
び
と
、
腿
付
青
年
、
農
業
高
校
に
ま
な
び
、
腱
氏
と
し
て
生
活
を
い
と
な
も
う
と
す
る
ひ
と
び
と
ｌ
班
す
る
に
、
〃
人
の
た
め
に
、
や
さ
し
く
艘
村
の
談
川
を
解
説
し
、
腱
村
が
か
か
え
て
い
る
論
川
越
を
多
而
的
に
桁
摘
し
よ
う
と
し
た
内
滞
の
概
略
は
１
節
一
話
鵬
村
の
意
義
第
二
話
腱
業
生
藤
鮒
三
誌
腱
付
の
絲
済
鏑
四
誌
鵬
村
の
枇
会
第
兀
諦
鵬
付
の
文
化
節
六
訴
腱
付
の
(62）７３
社会学伝来孝
五
章
社
会
学
の
学
脈
第
六
承
社
会
学
の
対
象
と
一
意
牝
会
変
動
第
十
二
噸
礼
会
川
越
ｌ
で
あ
る
．
大
阪
大
学
教
授
・
上
両
半
三
郎
の
ヨ
股
社
会
学
』
（
昭
和
鋤
・
４
）
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
以
来
、
大
学
の
教
護
過
秘
で
識
じ
た
社
会
学
識
義
の
災
横
、
ト
ル
ソ
ー
要
約
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
た
箸
舌
の
こ
れ
か
ら
の
社
△
蓉
学
研
究
の
設
計
図
、
不
完
全
な
作
ｎ
Ｍ
で
も
あ
る
と
い
う
。
本
書
は
、
大
学
生
や
初
学
将
に
と
っ
て
の
社
会
学
あ
っ
し
同
志
社
大
学
教
授
・
坐
門
井
厚
の
『
新
制
社
会
学
通
論
』
（
昭
和
釦
・
４
）
は
、
新
制
大
学
に
お
け
る
社
会
学
教
育
の
趣
意
に
そ
っ
て
執
筆
し
た
も
の
と
い
う
。
こ
ん
に
ち
世
界
の
み
ぞ
う
の
転
換
期
に
あ
た
り
、
若
い
学
徒
は
、
社
会
の
現
勢
に
関
心
を
ふ
か
め
、
社
会
学
の
現
代
的
課
題
も
い
っ
そ
う
愈
要
性
を
く
わ
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
本
書
は
〃
通
論
〃
で
あ
る
た
め
、
内
外
諸
学
者
の
著
書
の
引
用
ま
た
は
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
。
内
濡
の
概
略
は
ｌ
庄
一
高
第
一
章
人
間
と
社
会
鍬
二
章
祉
会
の
概
念
と
社
会
学
第
三
章
祉
会
学
の
苑
推
第
Ⅶ
章
ア
メ
リ
カ
社
会
の
発
腱
と
呪
状
鋤
五
章
社
会
学
の
学
脈
第
六
承
社
会
学
の
対
象
と
方
法
第
七
章
社
会
集
団
第
八
章
社
会
意
識
第
九
篇
文
化
と
社
会
学
第
十
章
社
会
調
査
第
十
一
民
主
勢
力
の
団
結
を
か
た
め
、
統
一
戦
線
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
原
則
を
Ｈ
本
の
生
き
た
現
実
に
適
用
し
、
原
則
的
な
政
策
を
た
て
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
必
要
だ
と
い
う
。
本
書
は
、
中
国
人
の
二
つ
の
論
文
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
’
’
第
一
部
ど
の
よ
う
に
調
査
研
究
活
動
を
お
ユ
ー
カ
ン
エ
ン
ホ
ン
イ
エ
ン
リ
ン
こ
な
う
か
（
千
光
遮
）
第
二
部
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
し
め
く
く
る
か
（
洪
彦
林
）
附
録
‐
調
査
研
究
に
か
ん
す
る
決
定
中
川
蓋
党
中
央
委
瓜
会
ｌ
で
あ
る
．
日
本
大
学
講
師
・
笠
原
正
成
は
、
社
会
学
科
の
教
材
と
し
て
先
に
『
社
会
学
論
議
上
』
（
白
帝
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
刈
・
５
）
を
刊
行
し
た
。
が
、
『
社
会
学
要
論
」
（昭和扣・４）は、上記の書の内容を追加し、雑誌への器稿論文、学会における研究発表などを収録したものである。
内
糯
の
概
略
は
１
節
一
歳
か
ら
鮒
三
噸
ま
で
社
会
学
の
生
誕
・
起
源
・
臓
溌
第
Ⅷ
章
村
の
発
生
及
び
行
獅
懸
の
恐
察
輔
孤
罐
家
族
雛
六
歳
梛
巾
鮒
七
章
社
会
学
の
新
述
と
発
展
第
八
歳
社
会
と
個
人
第
九
承
階
級
と
身
分
第
十
章
脈
架
第
十
一
章
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
第
十
二
章
流
行
の
考
察
第
十
三
章
社
会
釧
迩
第
十
四
竜
日
本
社
会
学
潮
の
展
難
Ｉ
で
あ
る
．
入
門
書
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
社
会
竿
諭
第
一
蕪
祉
会
学
鍬
二
章
社
会
学
説
の
変
遷
節
三
獺
研
究
の
雄
準
雌
笠
諭
飾
川
常
社
会
の
概
念
第
爪
瀬
社
会
の
動
態
第
六
章
社
会
の
節
態
第
七
章
文
化
現
象
第
八
章
具
体
的
把
握
研
究
余
論
第
九
章
社
会
学
の
限
界
第
十
章
社
会
学
研
究
文
献
あ
と
が
き
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
著
者
は
か
た
る
。
学
問
に
は
学
説
史
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
、
と
。
｝
」
れ
は
先
人
が
失
敗
し
た
跡
を
あ
ゆ
ま
な
い
た
め
と
、
そ
の
学
の
性
格
を
知
る
た
め
で
あ
る
。
である。
7２（63）
玉
城
雛
の
『
社
会
科
学
概
論
』
（
昭
刊
刈
・
９
）
は
、
著
者
が
愛
知
大
学
で
社
会
科
学
概
論
を
三
ヵ
年
講
じ
た
と
き
の
講
義
ノ
ー
ト
を
訂
正
燗
柵
し
て
印
刷
に
附
し
た
ものである・学生ばかりか働くひとびとの平に入りやすいように公刊することにしたという（「まえがき」）．内需の概略はｌまえがき序章
内
容
の
概
略
は
１
節
一
意
社
会
学
論
織
社
会
変
鋤
鮒
八
竜
社
会
調
迩
ｌ
で
あ
る
．
筆
汁
が
各
章
節
を
分
担
し
て
い
る
。
昭
Ⅲ
三
十
年
（
一
九
兀
五
）
八
Ⅱ
で
、
終
戦
後
ち
ょ
う
ど
十
年
を
む
か
え
る
。
戦
前
の
わ
が
国
の
政
沿
体
制
は
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
〃
絶
対
主
義
〃
で
あ
っ
た
か
ら
、
社会学はまったく〃Ⅱ膿汁〃とおなじ扱いをうけていた。が、戦後は社会学の地位は一挙に向上し、あたかも世間の寵児となった感があるという。
樺俊雄、何Ｍ吉維共編『社会学』（昭和抑・９）は、社会学をはじめて学ぼうとする人々のために編まれた手引聾である。綿者のほか、六名の執
蝋
に
杭
し
て
ｌ
で
あ
る
．
滴
水
幾
太
郎
の
小
諜
「
社
会
学
』
（
昭
馴
刈
・
６
旨
ス
的
傾
向
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
簸
を
批
判
す
る
“
する意志であるようだ（「Ⅲ向六郎の「解説」）。
内
糯
の
概
略
は
ｌ
祉
会
学
祉
会
脚
学
的
總
識
章’'１１
筋と
ｉＩ２八社
会軍会
学
の礼節
ＩＩｌｉ会二
史術竜
｜成人
で餅１１１１１１
あ九形
る漱成
経
済
学
に
も
、
〃
法
社
会
学
〃
〃
締
済
社
会
学
“
が
新
た
に
生
ま
れ
、
成
川
前
の
伝
統
や
性
絡
を
異
に
し
、
新
し
い
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
馬場明男の『社会学新講』（昭和洲’４）は、講義のための
リ
カ
社
会
学
へ
の
近
づ
き
の
な
か
で
、
人
間
・
社
会
・
文
化
の
諸
川
題
←
戦
後
十
年
間
に
日
本
の
社
会
学
は
耕
し
く
発
達
し
、
こ
ん
に
ち
で
は
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
蝋
況
を
き
わ
め
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
あ
か
し
と
し
て
、
隣
接
科
学
の
法
学
、
経
済
学
に
も
、
〃
法
社
会
学
〃
〃
締
済
社
会
学
“
が
新
た
に
生
ま
れ
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
。
わ
が
川
の
社
会
学
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
強
い
影
騨
も
あ
っ
て
、
戦
（昭和洲’４）は、講義のための必要から刊行したものであり、習作の域を出ないものという。水沸は、蒋者のアメ
で
、
人
叩
祉
会
・
文
化
の
搬
剛
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
微
視
的
世
界
へ
鵬
近
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
．
内
濡
の
概
略
は
１
節
一
噸
人
第
三
章
家
族
染
川
第
四
章
社
会
生
活
と
文
化
節
兀
歳
身
分
と
役
判
第
六
章
社
会
制
度
節
七
京
社
会
生
活
の
韮
礎
雅
礎
社
会
節
十
章
都
市
と
腱
付
第
十
一
歳
機
能
的
社
会
染
Ⅲ
第
十
二
章
社
会
統
制
節
十
三
窟
社
会
変
動
鏑
十
四
’
第
二
章
社
会
構
成
第
三
章
社
会
災
剛
節
四
京
文
化
第
五
章
社
会
意
識
第
六
章
大
衆
社
会
第
七
歳
は
、
戦
前
・
戦
後
に
発
表
し
た
爪
筋
の
論
文
を
収
録
し
、
一
謀
を
な
し
て
い
る
。
耕
舌
は
日
本
の
反
肋
的
な
逆
コ
ー
〃
洲
争
的
評
論
家
〃
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
論
文
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
瓜
衆
の
利
抽
と
椛
利
を
擁
謎
し
よ
う
と
政
治
と
虚
言
主
体
性
の
容
帆
的
考
察
蝋
境
に
側
す
る
試
論
新
し
い
脈
災
職
業
と
し
て
の
政
沿
人
賂
の
川
(Ｍ）７１
社会学伝来考
賑
〃
と
呼
ん
で
い
る
。
社
会
科
学
を
学
ぶ
た
め
の
前
提
と
す
べ
き
知
識
第
一
章
社
会
科
学
と
他
の
科
学
と
の
関
係
第
二
章
社
会
科
学
的
方
法
論
第
三
章
社
会
の
種
類
第
四
章
社
会
の
水
質
第
五
章
社
会
の
発
股
第
六
竜
社
会
発
展
の
歴
史
１
１
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
人
刷
生
袖
の
い
ち
ば
ん
の
土
台
１
人
側
と
は
な
に
か
Ｉ
に
つ
い
て
画
川
を
う
け
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
人
は
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
何
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
。
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
食
物
を
摂
っ
た
り
、
衣
服
を
身
に
つ
け
た
り
、
住
居
の
な
か
で
住
む
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
。
人
は
植
物
や
家
畜
の
肉
な
ど
に
貯
え
ら
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
汲
み
と
っ
た
り
、
体
温
を
保
つ
た
め
に
衣
服
を
着
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
川
し
た
り
し
て
生
き
て
い
る
。
著
者
は
そ
れ
を
狭
義
の
〃
生
枇
越
英
一
訳
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
』
（
昭
和
訓
・
９
）
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
の
節
二
○
代
会
長
ｌ
ノ
ー
ス
，
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
教
授
ハ
ワ
ー
ド
。
Ｗ
・
オ
ー
ダ
ム
ニ
八
八
川
～
一
九
五
山
）
の
同
稀
の
繍
繍
を
腿
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
訳
者
は
し
が
き
第
一
部
ア
メ
リ
カ
祉
会
学
の
洲
景
第
二
部
ア
メ
リ
カ
の
礼
会
学
者
か
ら
み
た
ア
メ
リ
カ
祉
会
学
ｌ
ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
の
会
長
た
ち
第
三
部
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
か
ら
み
た
ア
メ
リ
カ
祉
会
学
ｌ
孜
糾
書
の
執
筆
杵
飾
山
柵
他
の
伽
か
ら
み
た
ア
メ
リ
カ
社
会
学
第
砒
柵
総
決
嫌
を
め
ざ
し
て
ｌ
で
あ
る
．
村
田
宏
雄
、
日
高
災
行
そ
の
他
編
『
社
会
調
査
の
技
術
』
（
昭
和
訓
。
、
）
は
、
八
名
の
執
筆
者
に
よ
る
合
著
で
あ
る
。
主
に
社
会
心
理
学
の
手
法
を
川
い
て
の
〃
社
会
霧
（
科
学
的
認
縦
の
力
法
）
の
す
べ
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
じ
め
に
節
一
漱
祉
会
調
査
の
堆
礎
知
識
第
二
瀬
搬
水
調
査
汰
鍬
三
章
鯛
察
法
第
四
意
質
悶
紙
法
第
五
章
而
接
法
以
下
竹
略
ｌ
で
あ
る
．
リカ的糾学として発達してきたものである。
こ
の
〃
生
産
〃
こ
そ
、
人
間
生
活
の
い
ち
ば
ん
の
土
台
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
の
生
産
が
な
い
と
、
人
間
生
活
は
成
り
た
た
な
い
の
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
の
学
界
に
お
い
て
み
ら
れ
た
著
し
い
現
象
の
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
流
入
だ
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
社
会
学
は
、
ア
メ
リ
カ
的
条
件
の
な
か
で
、
ア
メ
7０（65）
注当
時
、
日
本
に
地
下
政
府
や
秘
裕
組
織
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
存
在
の
有
無
に
つ
い
て
は
確
言
を
は
ば
か
ら
れ
る
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
右
翼
的
な
地
下
Ⅲ
体
の
し
た
こ
と
を
地
下
組
織
と
誤
解
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
．
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
ル
マ
ン
認
廿
が
い
い
た
か
っ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
で
あ
っ
た
”
ｌ
Ⅱ
水
に
は
下
は
く
つ
聯
う
え
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
き
や
売
春
婦
、
上
は
閣
僚
か
ら
裁
判
官
に
い
た
る
ま
で
、
身
分
的
な
親
分
子
分
関
係
が
支
配
し
、
そ
れ
が
互
い
に
有
機
的
関
係
を
も
ち
隠
然
た
る
勢
力
を
な
し
て
い
る
｝
」
と
。
つ
ま
り
そ
う
し
た
各
職
業
、
諸
組
織
の
な
か
に
封
建
的
な
親
分
子
分
関
係
が
全
体
と
し
て
互
い
に
つ
な
が
り
を
も
ち
な
が
ら
、
Ⅱ
木
の
間
の
世
界
、
日
本
の
暗
黒
政
治
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
「
廠
談
会
Ⅲ
水
の
地
下
政
府
」
『
Ⅱ
木
評
論
三
川
号
』
所
収
、
昭
和
泌
・
３
）
。
（２）新明正道編署『社会学小辞典』（岩崎書店、昭和二十五年二月）、三九五頁。
（
１
）
終
戦
後
、
小
隊
の
脊
行場跡に、旧軍人』
”秘密政府〃の記巍
った内祥であった。
つ
づ
い
て
同
月
二
十
三
日
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
通
信
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
ル
マ
ン
が
『
ニ
ッ
ポ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
で
、
日
本
に
お
け
る
地
下
政
府
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た
。
当
の
片
山
満
首
相
や
丙
尾
末
広
官
房
長
官
は
、
二
十
八
日
の
議
会
に
お
け
る
緊
急
質
問
に
た
い
し
て
、
否
定
的
な
皿
り
一
ぺ
ん
の
蓉
弁
を
し
た
。
片
山
首
机
は
い
っ
た
。
「
そ
う
い
う
よ
う
な
地
下
組
織
と
い
う
も
の
は
、
存
在
し
な
い
と
思
う
。
た
だ
し
脂
摘
さ
れ
る
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
危
険
性
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
多
分
に
あ
る
。
そ
れ
は
浄
化
す
る
よ
う
に
し
当な
時け
、れ
日ば
水い
にけ
地な
下い
政完
小
隊
の
青
年
将
校
や
下
土
浦
が
中
心
と
な
っ
て
、
巾
し
合
わ
せ
を
し
て
別
れ
、
た
ま
に
述
絡
を
取
り
あ
う
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
方
々
の
服
旧
軍
人
が
数
十
名
単
位
で
く
ら
す
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
一
月
十
九
日
の
ロ
イ
タ
ー
電
は
、
突
如
、
ｎ
本
に
お
け
る
〃
の
記
事
を
発
表
し
、
世
間
を
さ
わ
が
せ
た
。
元
陸
海
瓶
将
校
か
ら
な
る
強
力
な
”
地
下
政
府
〃
が
日
本
に
存
在
し
、
そ
れ
が
日
本
の
民
主
化
を
阻
ん
で
い
る
と
い
(66）６９
